
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　はあ、はあ、と息を切らし、その少女は暗い森の中を駆けていた。

「とれ、とれたよ、とれたよ……！」

　ろれつの回らない口で、誰にも届かない声を弾ませる。夜も更ふけた、危険で暗い森の中だというのに、少女の声は明るかった。

「これで生き返るんだよね、シュラウド……！」

　やがて少女が辿たどり着ついたのは、町外れにある共同墓地だ。シュラウド・ラウグーンと名が刻まれた墓石の前に、少女は座り込んだ。

「葬送花だよ。死んだ人をよみがえらせるんだよ！」

　少女は懸命に採取してきた白い花を墓石の前に置いた。強く握り過ぎたせいで柔らかい花はな弁びらはくしゃくしゃだ。持っている葬送花を全て供えたが、しかし墓石の下に眠る死者がよみがえってくる気配はまるでなく、ただ沈黙だけが通り過ぎるだけだった。

「……絶対生き返る。アシュリーが言ってたもん」

　震える声で少女は首を振った。ちょっとやそっとで諦めるつもりはなかった。

「アシュリーは頭がいいから。学校の成績もいつも一位だし。アシュリーが言ってたから間違いないよ……」

　しかし、意志とは裏腹に少女の声は次第に小さくしぼんでいく。森の中を走り回った疲労から、睡魔が押し寄せてきたのだ。

「生き返るんだよね……シュラウド……」

　やがて少女の視界は闇に包まれ、眠りの淵ふちに落ちていった。

「──もう、ばか！　こんな傷だらけで」

　誰かの声が聞こえて、はっと少女は目を覚ました。見るといつの間にか数人の大人たちが、沈痛な表情で少女を囲んでいた。震える手で少女を抱きしめているのは、母だった。

　慌てて少女は墓石を振り向いた。葬送花を持ってきたのに、よみがえった〝シュラウド〟の姿はない。

「なんで……だって、これで、生き返るって……」

　そう言って少女はかき集めてきたボロボロの花を指さした。

「……っ」

　母は娘のその姿と、花の意味を知り、息を詰まらせた。

　葬送花。死んだ人に手向けられる花だ。死者を送る、死者に命を与える花と言われている。もちろん実際にそんな効果はなく、純粋にもそれを信じた愚かな娘を𠮟りつける代わりに、母は少女を思いきり抱きしめた。

「……生き返らないのよ、死んだひとは」

「だ……だって……」

　少女もまた声を詰まらせ、その瞳には涙がたまっていった。やがて共同墓地に、少女の泣き声が響き渡る。無む垢くな願いを破壊された、悲しい叫び声だった。

　そして少女は思い知る。もう彼は、この世のどこにもいないんだと。
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「ああ、平和だ……」

　温かいお茶を一口飲んで、ふう、とアリナ・クローバーは息を吐いた。椅子の背もたれに深く身を預け、ゆっくりと目を閉じる。

　昼休憩後の、午後のイフール・カウンター。

　最近は攻略対象となるめぼしいダンジョンがないせいか、イフール・カウンターへクエスト受注に来る冒険者の数は少ない。おかげで事務仕事もほとんどなく、午後にもなると客足は途絶えて、事務室には穏やかな空気が流れていた。

「平和ですねえ、アリナ先輩……」

　隣のデスクに座る後輩受付嬢のライラも、リラックスした様子でお茶をすすっている。ちらりと壁掛け時計を見て、退屈そうに肩をすくめた。

「定時まであと三時間ですか～。忙しくないと長く感じますね」

「それが一番。残業に比べたら退屈なほうが遙はるかにマシよ」

　所属受付嬢たちが使うデスクの上はどれも綺き麗れいに片付けられ、事務室の掃除も行き届いている。仕事に追い込まれていない証拠だ。

　それだけでなく、今日の事務室はガランとしていた。カウンター長はおろか先輩受付嬢もおらず、窓の向こうから届く町の小さな喧けん噪そうが心地よい。みな忙しくない今のうちにと、休暇をとっているのだ。

「ふむ、受付嬢とはずいぶんのんびりした仕事なのだな」

　ひょこり、とアリナのデスクの下から顔をのぞかせたのは、美しい金髪を持った、全身半透明の少女──ナーシャだ。

　情報思念体に近い存在であるナーシャは、ライラやアリナなど、ナーシャが意図した相手にしかその存在を認知されることはない。それをいいことにこうしてたまに職場に遊びに来るのである。

「当然でしょう」

　ナーシャの言葉に、アリナは得意げにふんと鼻をならした。

「これこそが〝将来女子がなりたい職業ナンバーワン〟の受付嬢……！　寒くて汚いダンジョンで汗と血を流しながら働く冒険者とはちがい！　安全かつ安心！　約束されたお給料に、信頼性の高い社会的地位。そしてお茶でもすすりながらのんびり事務作業をして、定時で業務は終わり、穏やかなアフターファイブを満喫するの……！　これこそが私の追い求めた〝平穏〟！」

　恋する乙女のように目をきらきらさせて両手を組み、アリナは天を仰ぎ見た。アリナが受付嬢となったのは、この絶対的安定と安全、そして優雅な社会人生活の日々を手に入れるためなのだ。

　連日残業が続くと世界の全てを憎みたくなるが、こうして平穏な日々が続いているとき、アリナは心底、受付嬢になってよかった……と己の幸福を実感するのである。

「そうだ！　定時が来たらごはん食べに行きましょうよ、アリナ先輩。広場近くにお洒しや落れなお店が新しくできたんですよ。ジェイド様も誘って行きましょう」

「ごはんに行くのはいいけど、なんでジェイドもくっついてくるのよ」

「きっと暇してますよ。リーティアンから帰ってきてからは怪け我がの治療のために絶対安静で、仕事もできずに自宅療養中らしいですから。ジェイド様ならきっともうピンピンしてるでしょうし」

「うむ。この前ボクが遊びに行った時は自宅でこっそり筋トレをしていたから、𠮟っておいたぞ」

「ナーシャ、ジェイドの部屋にまで行ってるの……」

「暇だから仕方ないだろう！」

「まあ無職なら日中やることもないか」

「無職って言うな!?」

　ナーシャが不満そうに叫んだ時、カウンターの方から「すんませーん、郵便でーす」と男性の声が届いた。いつもイフール・カウンター宛ての郵便物を届けてくれる配達員の声だ。

「あ、午後の郵便が届きましたね。──はーい今行きまーす」

　郵便物の受け取り係であるライラがぱたぱたとカウンターに走って行く。一日に二回、朝と午後にこうして郵便物が届くのである。大抵は冒険者ギルド本部からの伝達書や町全体に配られたチラシ、他カウンターから回ってくる書類だ。その中に今日中に処理すべき書類があれば終わらせて、なければ今日の仕事はもうないということである。

「うーん平和だ……」

　アリナは嚙かみしめるようにもう一度つぶやいて、思いきり伸びをした。

「この様子なら、〝長期休暇〟は予定通りとれそう──」

　アリナの視線がちらりとデスク上のカレンダーに向いた時、ぱたぱたっと軽快な足取りとともにライラが戻ってきた。

「アリナせんぱーい！　見てください、今日の郵便は一通だけですよ～」

　ごきげんのライラはさっと席について、配達員から受け取った一通の封書を開封していく。立派な封ふう蠟ろうには冒険者ギルドの紋章が見えた。どうやらギルド本部からのもののようだ。

「これなら今日の仕事は終わりかな～」

　ライラが鼻歌まじりに取り出した書を開いて、さっと一読する。その様子を横で眺めながら、アリナはもう一口お茶をすすった。

「そうね、ダンジョンも全然発見されてないし、ギルド本部も暇なのかもね──」

　ガタン！　と大きな音がして、アリナの言葉は遮られた。ぎょっとして音のした方──隣のライラにアリナは目を向ける。ライラは先ほどまでご機嫌だった表情を硬く強こわばらせて、椅子を蹴倒し立ち上がっていた。

「……ライラ、どうしたの？」

「ア……アリナ先輩……」

　ライラの顔からはさっと血の気が引いていて、唇は小さく震え、尋常ではない様子だ。その見開かれた瞳はギルド本部から届いた一通の書を凝視していた。

「大変です……！　新ダンジョンが発見されました!!」

「!?」

　血相を変えたライラがアリナに開いて見せたのは、確かに新ダンジョンが発見された時に送られてくる〝ダンジョン認定通知書〟だった。モール灯台、と名付けられたＢ級ダンジョン。と同時に、先ほどまで静かだった町中が、にわかに騒がしくなっていた。いや、騒がしい奴やつらがイフール・カウンターに近づいてきたのだ。アリナに残業と不幸を運ぶ、忌いまわしき冒険者共が。

　──だが。

「──ふ、なぁんだ、新ダンジョン発見。そんなことか」

「そ、そんなこと!?」

　アリナは余裕の表情でダンジョン認定通知書を鼻で笑い飛ばし、ライラに突き返した。アリナの態度に、ライラはまるまると目を見開く。

「そ、そんな、アリナ先輩が新ダンジョン発見にうろたえないなんて……」

「予想通りよ。数多あまたの残業を乗り越えてきた私をあまり見くびらないことね」

「予想通り……!?」

「そう──」

　がたり、と静かに椅子を引いて、アリナはゆっくりと立ち上がった。

「──人が平穏でありたいと望んだとき、そこに残業の影は忍び寄る。新ダンジョンの一つや二つ、発見されてももう驚かないわ……やってやろうじゃない」

「さ、さすがアリナ先輩……面つら構がまえが違いますね……っ」

「今日の夜にでも新ダンジョンのボスを倒しちゃえばそれほどの〝被害〟はないでしょう……私の〝長期休暇〟はこんな障害くらいではびくとも──」

　そのとき、「すんませーん、郵便まだありましたー」とカウンターの方から先ほどの配達員の声がした。

「「……」」

　アリナとライラは、思わず口をつぐみ、全く同時に目を見合わせた。無言のまま二人でカウンターに向かい、いつも郵便物を届けてくれる配達員から、渡しそびれたという郵便物を受け取った。

　冒険者ギルドの封ふう蠟ろうが押された、先ほどライラが開いた封書と全く同じものが、四つである。

「……アリナ先輩、まさかこれって……」

　ライラの表情はもう最悪の予想をしているのか、青ざめている。アリナも先ほどまでの余裕の表情をすっかり崩し、頰を引きつらせた。

「ま、まだ分からないわ。早く開けて中を確認するわよ……！」

　二人は震える手でギルド本部から届いた郵便物を開けていった。そして数分後、あまりに残酷な結論が、イフール・カウンターに襲いかかる。

　その五つ全てが、〝ダンジョン認定通知書〟だったのだ。

　もちろん、全く同じダンジョンに二つも三つも認定通知書が発行されることはない。つまり、これは──

「まさか……そんなことって……」

　アリナはわなわなと唇を震わせた。隣ではライラが白目をむいて魂を口から吐き出し、窓の向こうでは、冒険者たちの勇ましい足音が、徐々に近づいてきている。

「……し…………新ダンジョンが五つ────ッッ!?!?」

　アリナの絶叫が平和だった事務室に木こ霊だましたのだった。
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「ぬぁぁぁぁやってもやっても仕事が終わらないぃぃぃいぃい!!!!」

　我慢の限界に達したアリナの叫びが、深夜のイフール・カウンター事務所に響き渡った。

「もう四日連続の残業で事務処理をしているが、書類はいつもの数倍の量が残っている……さすがにしんどいな、新ダンジョン五つ同時発見は」

　隣に座るジェイド・スクレイドも肩をまわしながらあきれたようにつぶやいた。

「しんどい!?　しんどいなんて言葉で済まされていいはずがない。あと二日後には私の〝長期休暇〟が控えてるってのに……!!」

　ぐすっと鼻をすすり、アリナは机上に置いた小さなカレンダーをふん摑づかんだ。今日より二日後の日付が真っ赤に塗りつぶされている。

「このままじゃ、一日も休みをとれないまま〝長期休暇取得期間〟が終わっちゃう！」

　長期休暇取得期間。それは年間に付与される有給休暇とは別に、取得期間とされる二ヶ月の間のみ、自由に七日間申請することができる特別な有給休暇だ。

　取得期間のうちに七日の休みをどうとるかは個人の自由だが、業務に支障を来さない限り、なるべく連続した日付で休暇申請することが推奨されている。

　そんな夢のような長期休暇取得期間だが、もちろん取得期間を一日でも過ぎると休暇申請はできなくなる。せっかく与えられている休暇の権利をみすみすドブに捨てるのである。だからこの期間に入ると、受付嬢たちは慌てて休みをとりはじめるのだが──

　すでに長期休暇取得期間があと一週間で終わろうとしていた。そんななか、アリナは未いまだに一日も休めていなかったのだ。

　理由は当然……新ダンジョンが五つ同時発見されたことによる膨大な事務量、その処理に追われ、到底休んでいる場合ではなくなってしまったからだ。

「にしても、なんでボクまで……書類のチェックに付き合わされなきゃいけないんだ？」

　ぼそりと事務室に不服そうな声があがった。大量の書類の前で難しい顔をして腕を組んでいる少女、ナーシャである。

　目の覚めるような長い金髪を持ち、金の髪を際きわ立だたせる白いローブを纏まとう。その全身は幽霊のように半透明で、神秘的な雰囲気を持つナーシャだったが……彼女の目の前に山積みにされた書類たちが全ての雰囲気をぶちこわしていた。

「あんたには睡眠も必要ないんでしょ？」

「鬼かキミは!?」

　アリナの身も蓋もない言葉に衝撃を受けたように、ナーシャは目を見開く。

「そもそもボクは物に触れられないんだぞっ」

「目で見てチェックするくらいはできるでしょ。ナーシャがそれやればジェイドの手が空いて事務処理に回せるの！　あんたも残業を解消する歯車の一つになったのよ！」

「うう、ちょっと手伝うって言っただけなのに、問答無用で必要不可欠な作業を押しつけられ逃げられなくなる……果てしなくブラックだ……」

　しくしく泣きながら、ナーシャはけなげに書類のチェックに戻った。

　ナーシャは遙はるか昔の千年前、現代では先人と呼ばれる人々が栄えた時代に生きていた一人だ。優秀な研究者であったがため、事務処理の覚えも早かった。そこをアリナに目をつけられたのである。

「そもそもだな……」

　しかしまだナーシャは不満が収まらないようで、書類をチェックしながらぐちぐちと言葉を続けた。

「大量の冒険者から来る大量の受注を、たった数人の受付嬢が受け、全て手作業で処理し、正誤をチェックして、紙ベースで保管するなど、頭の悪い非効率なやり方なのだ……ボクの時代ではこの程度の簡単で単純な事務作業は自動プログラムで一瞬……」

「簡単で単純な事務作業……？」

　ぴくりとアリナは眉を吊つり上あげた。

「ほほおおおう。じゃああんたがそのご立派な自動ぷろぐらむとやらをつくってこの書類の山を片付けなさいよ……」

「[image: え゛]っ……いやそれは……ボクはあくまで使用者であってそういうプログラムを組む技術と知識は……」

「できないんならつべこべ言ってないで手を動かしなさい！　いい!?　一分一秒でも早く仕事終わらせて家に帰りたいこの残業という特殊フィールドにおいて、『こんなの非効率だー頭が悪いんだー』って後ろで問題点をぎゃーすか騒ぐだけ騒いで実際何もしない連中なんて、毛ほどの役にも立たないのよ！」

「毛ほどの役にも立たない……!?」

　がーんとショックを受けた様子のナーシャに、ジェイドが苦笑する。

「悪いなナーシャ、アリナさんいま気が立ってるんだ。残業がこのまま長引けば、予定していた長期休暇を潰しかねないってんで、必死なんだよ」

　ジェイドの言葉に、ナーシャがぱっと表情を明るくした。

「ほう、長期休暇！　一ヶ月くらい休んで遠方に旅行か？　それは楽しみ──」

「三日よ」

　ぼそりとアリナがつぶやき、ナーシャの甘ったれた妄言を破壊する。

「……？」

「私がとれる長期休暇、三日なのよ……」

「??????」

　ぱちくりと目を瞬まばたいて、ナーシャは首をかしげた。やがてゆっくりと言われた言葉を理解して、ナーシャの顔が青ざめる。

「ま、待て、三日って長期なのか？　週にある二日の休みにちょっと何かくっつけばあっという間に形成されそうな連休……」

「やかましいわ!!　そもそもクエスト・カウンターは週休二日じゃなくて、一週間に一日しか休館日がないのよ！」

「そ……それは……すまない……」

「たった三日でも長期休暇ったら長期休暇なの！　そのささやかすぎる連休すら！　潰されようとしてるのよ!?　残務が片付かずに私の休暇が後ろ倒し後ろ倒しになっていって……！　本来とれるはずだった七日の休暇も一日ずつ減っていき……！　まともに休めそうなのがあと三日。いや、この調子だと三日すらとるのも難しくなってきているのよ……っ」

　言っているうちにぶわっとアリナの両目から涙があふれた。

「あんたにこの恐怖が！　悔しさがわかるの!?!?　うっうっ」

　肩をふるわせ男泣きするアリナの姿があまりに哀れと思ったか、ナーシャは思わず謝っていた。

「す、すまん……あっそうだ、その三日の休みで何をするのだ？　短いとはいえ、三日あればなにかできるだろう」

「……実家に帰るの」

　慌てて明るい話題に変えようとしたナーシャに、ぽつり、とアリナは答えた。

「久しぶりに実家に帰って、一日中ベッドでゴロゴロして、母さんがつくってくれた温かい作りたてのごはんを食べるのよ……！　厳しい社会の荒波から一時逃れ！　穏やかな家のなかでぬくぬく過ごす休息が、社会人には定期的に必要になってくるのよ！　それが、それがぁぁぁ」

「す……すまない……」

「そもそも、今は長期休暇取得期間だからただでさえ昼間の人手が少ないってのに、こんなときに新ダンジョンが複数見つかるのが悪いのよ……！」

「おまけに、いま《白銀の剣》が実質休止中だからな」

　罪悪感があるのか、ジェイドはばつが悪そうに頰をかいた。

「ルルリとロウがフィールアに行っているし、俺の体も万全じゃないし。おかげでどのダンジョンも処刑人が手を下さない限り攻略が長引くという……」

「ジェイド様、まだ完治していなかったのですか？　いつも通りピンピンしてるように見えますが……」

　首を傾かしげたのはライラだ。

「普通に生活する分にはな。けど、リーティアンでの戦いで神域デイアスキルを無理矢理つかったせいなのか、たまにスキルが不発になる。さすがにスキル不発の可能性を抱えた体で盾役タンクはできないからな……まあ、だいぶ不発もなくなってきているから、もう少しで完治だろ」

「あの人外生命力だけが取り柄のジェイドが弱ることなんてあるのね」

「体の治りが遅いのは当然だっ」

　ジェイドの言葉に、少し怒った様子のナーシャが声を上げた。物に触れられない体だが、ぽかぽかとジェイドの背中を叩たたくまねをする。

「少しは自覚しろっ！　この時代の人間がむりやり神域デイアスキルを発動させるなんて、リーティアンでキミはありえないくらい無茶をしたのだぞ！」

「わ、悪かったって」

　二人のやりとりを視界の端に捉えながら、ふいにアリナは立ち上がった。

「──そろそろ頃合いね」

　壁掛け時計をちらりと見る。ツカツカツカ、と事務室の共有連絡板の前まで行き、そこに書かれた文字をじっと見つめた。

　そこは本来、受付嬢たちに共有されるべき連絡事項が書かれているのだが、今は連絡とは言い難がたい文字が並ぶ。モール灯台、ラフィラ遺跡群、白の空中庭園……ほかにもずらっと並ぶ単語は、いずれも先日一斉に発見された新ダンジョンの名前である。

　それらは一つずつ横線で消されている。冒険者が……いや、処刑人が端から攻略していったものだ。横線が引かれていないものはあと一つ。トプラ大図書館跡である。

　すでに夜は更ふけ、ダンジョンから冒険者たちは撤退している頃合いだろう。

「このダンジョンのボスをぶっ倒せば、ひとまず受注数は落ち着くはず！」

　目をぎらぎらさせ、アリナは夜のイフールに飛び出したのだった。
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「──で、なんでジェイドがついてくるのよ」

　トプラ大図書館跡、その最上階に続く長い階段を上りながら、ジェイドはぎくりと肩を跳ね上げた。隣で処刑人の格好をしたアリナがあきれてため息をついている。

「ナーシャにあれだけ言われたのに」

「体がなまらないようにな。アリナさんがいれば、盾役タンク、ほとんど……いらないし……」

　言っていて自分で悲しくなってきて、言葉の最後は弱々しく消えていった。ふんとアリナが鼻を鳴らす。

「そういえばアリナさん、ちょっと気になることがあったんだが」

　ふと思い出したことがあり、ジェイドはアリナに質問を投げた。

「これまでに発見された新ダンジョンのボスは、全部処刑人アリナさんが倒したんだよな？」

「そうだけど」

　即答され、ジェイドはしばし押し黙った。アリナが不審に眉をひそめてこちらを見ている。

「別に、いつものことでしょ？」

「いや、ちょっと妙な噂うわさを聞いてな……ダンジョン攻略途中だった冒険者が、道中の魔物に苦戦していたところを処刑人に助けられた、って話だ」

「……処刑人に助けられたぁ？」

　思い当たる節がない、と言わんばかりにアリナは眉根を寄せた。やはり、ジェイドの予想通りアリナは冒険者をわざわざ助けたりしていないようだ。

「そんな暇ないわよ、ボス部屋に直行して、ボスを倒しただけ。そりゃ、まずそうなパーティーを見かけたら助けなくもないけど……今回はそんなこと、一回もしてないわよ」

「そうだよな……」

「どうせ処刑人のコスプレをした物好きな冒険者か何かでしょ」

「いや、それが、一撃で魔物を倒した、とか、銀色の大鎚ウオーハンマーを虚こ空くうから取り出した、とか、コスプレでは到底まねできないこともしているみたいなんだ」

「……」

「さすが処刑人だ、あれが最強冒険者の力か──！　って冒険者たちが盛り上がっててさ。まあ道中の弱い魔物なら、それっぽいスキルを使ってそれっぽく見せることは可能か……」

　ジェイドが聞いたのはあくまで噂うわさにすぎない。だからこれまで、残業で忙しいアリナに取り立てて聞こうとは思わなかったのだ。

「……ふーん。まあ、私に実害がないならなんでもいいわ。それよりも今は目の前の残業を解消する方が重要なんだから」

「そうだな──と、ここが最さい奥おうか」

　そうしているうちに階段が終わり、ジェイドは最上階の巨大な鉄てつ扉ぴを見上げた。幾ばくかの緊張感とともに目つきを鋭くする。久しぶりに装備した軽鎧ライトアーマーが重く感じるのは、ここ最近ダンジョン攻略はおろか日頃の鍛錬すら禁止されていたせいだろうか。

「さっさと倒して残業片付けるわよ」

「ああ」

　頷うなずいて、ジェイドが扉を押し開けようと手を添えた、そのときだ。

　ずん、とわずかな震動が床を揺らした。

「！」

　震動は一度ではない。ずん、ずん、と絶え間なく、大きな魔物が暴れ回っているような地の揺れと鈍い音が聞こえてくる──ちょうどこのボス部屋の中からだ。

「誰か戦っているのか……!?」

　眉をひそめた時、ずずん！　とひときわ大きな音が響いたのを最後に、ボス部屋の向こうは静かになった。一分もかからなかっただろうか。わずか数十秒の出来事だった。

　さっと嫌な予感がジェイドの背筋を走った。

　アリナのような超火力をたたき出すスキル持ちでもない限り、ボスを数十秒で討伐するなどまずありえない。

　だが、逆はある。ボスとの実力差が開きすぎているが故に、悲鳴すら上げる間もなく、一撃で壊滅させられるパーティーは。

「……入るぞ！」

　アリナが処刑人のフードで顔を隠しているのを確認して、ジェイドは鋭く叫んだ。剣を抜き、大盾を構え、ほとんど突進するように重い鉄てつ扉ぴを押し開ける。

　果たして、ボス部屋の中に広がっている惨状は──

「え……？」

　きょとんとジェイドは目を瞬まばたいた。思わず足が止まる。隣でアリナも、小さく驚きの声を上げていた。

　ボス部屋には、予想していたパーティー壊滅の惨状はなく、代わりに青い鱗うろこを纏まとった竜の魔物が、今まさに倒され床に伸びているところだった。

　その、ボスの前に立っているのは、たった一人の冒険者だ。

　小柄な体をすっぽりと外がい套とうで覆い、フードを目ま深ぶかにかぶって顔を隠している。危険なダンジョンの最さい奥おうだというのに、およそ防具らしいものも身につけず、武器らしいものもなく、ボス部屋の真ん中に無防備に突っ立っていた。

　ジェイドはその不思議な装備の冒険者を、よく知っている。




「……処……刑、人……？」




　小さな声でつぶやいたのはアリナだった。

　そう、そこに立っていたのは、見まごうことなき〝処刑人〟だったのだ。

　グギャァァァァ！

　啞あ然ぜんとするジェイドの耳にすさまじい咆ほう哮こうがとんでくる。ボス部屋にはもう一体、魔物が残っていた。一ペ対アタイプのボスなのか、赤い鱗うろこを纏まとった竜である。

　赤い竜は部屋の中を荒らされ、番つがいを殺され、気を荒立てているようだった。容赦なく、処刑人に扮ふんした冒険者に襲いかかる。

「お……おい！　お前、処刑人のまねごとなんて──」

　処刑人の数々の武勇伝に憧れるあまり、似た服装に似た武器を持って、処刑人のようにボスをソロ討伐しようとする冒険者はこれまでに幾人もいた。そしてボスにこてんぱんにされたあと、瀕ひん死しになりかけながら命からがら逃げ出して、ようやく実感するのだ。処刑人の行いは人間業などではないと。

　そういった輩やからの一人かと、ジェイドは咄とつ嗟さに駆けだした。魔物の敵視をこちらに固めるのはもう間に合わない。スキル不発にならないでくれと半ば祈りながら、構えた盾に力を込める──

『──スキル発動』

　涼しげな声で、そう言ったのは〝処刑人に扮ふんした冒険者〟の方だった。冒険者はちらりとジェイドを一いち瞥べつしただけで、何事もなかったかのように怒り狂う赤竜に向き直る。

　そして、虚こ空くうにむかって手のひらをかざし、とんでもない詠唱を唱えた。

『〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉』

　カッと白い光がひらめいた。瞬間〝処刑人に扮ふんした冒険者〟の足下に、白い魔法陣が展開し、かざした小さな手のひらに、白い光が収束していく。それはみるみる大鎚ウオーハンマーの形を成していき、やがて光が収まる頃には、巨大な銀の大鎚ウオーハンマーがその手に握られていた。

「ディ……〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉だと!?」

　ジェイドは目の前の光景を到底信じることができなかった。

　しかしその冒険者は、ジェイドの困惑などお構いなしに力強く地を蹴り上げる。硬い床にヒビが入るほどの脚力で軽々と赤竜の頭上まで舞い上がると、大鎚ウオーハンマーを大きく振りかぶり、赤竜の脳天めがけて振り下ろす。

　ずどん！　と重い音が、部屋を揺らした。

　ギィィィィィイイイイ!!

　たちまちボスの断末魔が部屋中に響き渡った。ふらりとその巨体は傾き、白目をむいて倒れ伏す。数秒後。巨大な竜はあっけなく霧散すると、後に残ったのは静寂だけだった。

「……ど、どういう、こと？」

　アリナも動揺を隠せない様子だ。一撃で倒された階層ボスを見て、ジェイドの中では、この処刑人に扮ふんした冒険者への警戒度が跳ね上がった。

　格好や武器を似せるまでは、やろうと思えば誰でも出来る。だが、確かな攻撃力を持つ〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉という神域デイアスキルまでは、絶対に真ま似ねができないはずだ。神域デイアスキルというものはアリナが発芽するまでほとんど夢幻のような存在であったし、そもそも全く同じスキルを発芽した者が二人以上同時に存在することはこれまで一度もなかった。スキルは絶対的に固有のものだからだ。

　目の前の冒険者は、明らかに異質だった。

　しかしジェイドの動揺などどこ吹く風で、処刑人に扮ふんする冒険者は、ちらりとこちらを見やると大鎚ウオーハンマーを消して静かに歩いてくる。

「何者だ……!?」

　ジェイドは腰の剣を抜いてアリナの前に立ち、冒険者と対たい峙じした。

「なぜお前が神域デイアスキルを使える！」

　ぴたり、と少女はジェイドの目の前で立ち止まった。まるでジェイドなど相手ではないと言わんばかり、剣の間合いの中に躊ちゆう躇ちよなく踏み込んでいる。その視線は、ジェイドではなくその後ろにいるアリナにまっすぐ向いていた。

『……〝本物〟が来ちゃった』

　ぽつりと偽にせ処刑人はつぶやいた。その声にジェイドは思わず息を吞のむ。少年というには高く、女性のような声。アリナの声によく似ている──いや、全く同じだ。アリナが顔をしかめ、鋭く偽にせ処刑人を睨にらみつける。

「誰よ、あんたは」

『私は偽にせ者もの。〝完璧な〟偽にせ者もの』

　簡潔にそう言うと、偽にせ処刑人はおもむろにフードに手をかけたかと思うと、何のためらいもなくその顔をあらわにした。

「な……」

　そしてジェイドたちは今度こそ言葉を失う事になる。

　現れたのは、翡ひ翠すい色の瞳を持った、長い黒髪の美しい少女だった。二十歳には届かぬ若い顔立ちで、陶器のように白い肌をしている。激しい戦闘の後だというのにその表情に疲労はなく、ちょっと散歩に来たとでも言わんばかりに涼しげだ。

　アリナと、全く同じ顔だった。

『まあ、ちょうどよかった。〝本物〟と話したかったの。いっつも〝本物〟に先を越されちゃって、私がボス部屋に着いた時にはもぬけの殻だったから』

　アリナと同じ声で、偽にせ処刑人はにこりと笑った。

「……話ってなによ」

　アリナが声を低くする。たちまちぴりりと空気が張り詰めた。この偽にせ処刑人の正体がなんであれ、〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉を有し、ダンジョンの最さい奥おうに鎮座していたボスを一撃で屠ほふったことは事実なのだ。

　だが、偽にせ処刑人はそんなひりついた空気など意にも介さず、小さく微ほほ笑えんだ。

『あなたはもう、戦わなくていいよ』

「……は？」

『戦わなくていいの。〝処刑人〟も、〝魔神を倒せる唯一の神域デイアスキル使い〟も、ぜーんぶ私がやってあげるから』

「な……」

　魔神。当然のように偽にせ処刑人の口から出てきた言葉にジェイドは絶句する。あれの存在を知っているのは、《白銀の剣》とギルドマスター、そしてライラやナーシャだけのはずだ。

『見たでしょさっきの。私は偽にせ者ものだけど、完璧な偽にせ者もの。あなたと同じ力を使えるから、あなたの代わりに戦える。ね、ジェイド？』

　にこりと笑いかけられたジェイドは、顔を険しくしたまま何も答えられなかった。人より五感がすぐれたジェイドは、誰より分かってしまった。目の前の本物が、姿形を似せただけのものではないということを。

『ジェイドもその方が気兼ねなく戦えるし、今までよりももっと攻めた戦術を立てやすいでしょ？　だって私は本物のアリナじゃない。私がどれだけ傷ついても、本物には全く影響しないもの』

「……」

「ちょっとあんたね、何を勝手なことを……！」

『そういうことだから、じゃ、またね』

　ふわり、と偽にせ処刑人は後ろに大きく飛ぶ。はっとして慌ててジェイドは追いかけた。

「おい、待──」

　だが部屋の暗闇に消えていった偽にせ処刑人の姿は、もうどこにもなかった。
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「処刑人の偽にせ者ものぉ!?」

　事務室に戻ってきたアリナたちは、残っていたライラとナーシャにダンジョンでの偽にせ処刑人のことを伝えていた。

　案の定、ナーシャもライラも驚いて目を丸くしている。

「しかし、格好ならばともかく〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉までも同じとなると、ただ事ではないぞ」

「そうですよ。しかもアリナ先輩の代わりをするだなんて……」

　動揺し慌てる二人の様子を見て、アリナは重いため息をつき、背もたれに深く身を預けた。

「はあ……またこのくそ忙しいときに、めんどくさい事が起きたわね……なによ〝完璧な偽にせ者もの〟って」

「完璧かと言われれば、確かに完璧だった」

　ぼそりと言ったのはジェイドだ。

「匂いも、気配も……力も。むしろ偽にせ者ものだと証明するのが難しいくらいだ」

「ボクたちの時代であっても、全く同じスキルを扱える者が同時に存在することはなかった。だからスキルそのものが自己証明の一つにもなったほどだったのだぞ」

「じゃあ、あれはなんなのよ」

「わからないな。少なくとも敵意は感じなかった。口ぶりからして本当にアリナさんの代わりをやろうとしてるのか……？」

「……ジェイド、あんたまさかとは思うけど」

　ふと、アリナはジェイドの様子がいつもと違うことに気づき、じとっと睨にらみつけて声を低くした。

「偽にせ者ものの方がいいなとか、ちょっと思ったりしてないでしょうね」

「え!?　お、思うわけないだろ」

「何でちょっと慌ててるのよ」

「いやその」

「私の目を見なさいよ」

「いやその～～」

　アリナにずいずいと詰め寄られ、ジェイドは観念したように口を開いた。

「思ってない！　思ってないが……もし俺でも〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉を手に入れる方法があるなら、確かにあの偽にせ処刑人の言う通り、アリナさんはこれ以上戦わずに済むなって」

「済むわけあるか────っ!!!!」

「ぐえっ」

　くだらないことを言うジェイドの胸ぐらを思い切り摑つかんで、アリナは声を張り上げた。

「あんたは盾役タンク！　私は攻撃役アタツカー！　一人何役やるつもりなのよええ!?」

「そうですよジェイド様！　分身でもするつもりですか!?」

「まったくこれだからだめなんだ男というやつは。乙女心をちっともわかってない」

「わ、悪かったよ悪かったって……！」

　女性陣から責め立てられ、ジェイドは半ば涙目になって平謝りする。その様子を見たライラは、しかしふいにくすりと笑った。

「でも確かに、ジェイド様の言い分もわかりますよ。だってアリナ先輩、今まで散々、受付嬢でいたい、戦うのなんて冒険者の仕事だーって言ってたじゃないですか」

「[image: え゛]っ!?　いやそれは……っ」

　正しくライラの言う通りだ。図星を指されてアリナは口ごもった。

「ジェイド様も、アリナ先輩をこれ以上危険にさらしたくなくて、アリナ先輩の力を頼りにしなくても魔神と戦えるようにって、頑張ってきたんですもん。気持ちはわかりますよ」

「だ、だからそれは……っ」

「も～、いつの間にかアリナ先輩、ジェイド様と一緒に戦いたいってもぐぐっ!?」

　勝手なことをのたまうライラの口をアリナは強引に塞ぎ、引きつる笑みを作ってライラに詰め寄った。

「黙りなさいライラ……これ以上喋しやべったら全力でぶっ飛ばす……」

「ごべんばばい……っ」

「ライラ、そういうデリケートなところをずけずけと言葉にしてしまうのはどうかと思うぞ」

　あきれたようにナーシャがため息をついていた。

「……なあ、ちょっと思ったんだけど」

　ふと、何かに気づいたようにジェイドが声を低くした。その表情は先ほどよりも深刻に、眉根を寄せている。

「なによ、険しい顔して」

「いや……あのさ。あの偽にせ処刑人の正体がなんであれ、アリナさんの力と姿を完璧に模倣してることは確かだろ。顔も声も同じだった。ご丁寧に処刑人と同じ衣装まで用意して」

「そうね」

「ってことは、だ」

　ぴっと人差し指を立てて、ジェイドは世にも恐ろしい可能性を指摘した。

「あいつ、その気になれば、処刑人の正体がアリナさんだということを、いともたやすく世間にばらすことができるんじゃないか？」

　間。




「あああああああああああ────────ッッ!!!!!!」




　アリナの絶叫が深夜のイフールに響き渡った。

「そそそそそうだ……!!　そうだそうだそうだ!!　何アイツめちゃめちゃ危険人物じゃない!?」

　アリナの中で〝意味不明なことを言う怪しい奴やつ〟程度だった偽にせ処刑人の警戒度が、一気に最上級まで跳ね上がった。

「そうかつまりアリナの社会的な命を握られたということに……！」

　事の重要性に気づいたナーシャも、たちまち険しい顔になって恐ろしいことを言う。

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉を使えることで、赤の他人にはもはや偽にせ者ものと本物の区別もつかない。いや、つける必要がない。完璧だ……」

「いっ、今すぐ……！」

　ゆらり、とアリナは立ち上がり、その全身からほの暗い炎を立ち上らせた。

「今すぐあの偽にせ処刑人をとっ捕まえて殺すわよ……!!」

「ま、まあ落ち着いてくださいアリナ先輩。何を目的としているかも、正体がなんであるかもわからないのに、いきなり殺すのはチョット……」

「落ち着け？　落ち着けって？　私がこれまでどれほどの血ち反へ吐どを吐きながらこの受付嬢という社会的不動の地位を死守してきたと思ってんの……？」

「いやそれは」

「あんたら魔神が！　好き放題暴れ出したから！　クビ寸前まで行ったんだからね!?　わかってんの!?　ええ!?」

「そ、それに関してはアリナ先輩に本当に申し訳ないことをしたなと思っていまして……ほ、ほらナーシャ先輩もちゃんと謝ってください」

「ゴメンナサイ」

「ごめんで済むか──！！！」

　火を噴かんばかりの叫びをあげて、アリナは拳を握った。

「ようやくはた迷惑な魔神もいなくなって、受付嬢という地位を守り抜いたってのに、こんなくだらないことで社会的に終わるわけにはいかないのよ……！」

「そうだな、うむ、そうだ」

「そうと決まれば今すぐあの偽にせ者ものを──」

　そのとき、どさどさどさ！　と大きな音がアリナの声を遮った。

　ぎょっとして一同が振り向いた視線の先──まだ未処理の書類の山が、危うい均衡をついに崩してなだれ落ちた音だった。

「「「「……」」」」

　巻き上がる床の埃ほこりと一面に散らばった未処理の書類を──そこからたやすく連想される残務の量と地獄のような残業時間とを瞬時にはじき出した四人は、つい口をつぐんでしまった。

　ことこの数日間、アリナを中心にすっかり残業漬けだった四人には、その未処理の書類の山は、ある意味どんな敵よりも凶悪に見えてしまうのだった。

「そういえば……残業、全然終わってなかったんでしたね……」

「そうだな……今出ている新規ダンジョンは全部攻略したとはいえ……これまでの残務も全然片付いてないし……今ここで偽にせ者もの探しに時間を使ったら──」

　ちら、とジェイドはアリナの机に置かれたカレンダーに視線をやった。書類に埋もれつつもそのカレンダーはしかし異様な存在感を放っている。なぜならアリナの休暇予定である三日間が、毒々しい程に赤色で塗りつぶされているからだ。

「私の、長期休暇が、死ぬ……!!」

　ぶるぶると声を震わせ、アリナは膝を折って力なくくずおれた。

　もう休暇初日は二日後にまで迫っている。なのに、残務が終わる気配は一向にない。

「長期休暇取得期間最後の……最後の三日間……！　これ以上休みを先送りにはできない。それまでに残業が終わらなければ、私の休みが、私の休みがぁぁ……っ」

「ちなみにアリナ先輩と同じ日に私も休暇申請しようと思ってるので、私の休暇もパーです」

「くっ……真の敵はこの事務作業だというの……!?　残業を放置したら確実に長期休暇がパー、偽にせ者ものを探す時間すらとれないなん、て……」

　は、とアリナはあることに気づき、言葉を止めた。

　チャリチャリチャリーン！　と汚い算段がまたたくまに脳みそでくみ上げられていく。そして頭のなかで一つの計画が練られたとき、アリナは不穏な笑い声を口から漏らしていた。

「ふふ、ふふふ、ぐふふふふ……そうか、その手が……！」

「な、なんだアリナさん、残業を解消するいい手でも思いついたのか？」

　嘆きから一転。アリナは力強く立ち上がった。

「残務の処理は後回しよ。やはり最優先で偽にせ処刑人を捕まえる」

「い、いいのかアリナさん!?　下手したら休日が……」

「いいのよ。どうせこのまま四人で頑張ったって、長期休暇までに残業が終わらない気配の方が濃厚なんだし」

　びし！　と明後日あさつての方向を指さして、アリナは宣言した。

「捕まえるわよ。偽にせ処刑人を！」
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「ほらアリナさん、飯つくってきたぞ」

　翌日の昼休み、アリナはいつもの昼食場所と決めている、小さな広場に来ていた。そこにぽつんと設置されたお気に入りのベンチに座れば、イフールの町並みを一望できる。

　今日はジェイドが、弁当を作ってきてくれたのだ。

「あっ……ありがとう」

　アリナはジェイドに世話を焼かれることに若干の抵抗を覚えつつも、ありがたく彼お手製の昼食を受け取った。ここ最近の昼食は、何の具も挟んでいない味気ないパンばかりだったから、ありがたいと言えばありがたい。

　ぱかりと弁当を開けると、肉や野菜をまんべんなくとりいれた色彩豊かな食べ物たちが目に飛びこんできた。

「……にしても、昨日は私と同じ朝方も近い時間に帰ったはずなのに、お弁当作る時間なんてどこに……」

「ほとんど作り置きだから、詰めるだけだ。残業が本格化してきたあたりから、作り置いててな」

「いい嫁すぎますね……」

　しみじみとつぶやいたのは、アリナやジェイドと同じくベンチに座るライラである。

「放ほっとくとアリナさん粗食で済ませるからな。育ち盛りの女の子がそれじゃよくないだろ」

「う、うっさいわね。それよりも！」

　ふいっと視線をそらし、アリナは慌てて話題を変えた。

「偽にせ処刑人をイフールにおびき寄せるって、どうやってやるつもり？」

　ずばり、この広場に集まった本当の目的を、アリナは切り出した。

　偽にせ処刑人を捕まえると豪語したものの、有効な手段が思いつかない──そう悩んでいたアリナに、偽にせ処刑人をイフールにおびき寄せる方法を思いついたとジェイドが言ってきたのだ。

　まあ、広場にこうしてみんなで集まっているのは、昼食の時間を削ってでも残務を片付けたいと事務室に張り付こうとしたアリナが、お昼くらいゆっくりとろうとジェイドやライラに諭され、連れ出されたという理由がほとんどだが。

　彼らの言い分も、アリナには分かる。なぜなら今日は──イフール・カウンターの休館日。休日出勤をしていたからだ。

　休日までフル稼か働どうで出勤しておいて、お昼もデスクですますのではあんまりだろう。

「……」

　ふっとアリナは全てを諦めたように優しく微ほほ笑えむ。そう、本来であれば、この休館日とくっつけてアリナの休暇は四連休になるはずだったのだ。その可能性は残業が長引いた時点で早々に捨てたが。

「虚像構築装置ホログラムだ」

　ジェイドも昼食を食べながら、偽にせ処刑人をおびき出す方法として、どこかで聞いたことのある単語を口にした。

「虚像構築装置ホログラム……って確か、冒険者ギルドが開発した、魔物の姿を投射して動かせるやつ……だっけ？」

　確か、冒険者ギルド本部で受付嬢研修を受けた際に、《白銀の剣》がデモバトルとして使っているのを見たことがあった。

　収集した魔物の生体データを元に、三次元的に魔物の映像を作りだし、本物とほぼ同じ動きをさせることができるものだ。もちろん単なる映像なので魔物が何かを傷つけることはなく、経験の少ない駆け出し冒険者などの実戦訓練に重宝されている。

「そう、遺レリ物ツクを改良して作られたものだ。その虚像構築装置ホログラムを使い、魔物の幻影をつくって、イフールに投射する。それで偽にせ処刑人は出てくるはずだ」

「そ……そんな単純な……」

　エサに釣られて罠わなにかかる害獣じゃあるまいし、偽にせ処刑人がそんなものでほいほいやってくるのだろうか。

「そもそも一般人ならともかく、本物の魔物を見慣れてる冒険者には、虚像構築装置ホログラムかどうかなんてすぐバレるんじゃない？」

「いや、たとえ幻影だとわかっても、偽にせ処刑人は出てこざるを得ないはずだ。偽にせ処刑人の目的は、アリナさんにとって代わることだからな」

「どういうことよ」

「〝アリナさんがこの虚像構築装置ホログラムを本物の魔物と勘違いして、処刑人として討伐に来る〟、という可能性がある。あいつはたとえ魔物が幻影だと分かっても、本物より先に幻影をどうにかしようとして姿を現すはずだ」

「そうか」

　は、と何か理解を得たように声をあげたのは、うらやましそうに弁当箱をのぞき込んでいたナーシャだ。

「幻影とわからず先に処刑人として登場されてしまったら、奴やつの〝処刑人になり代わる〟という目的は達成されない……」

　そうだ、とジェイドが頷うなずいた。

「過去に処刑人は町に出た魔物を討伐してる。なら今回も本物が来てしまう可能性が高い、と偽にせ処刑人は読むだろう。そこを狙うんだ。イフールのみんなにはちょっと驚かせちまうが……ちなみにギルドの許可は得ている」

　そんなことに許可を出すギルドってどうなのよ……と思いつつも、他に有効な方法もないので、アリナはこくりと頷うなずいた。
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「魔物だ！　魔物が出たぞ！」

「魔物だと!?」

「ストーンゴーレムだ！　ちくしょう、っていうか少し前にも暴れてなかったかコイツ!?」

　昼過ぎのイフールは大騒ぎだった。

　なぜなら虚像構築装置ホログラムによって投射された巨大な岩のゴーレム……ストーンゴーレムが突如として広場に出現したからだ。

「……なんでストーンゴーレムなの？」

　昼食を食べた広場から、アリナは映像のゴーレムが町中で暴れ回る様を半ばあきれて眺めていた。

「なんか、前と同じだって気づいてる人もいましたね」

「どうせなら同じ条件がいいだろ。入り組んだ町中なら四足歩行型より移動しやすいし」

　虚像構築装置ホログラムにはダンジョンと全く同じ条件の環境を作り出すことも、逆に投射先のリアルフィールドに合わせて魔物の動きを制限することもできるらしい。今は後者のパターンを選択しており、必然的にストーンゴーレムは建造物などに接触しにくい開けた場所の中央広場にとどまり、めちゃくちゃに腕を振り回しているだけだった。

「来た！」

　ストーンゴーレムの投射をはじめて間もなく、ジェイドが鋭い声をあげた。見覚えのある小さな人影が、軽々と屋根の上を移動しながらストーンゴーレムに近づいていくのが見える。

　目ま深ぶかにかぶったフードと外がい套とう。偽にせ処刑人だ。

「おい、処刑人だ！」

「あっ処刑人が来たぞー！」

　イフールの人々はヒーローの登場を待ちわびていたかのように、拍手喝采で偽にせ処刑人を出迎えた。

「しかしここ最近の新ダンジョンは、全部処刑人が攻略してるんだよな？」

「いくらなんでも働き過ぎなんじゃないか？」

「そこまで魔物に深い恨みでもあるのか……!?」

「違う！　戦闘狂なんだ、きっと！」

「ちょっと！　処刑人に対する間違ったイメージが広がってるんだけど!?」

　ざわつく町人たちの声が聞こえてきて、アリナは目を吊つり上あげた。

「いや、そんな間違ってないんじゃないですかね……」

　ライラが言いにくそうにぼそぼそ何かつぶやいている。ぎろりとアリナがライラを睨にらんだそのとき、偽にせ処刑人がストーンゴーレムの頭上に飛び上がり、右手を虚こ空くうにかざした。

『スキル発動──〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！』

　現れ出るは陽光を跳ね返す銀の大鎚ウオーハンマー。それを思い切りふりかぶり、ストーンゴーレムの脳天に叩たたきつけた。数値化されたゴーレムの推定体力を一撃で消滅させ、ストーンゴーレムはオーバーキルによって立った姿のままその姿を霧散させていく。

「確かに、あれはどう見ても神域デイアスキル……！」

　固唾を吞のんで見守っていたナーシャが驚きよう愕がくのつぶやきをもらしているのが聞こえる。

「ん……？　何だ今の。あのストーンゴーレム、何かおかしくないか？」

　一方広場では、偽にせ処刑人の戦いを見守っていた冒険者たちが、虚像構築装置ホログラムによる魔物の姿に、ようやく違和感を覚えてざわついていた。

　おそらく何の打撃の感触もなかったであろう偽にせ処刑人は、ストーンゴーレムが消えた場所に着地すると、人々が困惑している間に、すすっと裏路地へと姿を消す。

「よし。行くぞアリナさん！」

　ジェイドとともに、アリナは偽にせ処刑人を追って広場を飛び出した。
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　アリナが人気のない裏路地の奥へと入っていくと、まるで待っていたかのように、偽にせ処刑人が立ち尽くしていた。

『虚像構築装置ホログラム……ただの魔物の幻影なんて暴れさせて、何のつもり？』

　どこか不満そうに、偽にせ処刑人がむすっとつぶやく。

「当然、あんたを捕まえるためでしょうが」

『私はこの姿を悪用するつもりはない！』

　偽にせ処刑人はどこか必死な様子で訴えた。

『アリナだって面倒でしょ、ただでさえ仕事が忙しいのに、冒険者のお手伝いなんて。そんなのは冒険者にやらせておけばいいんだよ。せっかく受付嬢になれたんだから、受付嬢でいれば──』

「そうね、基本的には私はそういう考え方だわ。なんの力かしらないけど、〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉を使えて、その力で魔物をボコってくれるってんなら大歓迎。どうぞ勝手にやってって感じ」

『なら……！』

「ただし！」

　ずびしっと偽にせ処刑人に人差し指を突きつけ、アリナは言い放った。

「いちいち私に似せるのはダメ！　なんであんたに、私の社会的な命を握られないといけないのよ!?」

『っ』

　アリナの気迫にひるんだ様子で、偽にせ処刑人は一歩後ずさった。

「それに、私の代わりにジェイドたちと戦おうってのも……ダメだからねっ」

『え？』

「あいつらの命は、正体不明の怪しすぎるあんたなんかに任せたくないって言ってんの」

『……』

　偽にせ処刑人はもう何も言わず、顔を伏せた。しばしの沈黙の後、ぽつりと口を開く。

『この姿は……仕方がないの。力を真ま似ねようと思ったら、その人になりきらないといけないから』

「……ってことは、やっぱりあんたは私そのものってわけね。スキル以外も」

『？　だからそうだって最初から言ってるでしょう』

　もう話すことはないとばかり、偽にせ処刑人がくるりと背を向けた。

『このまま話していても平行線。誰がなんと言おうと、私は処刑人をやる。あなたが、もう戦いに出てこなくてもいいと思えるように』

　アリナは偽にせ処刑人の御託を無視して、すうっと息を吸い込んだ。そして、去ろうとするその背中に、とある言葉を突きつける──

「──〝私に残務押しつけた先輩が、先に定時で帰ってる〟」

『!?』

　それは、ある意味呪いの言葉だった。

　凍り付いたのは偽にせ処刑人だ。後ろでジェイドが不思議そうな顔をしているが、一応アリナの行動に口を出さずに見守っている。

『な……なにを……』

　ギギギ……と偽にせ処刑人が壊れた機械のようにぎこちない動作でアリナを振り向いた。明らかに声に動揺が見え隠れしている。そんな偽にせ処刑人に、アリナはさらに、より強力な呪いを叩たたきつけた。

「〝そんなの自分で考えてって言われたから自分で考えて行動したら！　なんで聞かなかったの？　って怒られる〟！」

『!?　く、何を……』

「〝キミは有能だからって都合のいいこと言われて、体よく面倒な仕事を押しつけられる〟！」

『ぐ、うううう』

　思わず偽にせ処刑人は、胸を押さえてうずくまった。
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『なにこの、胸の痛み……辛つらい……苦しい……悲しい……悔しい！』

　偽にせ処刑人は、どうやら自分がなぜこれほどの苦しみを覚えているのか、理解できないようだ。その前にざっと仁王立ちしたアリナは、腕を組み、〝アリナ・クローバーに成り代わる〟などという愚行にでた偽にせ者ものに、さらなる絶望の刃を振り下ろす。

「〝ミスチェックお願いしますって回覧した大事な書類、誰一人としてちゃんと確認せずに流し読み。後から見つかったミスは全部私のせい〟」

『そ、そんな、ちゃんと確認してよ……うううっ』

　偽にせ処刑人の声が震えた。あまりの辛つらさに、フードの奥で、ボロボロと涙を流している。

「効いてるわね。いえ、効かないはずがないのよ。あんたが私なら」

『何をしたの!?』

「呪文よ。アリナ・クローバーにだけ……いえ、〝日々の仕事に苦しんでいる社畜〟だけを的確に殺す、最強の呪文……！　さあ、この呪文の前に嘆き、苦しみ、朽ち果てなさい！　絶対社畜殺す呪文アブソリユート・デス・スペル！　〝昼休みに自分のデスクで休んでいたら、自分勝手な客が無理矢理クエスト受注しようとしてくる〟!!」

『や、やめ……』

「〝ずっと前から楽しみにしていた百年祭が、繁忙期の残業で潰されかける〟！」

『そんな！』

「優秀なＯＢに残業解消のアドバイスをもらいに行ったら、そいつはただのワーカーホリックで、何の参考にもならない……っ」

『うぐっ』「うぐっ」

　偽にせ処刑人もダメージを受けていたが、アリナもまた胸を押さえうずくまった。この呪文に関しては自分自身で吐いた言葉が心の奥底に封印した何かを刺激したのだ。

「アリナさんもダメージくらってるぞ……」

　アリナの決死の戦いに、後ろからあきれきったようなジェイドの声がとんでくる。

「くっ……まだ……まだぁッッ！！！」

　しかし、ギラリ！　とアリナは目を光らせると、歯を食いしばり、だん！　と足を踏み出して、不屈の力で立ち上がって見せた。

「〝死の窓口と言われる闘技大会の窓口担当にさせられたかと思えば、前任者からの引き継ぎもマニュアルもない〟!!」

『そんな、あんまりだよ……』

「〝死に物狂いで達成させたリーティアンの職員旅行が！　魔神のせいで潰される〟！」

『うそだ、ずっと、楽しみにしてたのに……』

「極めつきは……〝本来七日間とれるはずの長期休暇！　もう三日しかとれなくなってる〟！！！」

『……はうっ』

　偽にせ処刑人のなかで何かが限界を迎えたのか。

　アリナの顔をした偽にせ者ものは、白目をむいてその場で失神したのだった。
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　気を失った偽にせ処刑人を背負って、ジェイドたちはイフール・カウンター事務室に戻っていた。

　幸いなことに今事務室には、事情を知るジェイドたち以外に人はいない。当然だ。今日はイフール・カウンターの休館日なのだから。

　ジェイドが急ぎ虚像構築装置ホログラムの計画を今日に決行したのも、事務室で残務処理の手を止めることなく、偽にせ処刑人から事情を聞き出すことができる、絶好の機会だったからだ。

「ふっ……たたた他愛も……ないわネ……」

　全身をぶるぶると震わせながら、アリナは事務処理を続け、無理矢理口角を上げて見せた。しかしその勝利の笑顔は引きつっていて、顔面は真っ青。膝はカクカクと笑っている。

「職員旅行を邪魔してすまない、すまない……」

「闘技大会邪魔してゴメンナサイ……」

　その周囲では罪悪感に押しつぶされたナーシャとライラが膝を抱え、背中を丸め、重い影を落としながらブツブツと謝り続けている。どうやら二人は裏路地近くで偽にせ処刑人との対たい峙じをこっそり見守っていたがゆえに、アリナの絶対社畜殺す呪文アブソリユート・デス・スペルをうっかりくらってしまったようだ。

「偽にせ処刑人以外にも甚じん大だいな被害が及んでいるが……」

　ため息をついて、ジェイドは改めて偽にせ処刑人に目をやった。

　一応空いている椅子にロープでがんじがらめに縛っているものの、神域デイアスキルを使える以上たいした効果もないだろう。

「う……はっ」

　そこへ、悪夢から目覚めたかのように、偽にせ処刑人が意識を取り戻した。彼女はぐるりと周囲を見回すと、己の置かれた立場を素早く理解したらしい。

『……反則』

　どこか不服そうに、唇を尖とがらせた。

「何がよ」

　処理中の書類から目を離さず、アリナはぶっきらぼうに尋ねる。

『あんな精神攻撃が通用するなんて……』

「甘いわね。あんたは私を真ま似ねすることで体よく最強の力を手に入れたと思ってるんでしょうけど。〝私〟になったのが運の尽き」

『……まさかあんな攻撃方法があったなんて……っていうか、みんな何やってるの？　なんか片手間に私の相手してない!?』

　事務室にいるジェイドたちは、誰一人として偽にせ処刑人に目を向けていない。みな目の前の書類をガリガリと片付けながら偽にせ処刑人の言葉を聞いていた。

『何か作業されながら話されるって一番傷つくんだからねっ』

「っさいわね今それどころじゃないのよこちとら一分一秒を争ってんの……！」

　苛いら々いらしたアリナが青筋を立てて偽にせ処刑人を睨にらみ付つける。あまりの気迫に偽にせ処刑人は黙り込んだ。

『……ここ、どこ？』

「イフール・カウンター。私の職場よ」

『へえ、ここがアリナの職場……』

　ぱちくりと目を瞬まばたいて、偽にせ処刑人はどこか興味深げにしげしげと事務室を見回した。

「そして、あんたがこれからしばらくお世話になる場所よ」

『お世話になる……？』

　アリナの不可思議な言葉に、はっとジェイドは顔を上げた。

「そういえばアリナさん、休暇までに残業を解消する手立てがあるとか言ってたけど……まさか……」

「ふっ」

　アリナが勝ち誇ったように鼻を鳴らし、立ち上がる。よくわかっていない偽にせ処刑人だけが、きょとんと首をかしげていた。

　そんな偽にせ処刑人の前に、どさっと山盛りの書類を置いた。

『な？』

　すさまじい迫力を見せる書類の山に、偽にせ処刑人がわずかにひるんだように身を引く。

『なに、これ……？』

「理解できるでしょう。あんたが〝私〟を完璧に模倣しているなら、この事務室がいま、戦場だということを」

『うっ』

　辛つらい記憶を刺激された悲劇の主人公のように、偽にせ処刑人はうめき声を上げた。

『山積みの書類……ぜんぶ未処理……うっ、頭がっ!!』

　ぶるぶると唇を震わせた偽にせ処刑人は、さらにはっと気づいた様子で、顔を真っ青にしてアリナを見上げた。

『ま、まさか、今日って……』

「お察しの通り。今日はイフール・カウンターの休館日……本来であれば受付嬢の休日よ」

『休、日、出、勤ッッッッ！！！』

　ぐはっと吐血でもしそうな勢いで、偽にせ処刑人はひっくり返った。

「加えて!!　今回の残業にはタイムリミットがある。ぼやぼやしてたら私の……ささやかな三日間の長期休暇がなくなろうとしているの！」

『三日……!?　〝長期〟休暇が、たった三日……!?　しかもそれすらなくなろうとしている……!?』

「あんたの正体は何かとか、私に取って代わろうとしてる理由は何かとか、目的とか！　そんなの知ったこっちゃないわ。こちとらあんたなんかに構ってられるほど暇じゃない。むしろ追い詰められて背に腹かえられない状況なのよ！」

　ずずい、とアリナは血の気を引かせる偽にせ処刑人の顔に詰め寄って、頰を引きつらせながら、悪魔のごとき邪悪な笑みをにぃいと顔に張り付けた。

「私を完璧に模倣しているってんなら……できるわね、事務処理が」

『ッッッ！！！』

「──残業、手伝ってもらうわよ」
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『お、終わりました……』

　げっそりした顔で、偽にせ処刑人は処理の終わった最後の書類を処理済みの山へと積み重ねた。

「ありがと。じゃそれはナーシャがチェックしてくれるから。次これね」

　しかして無慈悲なアリナにより、さっと新たに書類の山を目前に置かれ、偽にせ処刑人はついに叫び声を上げた。

『もう勘弁してくださいぃぃぃぃ！』

　しくしくと涙を流しながら、机に突っ伏した偽にせ処刑人がついに音を上げた。

『もう無理だよ、こんな量をこんな人数でさばけるはずがないんだよ、残業なんて永遠に終わらないんだよ！』

「甘い！　泣いて残業がなくなるなら誰も不幸になっていないのよ！　あんたそれでも〝私〟なの!?　休暇のためなら根性見せなさいよッ!!」

　アリナは机に脚を乗せ、握りこぶしを作って偽にせ処刑人を𠮟しつ咤たした。長い髪を一つに結わえ、ついに額に「残業撲滅」と書かれたお手製のはちまきを巻いている。

『ううう、鬼、鬼ぃ……』

「諦めろ偽にせアリナよ。アリナは残業で追い詰められると半透明で物理的支援力の低いボクですらこき使おうとするんだからな、アリナに関わったのが運の尽きだ」

「ちょっと、人を血も涙もないみたいに言うのやめてくれる」

「……にしても、本当にどこまでもしっかり真ま似ねてるんだな、偽にせ処刑人は」

　そう言って、ジェイドは少し困ったように笑いながら、手元の書類を指さした。

「ミスするところが全く同じだ」

『……』

「……」

　思わず泣なき止やんだ偽にせ処刑人と、険しい顔をしたアリナが、しばし互いの顔を見つめ合う。

「ねえちょっと！　そういうとこまで真ま似ねしなくていいから！」

『私だってこんなポンコツなとこまで真ま似ねしたくてしてるわけじゃないもん！』

「誰がポンコツよ!?」

『ポンコツだからポンコツって言ったのよこのポンコツ！』

「こちとら好きでポンコツやってんじゃないわよ!?　人の真ま似ねしといてケチつけないでよね!?」

　醜い言い争いの末に取っ組み合いの喧けん嘩かを始めた二人を、ジェイドとライラが慌てて制止する。

「ま、まあまあ争ってる場合じゃないですよアリナ先輩ズ」

「アリナ先輩ズって言うのやめてくれる!?」

「とりあえずまずは残業解消を優先しましょう！　ね！」

『……』

「……」

　アリナと偽にせ処刑人は互いににらみ合ったままむすっと黙った。確かに今は喧けん嘩かしている場合ではない、ということは二人とも理解しているのだ。

「──あ、そうだアリナ先輩」

「『なに？』」

　すごすごと席に着こうとしたアリナと偽にせ処刑人が、全く同じタイミングで足を止め、全く同じタイミングで振り向き、声をそろえてライラに視線を向ける。

『……』

「……」

　再びアリナと偽にせ処刑人がバチバチと火花を散らした。

「……ちょっと、本物は私なのになんであんたまで振り向くのよ」

『行動や意識レベルまで真ま似ねちゃうんだから咄とつ嗟さに呼ばれたら振り向いちゃうのよ。仕方ないでしょう。何をそんなにカリカリしてるやら』

「なんで偽にせ者もののくせに偉そうなのよ!?」

『それは本物のアリナが偉そうだからですー』

「ぬぁぁぁにぃぃいいいい!?!?」

「うわああああダメですよ神域デイアスキル持ち同士で喧けん嘩かしちゃ！　イフール破壊するつもりですか!?」

　互いに白い魔法陣を展開しかける二人に、ライラが顔を真っ青にする。残業のせいで二人とも余裕がなくなり、極端に苛いら立だっているのである。

「でも、確かにややこしいのは事実だよな」

　ライラと一緒にアリナたちをなだめながら、ジェイドも苦笑する。

「同じ名前だから呼ぶにも困るし、アリナさんを呼ぶたびに、いちいち偽にせ者もののほうじゃない、ってやってたら全体の作業効率が下がる」

『……なら私のことは〝偽フエ者イク〟とでも呼んで。そう呼ばれた時だけ反応することにするわ』

　偽にせ処刑人──もといフェイクは、ふんと鼻をならして腕を組んだ。

『私だっていちいちカリカリしたくないし、こんな残業地獄、さっさと解放されたいし』

「なるほど、これで一件落着ですね。……あ、ちなみにお二方。未処理の書類はあとこれだけありますので、喧けん嘩かしてないで事務処理しましょうね」

　ひとまずの解決を見せたことに安あん堵どしたライラが、にこりと満面の笑みで指を差した先には、来客用の大きなテーブルを埋め尽くさんばかりに積まれた書類の山があった。

「『ぎええ!?』」

　アリナと偽にせ処刑人がそろって同じ悲鳴をあげる。青ざめたアリナは慌ててデスクに戻ったが、フェイクは違った。未処理の書類や山と積まれた残酷すぎる光景に、ついに精神崩壊を起こしたかのように声を上げたのだ。

『～～～っ、ダメだ、もう無理、もう限界！　〝アリナ〟ではこの量はさばけない……！』

「なんだって？」

　聞き捨てならない言葉にアリナの眉がぴくりとつりあがる。構わずフェイクは、拳を震わせて言葉を続けた。

『〝アリナ〟は思考回路に無駄がありすぎる。感情がいちいち集中を邪魔するし、体力もないからすぐにへたる……』

「ほおおお……????」

「待て待て待てアリナさん、早まるな！　貴重な残業要員だぞっ」

　バキボキバキ！　と指を鳴らして青筋をたてるアリナを、ジェイドが必死に止める。偽にせ処刑人の目は、そんなジェイドにぱっと向いた。

『仕方ない、こんなの想定外だけど……この残業を解消するには、〝こっち〟だ！』

　言うなりジェイドに向かって手を掲げ、叫んだ。

『スキル発動、〈巨デイ神ア・のイミ賢タテ眼イオ〉！』

「!?」

　カッと白い光が炸さく裂れつした。くらんだ視界が戻った頃、事務室には異様な光景が広がっている。

　先ほどまでいた偽にせ処刑人の姿は消え、代わりにそこに、全く同じ顔と格好をしたジェイドが二人立っていたのだ。

「……」

　ぎょっとするジェイドと、あんぐり口をあけるライラにナーシャ。アリナは眉をひそめ、ジェイドと偽にせジェイドを見比べながら言った。

「こうしてみると……ジェイドが二人いるの暑苦しいわね……」

「アリナさんん……！」

　ショックを受けたように悲しそうな声を出すジェイドと、こんな予定ではなかったと言わんばかりに険しい顔つきをして腕を組むジェイドが並ぶ。おそらく腕を組んでいるほうがフェイクだろう。

「い、いや、それよりもだ……〈巨デイ神ア・のイミ賢タテ眼イオ〉って、神域デイアスキルか!?」

　本物のジェイドが警戒心を高め偽にせジェイドに目を向ける。腕を組んだまま、フェイクはため息交じりに言った。

『当然だろ』

　偽にせジェイドはやはり声までジェイドと全く同じである。

『神域デイアスキルをも完璧に模倣できる力が、超シグ域ルススキルやまして人域レギンスキルであるはずがない。それくらいは予想済みだったんじゃないか？』

「そりゃ、そうだけど……」

『スキルの話はいい。それより重要なことがある』

　ちらりとフェイクは未処理の書類の山に視線をやると、そこから一枚受注書をとり、ぱぱっと手早く処理を済ませて見せた。

『……うん、事務作業には〝アリナ〟より〝ジェイド〟のほうがだいぶマシだな』

「ほおおおおん……????」

「待て待てアリナさん、怒りを抑えるんだ」

『……悪かったよ』

　ぽつり、とフェイクはアリナから視線をそらし、どこか気まずげにそうつぶやいた。

『まさかアリナの仕事が今、こんな追い詰められた状況だと思わなくて。いや、そもそも受付嬢ってもっと楽で安全に稼げる仕事だとナメていた……冒険者に比べれば天国だって。けど、受付嬢は受付嬢で地獄だな』

「え？」

　突然謝られて、アリナは目を白黒させる。フェイクは言うだけ言うと、力強く握りこぶしをつくった。

『俺も腹をくくる』

　さらに机の上に放り置かれていた「残業撲滅」はちまきをぎゅっと締め、キラリと鈍にび色いろの瞳を光らせた。

『長期休暇までに、終わらせるぞ。この残たた業かいを……！』
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「そういえばアリナ先輩は連休、実家に帰るんでしたっけ」

　深夜、アリナの疲労がピークに達しようかというとき、ふとライラがそんな質問をしてきた。ちらりと見るとライラの表情もげっそりしていて、どうやら事務処理に疲れておしゃべりがしたいらしい。

「……私……この残業が終わったら実家に帰るんだ……」

　ぼそりとアリナは答えると、ナーシャがさっと顔を青ざめさせた。

「そんな死亡フラグな……！」

「そういえば先輩はイフールから結構離れた場所から来たのでしたね」

「そ、フィールアっていう田舎町。忙しくてずっと帰れてなかったし、家事とか楽したいし……たまには。……それに、調べたいこともあるし」

　ぽつりとアリナは本当の理由を付け加えた。隣で聞いていたジェイドが思わず作業の手を止めて、どこか心配そうな視線を投げてくる。アリナはその視線から逃れるように、わざと虚こ空くうに目を向けた。

　脳裏によぎるのは、リーティアンで起きた魔神との戦いだ。

　魔神の無慈悲な攻撃がリーティアンの街を破壊しようとしたとき、アリナの前に現れた顔の見えない正体不明の男。

　ボロボロの外がい套とうに貧弱な細い魔杖ロツドを持った、見るからに頼りない後ろ姿だった。だが彼は確かにリーティアンを消し飛ばすはずだった魔神の攻撃を、あっさり消失させて見せたのだ。

　そればかりか、アリナのスキル〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉をすでに知っていて、それは神域デイアスキルなどではないと言ってのけた。聞いたことのない〝本当の〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉の名〟──〈全てを打ち滅ぼす者デイア〉をアリナに告げ、男は消えた。

　あの苛烈な力を持つ魔神を倒すのに、彼の存在は不可欠だった。男に教えられた〈全てを打ち滅ぼす者デイア〉の詠唱によって、これまで不確定だった大鎚ウオーハンマーの〝変異〟を意図的に発動することができたのだ。

　彼はアリナの知らない何かを知っている。それは確かだ。だが、そんなことよりももっと気になることがあった。

　──な、アリナおばちゃん。

　男が消える直前にアリナに言った言葉。アリナが知り得るなかで、アリナをそう呼ぶ男はただ一人しかいない。もうずっと前に死んでしまった、大切な人。

（……シュラウドなの……？　でも、そんな、ありえない）

　彼は死んだ。何をどうあがいても、その事実は覆くつがえらない。

　それは、彼が死んだあの日以降、幼いアリナが何日もかけてようやく自身に納得させた、悲しい事実だった。簡単に覆ってもらっては困るのだ。

　だが……だが、そうと言って切り捨ててしまうには、あの男の存在はあまりに強くアリナの脳裏に焼き付いていた。

　胸がざわつく。どこか不安が付きまとう。この数年間信じ続けていたものが、行動の指針としていたものが、根っこから崩壊してしまうかのような、そんな不安だ。

　だがアリナは、リーティアンで出会ったあの男の存在を、誰にも伝えていなかった。

　きっとジェイドに言えば、全力で彼の正体を突き止めようとしてくれるだろう。不安を共有することで、アリナの心も幾ばくか軽くなるだろう。

　だが、アリナは怖かった。あの男の正体を知ることが、どうしても怖かったのだ。

　だから、実家に帰って、シュラウドの墓参りでもして、彼はやっぱり死んだんだと再認識して、そうして、この不安から逃れたかった。たとえ何の解決にもならないとしても。

「アリナ先輩の実家かぁ～。私も行こうかな！」

　は、とアリナが深い思考の海から戻ってきたとき、ライラがそんなことを言い出していた。

「ちょ、はあ!?　なんでライラが来るのよ」

「いいじゃないですか！　日頃お世話になっているアリナ先輩のご実家にご挨拶でも……」

「本当の目的はなによ」

「おもしろそうだなーって」

「あのねぇ」

「いいじゃないか！　アリナの実家。楽しそうだ。なに、家族水入らずの邪魔をするつもりはないぞ」

　なぜかライラとナーシャが乗り気になっている。アリナは思い切り顔をしかめて見せた。

「楽しくない！　別にフツーの家だし。酒場をやってるくらいで」

「ちなみに俺もフィールアに行くぞ」

「ジェイド様もですか？」

　これまたなぜか得意げな様子で、ジェイドが胸を張った。

「ちょっと調べ物でな。先に行ったロウとルルリに合流する。あとはアリナさんのご家族にご挨拶も……」

「それじゃいつものメンバーじゃないですか！　じゃあ私たちが二人増えるくらいいいですよね」

「いいわけあるか！」

「一緒に残業や魔神と戦った仲じゃないですかぁぁぁぁ連れてってくださいよぉぉぉぉ」

「だぁから……」

　駄々をこねるライラがひっしとアリナの腰にしがみついてきて、アリナはライラの頰を思い切り押しやった。だがライラはなかなか離れようとしない。どうやら意地でもついてくる気らしい。

「ったく、なんでそこまでしてうちの実家に来たいんだか……」

　あきれたアリナが盛大にため息をついたとき、ナーシャから予想外の言葉がとんできた。

「察するのだアリナ。みんなお前のことを心配しているのだぞ」

「へっ？」

　アリナは思わずきょとんと目を瞬まばたいた。

「心配……？　なんで？」

「……なんでもなにも、アリナ先輩、リーティアンから帰ってきてから、何か考え事をしてぼーっとしてることが多くなってますもん」

　アリナの腰にしがみついたまま、ライラがそんなことを言う。

「事務処理も、いつものアリナさんならまずしないようなケアレスミスが多かったしな。気づいてなかったか？」

　当然とばかりジェイドにまで指摘され、アリナは思わずぽかんと口を開けた。

　全く気づいていなかった。

　だが確かに思い返せば、イフールに帰ってきてからはミスが多かった気がするし、作業をするにもどこか効率が悪かった。頭に霞かすみがかかったような、集中できていない日が続いていたのは確かだ。

「アリナさんは顔に出やすいからなぁ。そこがまたいいんだけど」

　とはいえそんなアリナをジェイドたちは責める様子もない。むしろジェイドはなにか納得したようにうんうんと大きく頷うなずいている。

「アリナ先輩の一人で抱え込む癖は、今に始まったことではないですしね──伊だ達てにアリナ先輩の後輩をやってきてませんから」

　びしっと人差し指をたてて笑う後輩受付嬢から、アリナは思わず目をそらした。

「べっ別に、私は──」

「ま、何を心配しているのか、アリナさんが話したくなったら話してくれればいいからさ」

　カラカラと笑いながら、ジェイドがアリナの背中をぽんと叩たたいた。

「あんまり一人で思い詰めるなよってこと」

「……」

　さて、作業に戻るかー、とジェイドたちは何でもないように各おの々おの作業に戻っていった。アリナは、しばらく沈黙した。

　ジェイドたちはきっと気づいている。アリナがシュラウドのことで悩んでいることに。

　リーティアンに現れた顔の見えない男の存在はアリナしか知らないにしても、アリナにとって大切な人であるシュラウドの正体が、実は失踪した四聖の一人、【大賢者】だったという話はジェイドたちも知っている。

　ジェイドたちはその【大賢者】について調べようとしてくれているのだ。他ならぬアリナのために。

「……ねえ、あのさ」

　ぼそりとアリナは言いかけて、口をつぐんだ。今抱えている不安を言ってしまえばいい……でも、リーティアンで会った男の話をして、じゃあシュラウドが本当に死んだかどうか確かめようか──となるのがやっぱり怖い。

　あのさえない冒険者だったシュラウドが実は【大賢者】でしたといわれても、別人のことのようにしか思えないし、生前の彼が何を目的としてフィールアに来たのかも、アリナには無関係の話だ。結局のところ、〝【大賢者】シュラウド〟が何を考えていようが、アリナはどうだっていいのだ。だってアリナは〝さえない冒険者であるシュラウド〟と仲が良かったのだから。そして彼はもうこの世にはいないのだから。

「どうした、アリナさん？」

「……やっぱなんでもない」

　アリナはそう言って、再びデスクの書類に向き合った。

　ちらりと視界の端に映ったジェイドの表情はどこか寂しそうな、困ったような顔をしていたが、すぐにその表情も消えて作業に戻っていた。
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「お……終わった……ついに……休暇だぁぁぁぁぁ」

　チュン、チチチ……

　空はすっかり明るくなり、アリナの耳に小鳥のさえずりが聞こえてくる。疲ひ労ろう困こん憊ぱい、重い足をひきずって、アリナは受付嬢の制服すら着替えずに、やっとの思いでイフールの大広場に辿たどり着ついていた。

　手には旅行用の革鞄かばんが一つ。早朝の大広場に人気はないが、アリナが転移装置クリスタル・ゲートの元まで着いたとき、数人の人影があった。アリナとともに死に物狂いで残業を終わらせたジェイド、そして半透明のナーシャである。

　いずれもぐったりとベンチに座り込み、丸めた背中には疲労の影を落としている。肉体を持たないが故に疲労を感じないはずのナーシャや、バケモノ並の体力を持つジェイドまでもが、憔しよう悴すいしきった表情でベンチにへたりこんでいた。

　それもそのはず。大量の残務が片付いたのはついさっき。すでに夜が明け、アリナの長期休暇一日目に突入していたときだった。それでもなんとか終わらせた四人は、イフール・カウンターが開店する前に慌てて片付けて帰宅し、大急ぎで準備を整え、寝る間もなくこうして大広場に集合したのだ。

「じゃ、じゃあ、いくわよ……」

　げっそりと顔をやつれさせながら、アリナがゾンビのような足取りで転移装置クリスタル・ゲートに手を伸ばす。その死人と見まごうばかりの様子に、さすがにジェイドが口を挟んだ。

「な、なあアリナさん。フィールアに行くのはちょっと寝てからでもいいんじゃないか……？」

「甘い！」

　ジェイドの甘え腐った指摘を、アリナはギラリと翡ひ翠すいの瞳を光らせて一蹴した。その瞳にすさまじいまでの執念を燃え立たせる。

「休暇は三日しかない……いまここで家で一寝入りしたら、間違い無く起き上がるのが面倒になり、貴重な休暇の一日をそこで潰すことになる……！　事実、ライラは落ちたわ」

　あれだけアリナの実家に行く行くと騒いでいたライラが姿を見せる気配が一向にない。つまり彼女は、家に着き、その安心感から、お布ふ団とんの放つ悪魔のごとき誘惑に負けてしまったのだ。

「ボクは一応ライラを起こしたのだが、『私はもうダメです……私を置いて行ってください』と消え入りそうな声で言っていたぞ……」

「遠いフィールアとの移動時間を考えれば、今より一分一秒たりとも無駄にはできない。なんとしても、今日中にフィールアに辿たどり着つくわよ……！　そして実家で寝るッ！」

「まあ、それが一番なのはわかってるんだけどさ……」

「休暇への執念がすごいのだな……」

　よろよろと立ち上がったナーシャやジェイドを視界の端にとらえながら、アリナは転移装置クリスタル・ゲートに再び手を伸ばした。

「まずは宿場町ルルコアに飛ぶわよ。フィールアは田舎すぎて転移装置クリスタル・ゲートが置かれてないから、ルルコアから先は馬車移動」

　そう、全てはこの日のために頑張ってきた。残業も、新ダンジョンのボス討伐も、このクソ忙しい最中に現れた意味の分からん処刑人の偽にせ者ものも──

（あれ、そういえばあいつ、どこ行ったんだっけ……）

　疲労でぼんやりした脳みそで、アリナはふとジェイドの姿になっていたはずのフェイクの存在を思い出した。ここにいるはずもない、と思いながらゆるりと広場を見渡すと、視界の端に少々異様な光景が映り込んだ。

　ずーんとベンチの端っこで膝を抱えて背中を丸めている処刑人の姿だ。その周囲には幽霊のようにどんよりと重い空気が落ちている。

　フェイクだった。

「げっ!?　ちょ、なんであんたここに……しかもその格好で……」

『……残業が終わった瞬間、みんな私のこと放置だもんね……？』

　ぼそり、と悲しげにフェイクがつぶやいた。

『残業中は利用するだけしておいて、終わったらポイ──私なんて所詮残業を解消するためだけの都合のいい存在なんでしょ!?』

「うわめんどくさっ」

　思わず本音が口をついてしまい、途端にフェイクは悲しそうにしくしくと涙を流した。

『今回の残業を終わらせた功労者は私だということを忘れないでよね……』

「そ、そもそもあんたが意味わからんマネするから残業の時間が無駄に減ったんでしょうが」

『その分はジェイドで取り戻したじゃん』

「開き直るなっ！　──まあでも、助かったわ。ありがとう。……で、そもそもなんであんたこんなとこにいるのよ」

『あ、えっと、これはその……』

　フェイクはどこか言いづらそうにごにょごにょと言葉を濁し、人差し指を突き合わせながらおずおずと言った。

『なんかみんな……楽しそうだなって』

「楽しそうだからってついてくるな！」

「……けど、フェイクを放置できないのは確かなんだよな」

　ジェイドがふと神妙な顔つきで口をはさんだ。

「アリナさんと同じ力を持ってる以上、地下牢ろうに入れても力尽くで突破できちまうし、処刑人の正体をばらされないとも限らない」

「うぐっ」

　確かにそうだった。ジェイドの指摘に言葉を詰まらせたアリナは、フェイクの顔をちらりと見て、ため息をついた。

「……まあついてきてもいいけどさ、ウチの酒場、昔は宿屋もかねてたから部屋はあるし」

『いいの!?』

　ぱあああっと偽にせ処刑人の顔が輝いた──かどうかは分からないが、声色が嬉うれしそうに跳ねた。

「その代わり、ウチの実家でなにか悪さしたらあの精神攻撃喰くらわすからね!?」

『はははははい』

　トラウマになっているのか、フェイクは顔を青ざめさせて何度もこくこく頷うなずいた。

　余計なのが一人増えたが、疲れ切ったアリナにはもう何がどうなろうとどうでもよかった。フェイクのことはいいからとにかくさっさと休みたい。

「じゃあさっさと行くわよ……ルルコア！」

　そう思ったときにはすでに、アリナは目的地の名を叫んでいた。
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　イフールから馬車を使った移動であれば、大平原を貫く新街道を抜けて小さな山を一つ越えた先に、賑にぎわいを見せる大きな宿場町が見えてくるだろう。

　宿場町ルルコア。元は旅人が使う小さな宿場町だったが、周辺都市を結ぶ主要な交通の要となる場所として重宝され、大きく育った街である。宿場町ながら、今や冒険者の活動拠点の一つでもあり、冒険者ギルドの支局や転移装置クリスタル・ゲートも置かれる場所となっている。

　ふわりと一瞬の浮遊感の後、アリナのブーツが硬い石畳を踏む。くらんだ視界が元に戻る頃には、そこは小さな広場に変わっていた。

　三角屋根で統一された建物が、ぎゅうぎゅうに建ち並んでいる。道は丸石の石畳で舗装され、太い川が街の中を通っていた。川にはアーチ状の橋がかかり、細長いボートがつなぎ止められてゆらゆら揺れる。アリナたちが降り立った広場は、ちょうど川かわ縁べりにある小さな広場だった。

「ここが宿場町ルルコアか……はじめて来たな」

　ジェイドが興味深げに周囲を見回している。早朝のためほとんど人気のなかったイフールと違い、ルルコアの広場にはちらほらと旅人の姿があった。ようやくルルコアに辿たどり着ついた者、これからルルコアを出立しようとする者……さすが宿場町というだけあって、旅装束の人間が目についた。

「リーティアンとはまた雰囲気が違う街なのだな。なんだか可か愛わいらしい町並みだぞ」

「宿場町というがずいぶん大きいな……主要な都市と言ってもいいくらいだ」

　ナーシャとジェイドも好奇心で疲労を忘れ、目を輝かせている。

「ルルコアはここらの街で一番大きなとこだからね。買い物とか、学校とかはだいたいルルコアに集まってるし」

　言いながらアリナは広場に停留する大型馬車を探した。居眠りしていた御者の男を起こし、目的地を告げる。男は眠い目をこすりながらはいよと気さくに頷うなずいた。

「ルルコアの見学は後で。とりあえずフィールアに行くわよ……」

　アリナたちが馬車に乗り込むと、二頭の馬がゆっくりと歩き出した。
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　時折ゴトンと硬い音がして、石を踏んだ弾みで車体が軽く跳ねる。ようやくアリナたちは人気のない座席にぐったりとうずくまっていた。

「お客さんたち、ずいぶんお疲れだねぇ」

　御者が軽く笑う。アリナたちはその言葉に取り合うこともできず、力ない苦笑を返すことしかできなかった。

　早朝の便のせいかアリナたちの他に乗客はおらず、おかげで気兼ねなく座席に横たわることができたのだ。あとは馬車が勝手にフィールアまで運んでくれる──そう気を抜いた瞬間、アリナたちは力尽きていた。

　大きな馬二頭で引っ張る大型馬車は、すでにルルコアを離れ、草原のなかの街道を進んでいた。ここまで来ればそう時間もかからずフィールアに着くだろう。

　アリナはちらりと隣に座る処刑人姿のフェイクに目を向けた。

「ちょっとフェイク、いい加減その姿なんとかしなさいよ。田舎とはいえ、処刑人のことを知らない人ばかりじゃないんだからね」

『けどこの姿のほうが最強の力があっていろいろ都合がいいし……』

「ウチの実家に行くのに私と同じ顔が都合いいわけないでしょうが……！　変えなさい！　今すぐ！」

『うっ、じゃあ……どうしようかな』

　フェイクはきょろきょろと馬車の窓の外を探ったかと思うと、目的のものを見つけて手をかざした。

『スキル発動──〈巨デイ神ア・のイミ賢タテ眼イオ〉』

　たちまちフェイクの姿が白い光に包まれたかと思うと、見たことのない少女の顔になっていた。

　年頃はアリナより二つ三つくらい上だろうか。背は高く、すらりと長い四肢にきりっと凜り々りしい目つき。栗くり色いろの長い髪を一つに結わえ、軽装の旅装束には細レイ剣ピアをさしている。

　ちらりと窓の外を見るとどこかの冒険者パーティーがルルコアに向かって歩いて行く姿が見えた。その中に、全く同じ顔と服装をした少女が見える。彼女は自分が今まさに神域デイアスキルによって姿と力をコピーされたとは夢にも思わず、仲間と談笑しながら馬車とすれ違っていった。

『ふむ。これでいいだろう。超シグ域ルススキル持ちの、なかなか手て練だれの冒険者だな。アリナの〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉には劣るがまあ、悪くない──って』

　フェイクは一通りコピーした体をしげしげと眺めてから、ふいにアリナたちに目を向けた。フェイクから一定の距離をとり、白い目をしたアリナたちに。

『な、なんだお前たちその目は!?』

「いや……見ず知らずの他人をいきなりコピるとかちょっと人としてどうなのって……」

「なんかキモチワルイぞ……」

『し、仕方ないだろうアリナの姿がダメだって言ってるんだから！』

「本当の姿じゃダメなのか？」

　ずばり、ジェイドが切り込むとフェイクは唇を引き結び、黙り込んだ。そのただならぬ様子に、ジェイドの目は鋭くなる。

「何か俺たちに見られるとまずい姿なのか？」

『……最初から見せられるなら苦労はしない』

　ぽつりとフェイクは言った。

『いずれはキミたちに見せると思う。けど、今はまだそのときじゃない』

「……まあもう別になんでもいいわよ。ウチに迷惑さえかけなければ……」

　疲労のあまり細かいことはもうどうでもよくなったアリナがつぶやくと、ちょうど馬車が止まるところだった。

「さ、お客さんたち着いたよ、フィールアだ」

　御者の声かけに、アリナたちはぞろぞろと馬車を降りた。最後に降りようとしたフェイクは、しかし入り口の前で立ち止まったまま、出ようとしない。

「……どうしたのよ」

　振り返ると、なぜかフェイクの姿は偽にせ処刑人に戻っていた。目ま深ぶかにかぶったフードの奥から、フェイクは小さく笑う。

『……ふふ。アリナの帰省を邪魔したりしないよ。アリナの実家に行きたいなんて言ったけど、あれは噓うそ。ここまでついてきたのは伝えたいことがあったから』

「はあ？　伝えたいこと？」

『〝シュラウドの本〟を探して』

「え？」

『そうすれば、あなたたちの目的は達成されるはず』

「は、ちょ──」

『処刑人の正体をばらすつもりはないよ。じゃあね。がんばって』

　言うなり、フェイクの姿はすっと虚こ空くうに溶け消えてしまった。
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「消えた……」

　馬車の前で、アリナたちは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。御者はそんなアリナたちに不思議そうな視線を向けながら馬車を走らせ去って行く。

「それに、俺たちがシュラウドのことを調べようとしていることも、シュラウドのことも知っている……？」

　ジェイドが眉をひそめるなか、アリナは一つため息をついて歩き出した。

「もういいや。とりあえずウチに行くわよ」

　なんで帰省一つ平穏無事にさせてもらえないのだろう。とぼとぼとフィールアに続く野道を歩くアリナに、アリナの荷物を持ったジェイドが慌てて並ぶ。

「いいのか？　処刑人の姿をしたままだったぞ、あいつ」

「いいもなにも消えちゃったならどうしようもないし」

「その点はおそらく大丈夫だぞ」

　そう言ったのはナーシャだ。

「〈巨デイ神ア・のイミ賢タテ眼イオ〉……他者をそっくり真ま似ねできるスキルだ。効果時間は短く、永続的ではない。コピーの対象となれる者は、術者の手が届く範囲にいる者に限っている」

　ナーシャの目は前を向いているようでどこか遠くをぼうっと見つめていた。おそらく彼女自身が持つ、あまたの神域デイアスキルデータの中から引っ張りだしてくれているのだろう。

　千年前、先人が栄えた時代に魔神核の研究をしていたナーシャは、何者かの手によって魔神核を不本意に装着され、意識を支配され、多くの先人を殺した過去を持つ。ナーシャは魔神核の支配から逃れるため、魔神が食らい集めた情報をまるごと持って肉体を捨て、思念体となったのだ。魔神が食らい集めた情報──先人たちの持っていた、神域デイアスキルである。

「つまりあいつの処刑人の姿はいずれ解かれるし、アリナが再び奴やつの近くに行かなければ処刑人の姿になることはない」

「近く……か。そもそもあいつ、偽にせ処刑人として活動してたときはいつ私の姿をコピーしたのやら」

「アリナが受付嬢として窓口に立っている間は、冒険者になりすませばいくらでも近づけるからな。おそらく冒険者の一人として受注でもしに来たのではないか」

「ふーん。なるほどね……」

　しばらく歩いて行くと、ただの草原だった景色にだんだんと放牧された羊や牛が見え始めた。緑が生い茂る草原は低い石垣で区切られ、畑も増えてくる。

　そんなのどかな田園風景のなかに、ばらばらと建築物が集合している小さな町があった。それがアリナの故郷、フィールアである。

　建物がぎゅうぎゅうに敷き詰められたルルコアとちがって、フィールアは開放的でぽつりぽつりと石造りの家が建っている。くねくね曲がる道は未舗装で、放し飼いの犬が数人の子供と一緒に道を駆けていた。道脇は緑で覆われ、細い小川が流れ、仕事前に農夫たちが立ち話をしている。フィールアは喧けん噪そうとは縁遠く、穏やかな時間が流れていた。

「おお！　のどかな景色だなぁ」

「こ、ここが、アリナさんの故郷……！」

　ジェイドがなにやら感激したように声を震わせていた。

「特に何もない田舎よ。あー久しぶりに帰ってきた……」

　ここまで来るのに、なんだか途方もない時間が過ぎた気がする。とはいえ懐なつかしい景色に、アリナはほっと心が安らぐのを感じた。

　その足はまっすぐと町の中心にある小さな広場に向かう。

　広場といっても大きめの井戸とちょっとした店が囲んでいるだけの、イフールから比べたらずいぶん質素なものだ。その店の一つに、『四つ葉亭』と看板を掲げる酒場があった。まだ開店前だったが、アリナは構わず酒場に入る。

「ただいまー」

　声をかけると奥の厨ちゆう房ぼうからぱたぱたとせわしない足音が聞こえてきた。

「アリナちゃん！　おかえりなさい」

　出迎えたのは、アリナの母イレイザだった。明るい茶色の長髪をゆるく結わえ、エプロンをつけている。顔立ちは整っていて、フィールアでは美人の酒場店主で通っていた。自覚はないがアリナは母似らしい。

「あら、お友達？」

　イレイザの視線がジェイドたちに向いた。

「初めまして。アリナさんにいつもお世話になっています。冒険者のジェイド・スクレイドです」

　きりっとした顔つきでジェイドがそつのない挨拶をする。顔面からイケメンオーラを放出するジェイドに、イレイザはぽかんと口を開け、しばしジェイドとアリナを交互に見やって目を瞬まばたいていた。

「あらまあ、すごいイケメンさん！　アリナちゃんの彼氏？」

「違う！」

　嬉うれしそうににこにこしながらとんでもないことを言ってくる母を奥に押しやって、アリナはそそくさと二階に続く階段に向かった。

「ただの友達。遊びに来たの。しばらくウチに泊まるけどいい？」

「もう、大歓迎よ！　もっと早く言ってくれればいいのに。お部屋はアリナちゃんと一緒でいいかしら？」

「いいわけないでしょ!?」

　とんでもないことをさらりと言ってくる母を𠮟りつけて、アリナはきょろきょろと店内を見回した。

「そういえば父さんは……またどこか行ってるの？」

「たまーに帰ってくるんだけど、すぐにまたどこかへ行っちゃうのよね」

「あの、失礼ですがアリナさんのお父さんって……」

　なぜかそわそわした様子のジェイドが、こらえきれないように尋ねた。イレイザは困ったように頰に手を当て、苦笑とともに質問に答える。

「ああ、あの人ね、ちょっと狩人かりゆうどをやっててね」

「狩人かりゆうど!?」

　ジェイドが驚きよう愕がくに目を見開き、声をあげた。まあ無理もないだろう。

　狩人かりゆうどを専門としてやっている者は、今の時代、もうほとんど残っていない。魔物を倒しその素材を手に入れることで生計を立てる、絶滅危惧種の職人的存在なのである。

　同じ魔物討伐を生業とする冒険者と狩人かりゆうどだが、両者は全く異なっている。パーティーを組んでクエストを受注し、ダンジョン攻略や魔物討伐を目指す冒険者に対し、狩人かりゆうどは魔物の討伐にのみ特化したプロフェッショナル。魔物の生態に関する知識も豊富で、強力なスキル持ちであることも多い。

　なにより、狩人かりゆうどの戦闘スキルは侮あなどれない。冒険者パーティーが魔物討伐に苦戦しているところへどこからともなく狩人かりゆうどが現れ、たった一人で高笑いしながらデカい斧おのを振り回して魔物をボコボコにしたあげく、手て際ぎわよく必要な素材を剝ぎ取って魔物を丸裸にし、高笑いとともに消えていく──なんて逸話もあるくらいだ。ちなみにこれは父の持つ武勇伝の一つである。

　狩人かりゆうどはより珍しい魔物の素材を追い求め、常に大陸中を駆け回っているのである。そのせいでアリナは父親と関わった記憶はあまりない。

「もしかして」

　ジェイドが何かに気づいたように、小さな声でつぶやいた。

「アリナさんが異様に戦闘慣れしてるのって……遺伝……？」

「うっさいわねどうでもいいでしょっ」

「もう歳としなんだからほどほどにしたらって言ってるんだけどね。今回も『レア素材を見つけた！』って言うなり飛び出して行っちゃって……たまによく分からない魔物の素材がいきなり送られてきたりするから、元気だとは思うんだけど」

「な……なかなかワイルドなご家庭ですね……」

「もーウチのことはどうでもいいでしょ！　ジェイドこっち！」

　アリナは顔をしかめ、ジェイドの腕をひっぱって階段をあがる。思念体であるナーシャが視認されないながらもぺこりとイレイザに一礼して、三人は二階に向かった。

「それにしても、さすがアリナさんのお母さんだな……！　めちゃくちゃ美人だ。というかアリナさんに似ている」

　ジェイドがなぜか嬉うれしそうに声を弾ませている。

「……よく言われるけど」

　むすっと肯定して、アリナは二階の廊下を進んだ。四つ葉亭は昔宿屋を兼ねていたこともあって、二階はまっすぐ延びた廊下の両脇に三つずつ小部屋が並んでいた。転移装置クリスタル・ゲートの整備が進んだことで、旅人がフィールアを訪れることもほとんどなくなってからは、酒場一本でやっているのだ。

「ちょうど向かって左側の部屋が使ってるところだから、右側の部屋を好きに使っていいわよ。母さんがマメに掃除してるからすぐ寝れるはず」

　ジェイドから鞄かばんを受け取り、アリナが自室に戻ろうとすると、ジェイドが何やら感激したようにアリナの部屋の前で声を震わせている。

「アリナさんの……女の子の部屋……だと……！」

「……あんた私がギルドの一等級宿舎に泊まってたとき普通に入ってきてたでしょ」

「それとこれとはまた違うんだ！」

「いいからさっさと寝ろっ」

　ジェイドを適当な部屋に押し込んで、アリナも自室に入る。とにもかくにも荷物を放り置いて、アリナはベッドにダイブした。

「あーやっと寝れる……」

「おお、ここがアリナの部屋か。……普通だな」

　続けて入ってきたナーシャが興味深げに部屋をしげしげと見まわしていた。

「なんだと思ってるのよ私を……」

　アリナが子供の頃から使っている部屋は、今も手をつけずに残してくれている。窓が二つついた角部屋で、ベッドが一つに、机が一つ。本棚も中の本までそのままだ。この懐なつかしい部屋に戻り、緊張の糸が切れたアリナを急速に睡魔が襲ってきた。

　とりあえず寝よう。まずはそれからだ。まどろむ意識の中で、起きたら何から始めようか、とアリナは考えていた。懐なつかしい冒険者の面々に会って、シュラウドの墓参りをして、それで──

　ほとんど気絶するように、アリナは眠りの淵ふちに落ちていった。
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　は、と目を覚ますとすでに窓の外は日が傾き始め、夕刻を回っていた。

　アリナはのそのそと起き上がり、普段着のワンピースに着替えた。酒場になっている一階に降りると、もう仕事も終えた夜なのかと言わんばかり、がやがやと盛り上がっていた。

「お！　アリナちゃん！」

　アリナの姿を認めた冒険者の男が、すっかりできあがった赤い顔でアリナを呼んだ。

「いやー帰ってくるんなら一言言えよ！　ダンジョン攻略なんてしてる場合じゃねえってんですっとんできたぜ」

「ばーかお前はそもそもダンジョン攻略なんてご大層なことできねえで、そこらへんのザコ魔物をせこせこ倒してるだけだろうがよ」

「うっせえ久しぶりのアリナちゃんの前だぞ、いい顔させろぉ」

　がっはっはっはと笑って酒をかっくらう彼らは、アリナが子供の頃からこんな調子で相変わらずである。アリナはなんだか懐なつかしい気持ちになって、ふとその視線は吸い込まれるようにある一点に向かった。

　入り口から遠いカウンター席の一番端。シュラウドが決まって座っていた席だ。

　彼は店内が見渡せるその席に陣取って、気のいい冒険者仲間たちと酒を飲んでいた。

　当然、今シュラウドはそこにおらず、別の客が座っている。

「にしてもまさか、白銀さんがこんな田舎に来るとはよう！」

「おう白銀さん！　酒つくったらこっち来て話そうぜ」

　冒険者たちが声をかけた先──カウンター席の向こう側では、なぜかジェイドが手て際ぎわよく酒をつくっていた。

「……なに……やってんの……」

　いつ起きたのか、すでにジェイドはキッチンの勝手を完璧に把握していた。満席になろうかという人数の客を相手に一人で酒をつくりまくっている。

「お、アリナさん起きたか。数日お世話になるしな、店手伝おうと思って」

　あれだけの激務のあとにも拘かかわらず、何事もなかったかのように元気に働いているその体力にはもはや驚くまい。むしろあきれのため息が出てくるのだった。

「仕事で疲れてるだろうし、悪いからいいって言ったのに……でもすっごい手て際ぎわがいいからついつい甘えちゃって」

　イレイザがジェイドの働きっぷりを惚ほれ惚ぼれしたように眺めながら、にこにこ笑っている。

「それにしてもアリナちゃんったら、彼氏が白銀さんだったんなら早く言ってよぉ！　もう、スミに置けないんだから」

　にやにやといやらしい笑いを浮かべながら肘でアリナをつついてくる母に、アリナは思い切り顔をしかめた。

「だからそういうんじゃないって！」

「本物はやっぱりかっこいいのねえ。噂うわさを聞いてみんな仕事どころじゃないって、どんどん集まってきちゃってね」

「……」

　困ったように言いつつも、イレイザはどこか嬉うれしそうだ。そんな話をしている間にも、店の扉が勢いよく開かれ、「おうおう白銀さんのリーダーが来てるって!?」とまた数人の冒険者が入り込んで来た。

　酒場はいつも皆の仕事が終わる頃に賑にぎわい始めるのだが、今日はまだ陽も落ちないうちから、飲めや歌えやと盛り上がっていた。

「お！　リーダーじゃん。お疲れー」

　そのとき、聞き慣れた声が店の入り口から聞こえてきた。見やると数人の冒険者と連れ立って見慣れた姿が酒場に入ってくるところだった。

　黒いローブに赤いツンツン頭の黒魔導士と、低い背に童顔のおかっぱ頭のせいで、一見幼い子供のように見える白魔導士──《白銀の剣》のメンバー、ロウ・ロズブレンダとルルリ・アシュフォードである。

　いつもイフールの《白銀の剣》として見ている彼らが、アリナの故郷の冒険者と一緒に居る光景は違和感がすさまじい。アリナの脳みそは一瞬混乱した。

（そ……そういえば、ロウとルルリは先にフィールアに来てるんだった）

《白銀の剣》はとある目的があり、フィールアで調べ物をしようとしていた。アリナやジェイドがリーティアンへ職員旅行に行っている間、先行してロウとルルリがフィールアに行っている、というのをアリナはジェイドから聞かされていたのだ。

　その目的とは、ある日突然失踪した【大賢者】がわざわざ姿を変えて〝冒険者シュラウド〟となり、フィールアで冒険者活動をしていた理由を解き明かすことだった。

「アリナさん！　残業おつかれさまなのです」

　ルルリがアリナを見つけて声を弾ませると、イレイザがびっくりしたようにルルリとアリナを交互に見た。

「あらアリナちゃん、もしかして白銀のみなさんとお友達なの？」

「えっ」

　目を白黒させるイレイザに、アリナは一瞬返答に迷った。

「あ、えっと、その……」

　確かに、いくら大都市イフールで受付嬢をやっていると言っても、ギルドお抱えの一流冒険者パーティーである《白銀の剣》と仲がいいなんて、あまりに不自然──

「さっすが都会の受付嬢ね！　こんなすごい方たちとお友達になれちゃうなんて！」

　しかしアリナの焦あせりを吹き飛ばす勢いで、イレイザが目を輝かせた。

「都会ってすごいわ。受付嬢ってすごいわぁ」

「おうよアリナちゃん、ちょっと見ねえうちに立派になっちまってよう」

「おじちゃん嬉うれしいやら悲しいやら」

「まさか白銀さんを連れて来るたぁ、やるじゃねぇか！」

「……ま、まあね……はは」

　母は、というよりこの町の人は、もとより物事をあまり深く考えるタチではなかった。

　のんびりした田舎だから成せるものか。みな基本的に悪意や疑心と無縁だ。

「ロウたちも四つ葉亭に泊まっているのか？」

「いや、俺たちはルルコアの宿に泊まってる」

　ジェイドの問いかけに答えながら、ロウとルルリがカウンター席につく。

「今日はフィールアの冒険者たちと一緒にパーティー組んで、そのへんの魔物狩ってたとこ」

「いや、白銀さんのすげえのなんのって！　魔物なんて一瞬で燃え尽きちまってよお！」

　ロウとパーティーを組んでいたらしき盾役タンクの冒険者が、興奮した様子で仲間に自慢している。

「俺なんてルルリさんに回復してもらっちゃったもんね」

「あー！　ずりぃぞてめえ！」

　どうやら二人はすっかりフィールアの冒険者たちになじんでいるようだった。

「にしてもジェイドもアリナさんもなんだか久しぶりに見た気がするのです」

「実際久しぶりっしょ。リーティアンで一週間くらい閉じ込められてたんだっけ？」

「ああ、まあな──」

　ジェイドが苦笑したとき、アリナのもとに人影が一つ近づいてきた。

「ねーちゃんおかえり」

　歳としがいった他の冒険者と違って、淡々とした若い少年の声。アリナが振り向くと、やはり懐なつかしい顔があった。

「アシュリー」

　アリナが彼の名を呼ぶと、ジェイドたちの視線も彼に向いた。

　黒い猫っ毛に、深い藍色の瞳。歳としはアリナの二つ下で十五歳だ。瘦せ型で背は高くなく、シャツにズボン、冒険者のような防具は一切つけていない。代わりに腰のベルトに分厚い本を下げていて、筋骨隆々とした冒険者たちの中にいるとずいぶん細く見えた。

　小さい頃からあまり感情をあらわにしない顔は、相変わらず愛あい想その欠片かけらもなく、久しぶりに会ったアリナを見ても当然のように淡々としていた。

　アシュリーはなぜかジェイドとロウにちらりと視線をやってから、アリナに言った。

「母さんがねーちゃんのイケメン彼氏が挨拶に来たって言ってたんだけど……」

「だぁーからちがうってば！」

　彼氏でもなければ挨拶に来たわけでもない。話を膨らませて余計なことを吹き込んでいる母に怒りを覚えつつ、アリナは顔をしかめて否定する。そこでようやく、ジェイドたちがぎょっとしたようにこちらを見ている事に気づいた。

「あーごめん、こいつ、私の弟」

　アリナが軽く紹介すると、ジェイドたちはさらに驚きよう愕がくしたように目を見開き、アリナとアシュリーを何度も交互に見比べた。

「な、なによ」

「……お……お……お……」

　ジェイドがわなわなと唇を震わせる。ロウとルルリ、さらにいつの間にいたのかナーシャまでもガタリと立ち上がって……




「「「「弟──────!?!?」」」」




　彼らの驚きよう愕がくの声が、綺き麗れいに重なったのだった。

[image: ]
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「まさかアリナさんに弟さんがいたとは……」

　ジェイドはあまりの驚きよう愕がくに声が震えていた。危うく磨いていたグラスを落とすところだ。

「いつも姉がお世話になってます」

「し、しっかりしている弟さんなのです……！」

　アシュリーと呼ばれた黒髪の少年は、確かにアリナと並んで立っていると目元なんかがよく似ていた。ただ、喜怒哀楽をはっきり顔に出すアリナと正反対で、アシュリーの表情は非常に淡泊だった。一見冷たく無愛想に見えるが、必要以上に他者を拒絶する気配はなく、極度の人見知りというわけでもなさそうだった。

　それにしても、アリナの母もそうだが、姉弟そろって顔立ちが整っている。

「アシュリー、あんた学校は？」

「いま長期休暇中。一ヶ月くらい」

「一ヶ月……!?」

　さらっと答えたアシュリーの言葉に、アリナは衝撃を受けたようにくずおれた。

「学生すら一ヶ月の休みがあるってのに、なんで私は三日……」

「ねーちゃんの職場、いつ話聞いてもブラックすぎて笑える」

「笑えるか！」

「アシュリーさんは学生さんなのです？」

　ルルリが首をかしげると、アシュリーが小さく首肯した。

「大学行ってて」

「へえ、大学！」

　ルルリの目がきらりと輝いた。

「ということはアシュリーさん、頭がいいのですね」

　大学は、ここヘルカシア大陸に普及している上級教育機関の代表格だ。主要な都市に複数設立され、それぞれで専攻する学問を専門的に学ぶことができる。大学は四聖がつくった教育機関であり、そのため冒険者としての魔法や戦いの知識に通じるものもある。

「たまたま入学試験受かっただけ……っす」

　そう言ったアシュリーは声も表情も淡々としていて、謙遜なのか本心なのかわからない。

「まーこいつ昔から頭だけはよかったからね。義務学校の紙テスト、いつも学年一位とかだったし」

「なんだよ頭だけって」

「他はからっきしって意味よ」

「ねーちゃんより器用な自信はあるんですケド」

「なぁにい……!?」

「わ、私も実は大学に通っていたのですよ。専攻は聖学で」

　ふふんとルルリが得意げに胸を張った。ロウが頰ほお杖づえをつきながらしみじみとつぶやく。

「へえ、人は見かけによらないんだな」

「ロウ、何か言ったのです……？」

　にっこりと笑いながら、ルルリがどこからかそっと取り出したのは、なにやらどす黒い色の液体が詰まった瓶だった。時折ごぽりと気泡がはじける異様な気配のする液体に、ひくっとロウの表情が恐怖に引きつった。

「い、いやー、なんでもないカナ……」

「十五歳で義務学校を終えた人は何歳からだって大学に入れるのですっ！　誰が大学に不似合いな童顔ですか」

「やっぱ気にしてんじゃん」

「それはそうと、アシュリーさんの専攻はなんです？」

「賢学。魔導書とか扱うやつ」

　そういえばとジェイドは気づいた。アシュリーの腰には古めかしい本が下げられていた。おそらく魔導書だろう。

　冒険者の間ではごく稀まれにしか見ないが、回復役ヒーラーを務める者の一人として〝賢者〟が存在している。

　賢者とは魔導書を編み、読み解く者。魔導書に記載されている力ある文字を詠唱することにより、回復はもとより攻撃魔法も扱える便利な職業だ。冒険者の間に浸透しないのは、一定の知識を求められる職業なので教育機関と縁遠い冒険者にとっては、ハードルが高いせいである。

　賢学はその賢者としての知識を学ぶ学問である。

　淡々とアシュリーが言葉を続ける。

「大学卒なら大抵就職先に困んないし、賢学コースは図書館司書の資格もとれるからお得。資格取っておくなり手に職つけるなりしておけば転職とかなっても困んないし。冒険者は痛そうで嫌だし」

　淡泊な表情からすらすらと出てきた超現実的な考えに、ルルリがもはや驚きと言うより戦せん慄りつを覚えた様子で目を見開いた。

「め……めちゃくちゃしっかりしている弟さんなのです……！」

　ちらりとアシュリーの視線がジェイドに向いた。だがジェイドがそれに気づいて視線を返す頃には、もうアシュリーは別のところを向いている。なぜか先ほどから、彼の視線がことある毎ごとにちくちくと突き刺さっている気がして、ジェイドは首をかしげた。

「ジェイド・スクレイドか……イケメンで《白銀の剣》で、冒険者の成功者……って勝ち組じゃん。ねーちゃんと大違いだな」

　瞬間、アシュリーの脳天にアリナのげんこつが振り下ろされた。ごづんと鈍い音がして、たまらずアシュリーは声をあげる。

「ってー！　殴ることねーだろ」

「うっさいわね日々あくせく働いてる社会人を笑っていいのは同じ思いして働いてる社会人だけなのよ……！　これ以上なんか言ったら殺す。寝ろ」

「ご、ごめんって」

　アリナの気迫にさすがのアシュリーも謝って、彼はそそくさと二階に戻っていった。
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「処刑人の偽にせ者ものか……また厄介なのが出てきたね」

　夜も更ふけ、やかましく騒いでいた冒険者たちも次々帰宅していき、四つ葉亭はすっかり静かになっていた。

　店じまいも終わったそこに残ったのは、アリナにジェイド、ルルリとロウ、そしてナーシャである。

　しばらく離れていた《白銀の剣》たちはこの機に情報共有をしていた。リーティアンでの話や、アリナたちが出会った神域デイアスキルすらコピーする偽にせ処刑人の話を聞き、ロウが顔をしかめる。

「しかも、〝シュラウドの本〟って……なんだ？」

「さあ……」

「アリナさんは何か心当たりがないのです？」

「え？　うーん」

　話を振られて、アリナは腕を組んだ。シュラウドの記憶を掘り起こしても、彼が特別何か本に言及したことはなかったような気がする。

「そもそも、シュラウドはそういう学問とか本とか言うのと無縁だったし……だからこそシュラウドが【大賢者】だったなんて言われても、いまいちピンとこないんだけど」

「それくらい、【大賢者】の変装が完璧だったってことか」

　ジェイドも神妙な顔で唸うなる。

「ロウたちは何か分かったことがあるか？」

「いや……有益なものはないな」

　一足早くフィールアで探りを入れていたロウとルルリは首を振った。

「シュラウドについては、みんな楽しそうに思い出語ってくれてさ、愛されてたんだなってのはわかったよ。【大賢者】の話となると、みんなポカーンだ。シュラウドが実は【大賢者】だったなんて、夢にも思ってないだろうな」

「なるほどな……となると、手がかりは〝シュラウドの本〟くらいか。そもそも偽にせ処刑人の言葉を真正面から信じていいかもわからないが……とにかく、今日明日でなにか摑つかみたい。俺たちはいくらでもフィールアに残れるけど、アリナさんは仕事があるし」

「なら明日、俺はルルコアの図書館でも行ってみっか。シュラウドにしろ四代目【大賢者】にしろ、実は本書いてましたとか、あるかもしれねえし」

「私も行くのです」

「……ねえ、あのさ」

　白銀の面々に、アリナはふと口を開いた。

　──〝リーティアンでシュラウドによく似た男に会った〟

　言いかけた口は、しかしやはり途中で止まってしまう。

「どうした？　アリナさん」

「いや……ロウもルルリも、今日はもう遅いからウチ泊まっていきなよ。部屋空いてるし」

「！　ではお言葉に甘えるのです～！」

「悪ぃな」

　嬉うれしそうに笑うロウとルルリから、アリナはたまらず目をそらす。ジェイドのやはり心配そうな視線が突き刺さるが、それはほんの数秒のことだった。

「じゃあ、今日は時間も遅いしもう寝よう。明日また、この時間に」

　ジェイドがお開きを告げて立ち上がる。アリナの胸にちょっとした罪悪感が頭をもたげた。

　今まで一緒に戦ってきた彼らを信じていないわけではない。いや、むしろ彼らがアリナのために全力を尽くしてくれるであろうことが想像出来るが故に、言い出せない。やはり、あの男の正体を探る恐怖に、打ち勝てないのだ。

　もしかしたら自分は、シュラウドの謎なんて解き明かしたくないのかもしれない。

　このまま、〝シュラウド〟との大切な思い出として、そっと胸にしまっておきたいのかもしれない──

「アリナさん」

　悶もん々もんと考え込んでいると、とんっと軽く背中を叩たたかれて、アリナは我に返った。ジェイドだ。

「おやすみ」

「お……おやすみ」

　それだけ言って、ジェイドは自室に入っていった。
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　がこーん、と朝のフィールアに軽快な音が響き渡る。

　ジェイドが斧おのを振り下ろすと、切り株の上に置かれた丸太がぱかんと二つに割れた。さらにいくつかの木片にして、積み上げる。すでにかなりの数の薪まき割わりが終わっていた。

「ふう、こんなところか」

　朝の肉体労働を終えてジェイドは切り株に腰をかける。イフールに居たときはアリナの残業ばかりやっていたので、ちょうどいい運動だ。

　そのとき、ふと人の気配がして振り向くと、寝起きらしきアシュリーが寝間着のまま立っていた。

「よう、おはようアシュリー」

「……はよ。……朝早……」

　見るからに低血圧そうなアシュリーは、やはり朝には弱いようで、眠そうにあくびを一つした。井戸でくんだ水で顔を洗っていくばくか目が覚めたのか、先ほどよりも瞼まぶたを開けたアシュリーは、何な故ぜかじっとジェイドに視線を注いだ。

　いや、じっとなんて優しいものではない。

　じ──────っとアシュリーはまるで新種の動物の生態を観察しているかのように、ジェイドを見続けたのだ。

「……お、俺の顔になにかついてるか……？」

　昨晩、初めて会ったときからアシュリーの妙に圧のある視線が、ジェイドにチクチク刺さっていたのは知っている。周囲に誰もいない今となってはもはや遠慮もなにもない。

　なにかを言いたげな強い視線に、ジェイドはたらたらと冷や汗をかいた。アシュリーはなおもジェイドを見つめながら、

「別に」

　と短くそれだけ言った。

（『別に』の言い方がアリナさんそっくりだ……）

　不覚にもそんな気づきを得てほっこりしながら、しかし今の異様な状況にジェイドはたじたじだった。

（いや、絶対なにかあるだろう……なんだ……朝から薪まき割わりの音がうるさかったとか……？　だったらはっきり言いそうなものだけど……）

　なにしろアリナ・クローバーの弟である。

　ジェイドはこれまで、仕事関係の大人や小さな子供まで、人とのコミュニケーションをそつなくこなしてきた。しかし、アシュリーは未知の相手だった。なにしろ好きな人の家族。下手に距離を詰めて鬱陶しがられたくもないし、しかし距離を空けすぎたくもない。いや、できれば仲良くなりたい。そんな悩ましい人物なのである。

「体」

　ぼそりとアシュリーが言った。

「すげー鍛えてんのね」

　アシュリーの視線はジェイドの上半身に向いていた。朝で人目もないからと、今はシャツを脱いで上半身をあらわにしている。

（体を見ていたのか……？）

　いや、なにか違う気がする。そんなことを思いながら、ジェイドはなんでもないように笑って答えた。

「ああ、これでも盾役タンクだからな。体が強くないと仲間を守れない」

「ふーん」

「……」

「……」

　会話が途切れる。いや、アシュリーは会話をする気がない。何か別の真意があるが、口に出しかねていて、適当な話題でお茶を濁しているといったほうが正しそうだ。

　しばしの気まずい沈黙の後、ぼそりとアシュリーが言った。

「……イケメンで、ムキムキで、冒険者として成功してて、金持ちで、働き者、ねえ……」

　アシュリーの言葉は、ジェイドのいいところをあげているようで、たぶんきっとほめてない。嫌味のこもったその言い方は、いっそ呪じゆ詛そのようだ。

　なおもじぃぃぃぃぃっとジェイドを睨にらみ付つけながら、アシュリーはついに本題を切り出した。

「ねえ」

「な……なんだ？」




「お前がねーちゃんの彼氏って、認めねーから」




　静寂が朝のフィールアを一時支配した。

　ジェイドは一瞬、何を言われたかわからなかった。

「……へ？」

　思わず間抜けな声が出る。眼前に迫ったアシュリーが、ありありと憤ふん怒ぬの表情を見せて、目を吊つり上あげていた。

「だから、お前みたいな非の打ち所がなさ過ぎて逆に胡う散さん臭くせぇやつが、ねーちゃんの彼氏だなんて認めねーっつってんの！」

「ま、まて！　そもそも俺はまだ彼氏じゃ」

「まだとか言ってんじゃねー！　狙ってんの見え見えなんだよ！」

　切り返しの鋭さにジェイドは思わずたじろいでしまった。その一瞬のすきに、アシュリーの言葉の刃が次々とジェイドに突き刺さっていく。

「ねーちゃんたぶらかして何したいわけ？　田舎から上京してきた社畜につけいって楽しい？　あんたなら金持ちの令嬢とか権力者の娘とか、もっといい相手いるよね？　白馬の王子様信じてるのんきな母さんはだませても、俺はだませねえからな！」

「待て。何か誤解してる！　話し合えばわかりあえる！」

「うるせー胡う散さん臭くさマッチョ野郎！」

「う、胡う散さん臭くさマッチョ野郎ッッ!?」

〝好きな人の家族〟に吐かれる敵意を伴った暴言は、何より鋭い剣となってジェイドの胸を貫いた。あまりの衝撃に思わず倒れ伏して白目をむき、ジェイドは全身をピクピク痙けい攣れんさせる。

「ねーちゃんに近づいたら殺すからなっ」

　ジェイドをノックアウトしたアシュリーは、ふんと鼻をならして吐き捨て、ずんずん去っていった。

　……鼻をならすしぐさが姉弟そろってそっくりだし、アシュリーの「胡う散さん臭くさマッチョ野郎」はアリナの「変態クソストーカー野郎」と姉弟そろって同レベルの暴言だ……そんなことを思いながら、ジェイドはしばらく行動不能となって転がるしかなかったのだった。
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　──シュラウドの墓参りに行こう。

　ぼうっと自室のベッドに寝っ転がっていたアリナは、ようやく重い腰を上げた。

　昨晩、リーティアンでのことをジェイドたちに言いそびれてからというもの、アリナは悶もん々もんと堂々巡りの思考にはまってしまっていた。ジェイドたちにこの不安を伝えたい、でもあの男の正体は知りたくない──そんな、出口のない迷宮に迷い込んでしまったかのような思考に終止符を打ったのは、シュラウドの墓参りという案だった。

　シュラウドの墓参りをして、リーティアンで会ったシュラウドまがいの男のことは忘れる。そう、もうそれでいこう。そもそも最初からそのつもりで、フィールアに帰ってきたのだから。

　それに、考えるのが億おつ劫くうになったというのもあるが、アリナは実家に帰ったことで一つ思い出したことがあった。

　死んでしまった人が、もしかしたら生きているかもしれないなんて無駄な希望を抱いて悶もん々もんとするのは、空虚で、不毛で、つらい、ということだ。

　死んだ人は生き返らない。その事実は、何がどうあっても覆くつがえらない。だからリーティアンで出会ったのは、きっと他人のそら似だ。

（墓参り……どうせならジェイドもつれていくか）

　当然のようにそんな思いに至り、アリナは一階に降りた。ちょうど昼時でイレイザが昼食をつくっている──かと思ったら、キッチンで鍋を振っているのはジェイドだった。

「……なにしてんの」

「アリナちゃん！　ジェイドさん、料理もできるんだって！　すごいわ」

　ジェイドの料理を近くで観察しながら、イレイザが興奮したようにはしゃいでいた。あまり相手にすると将来の家事分担がどうのこうのと言い出しかねない勢いだ。

「やっぱり結婚相手はちゃんと家事分担が出来る人がいいわよね」

「ねえジェイド、この後用事ある？」

　予想通りすぎる母の言葉を無視して、アリナはジェイドに尋ねた。

「いや、特にない……が!?」

　答える途中でびくっとジェイドの肩が跳ねる。その視線はアリナではなく、その後ろに向いていた。

「？」

　ジェイドの不自然な様子に、アリナは思わず振り返って──「うわっ」と思わず声を上げた。

　アリナの後ろに、幽霊のようにアシュリーが立っていたからだ。

「びっくりした。幽霊みたいに現れないでよね、アシュリー」

「さっきから普通にいたし。……ねえ、二人でどこか行くの？」

　不服そうにアシュリーが口を尖とがらせて、アリナとジェイドを交互に見やる。

「……あー、いや、ごめんアリナさん、この後はルルコアにいるロウたちに呼ばれてたんだった」

「……ふーん、あそ」

「ルルコアに用か？　何かあるなら代わりにやってくるぞ」

「別に、急ぎじゃないし、明日でもいいや」

「あら！　ルルコアに行くなら、ジェイドさんに買い出しを頼もうかしら」

　すっかりジェイドの扱いに慣れたイライザが、そんなことを言い出した。

「ええ行ってきますよ。この際だから重たいものとか、全部頼んでください」

「アリナちゃん一緒に行ってきたら？　ついでにルルコアを案内してあげて」

　イレイザはにやにやと目を細めている。母の考えが読めてしまった。

「だからそういうのは……」

「俺が行くよ」

　そこへ割り込んできたのは、アシュリーの声だった。

「え？」

「俺が行く」

「そ、そう……？」

　いつになくはっきりした、どこか圧の強い口調に、さすがの母も押されたようだ。

「ねーちゃん方向音痴だから絶対道に迷うし」

「はあ!?　迷わないし！」

「重たい物なら男二人の方がいいでしょ」

「もう、せっかく二人っきりになれるようにしたのにっ」

「だからそういうのいいってば、母さん」

「ダメよアリナちゃん。たまには積極的にいかないと」

「あーはいはい」

　暴走し始めている母の言葉を軽くいなして、アリナは自室に戻った。

　完全にジェイドとアリナを恋人関係かそれ一歩手前だと勘違いしている。早いとこ誤解を解かなければ……。

（……ま、墓参りは明日でいいか）

　ようやく重い腰を上げたのだが、うまくいかないものだ。アリナは再びベッドに寝転がって、天井を見つめた。シュラウドの墓参りはなぜだかジェイドと一緒に行きたかった。百年祭の日に、彼と一緒にシュラウドの魂を弔ったからだろうか。
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　フィールアの人たちは、大抵用があるとルルコアで済ませる──というのは、ジェイドが四つ葉亭を出る前に、アリナの母イレイザから教えてもらったことだ。

　交通の要として栄えたルルコアには多くの店や商人が集まっている。ルルコアに行けば、だいたいのものはそろうらしい。フィールアからルルコアまでは歩いてもそれほど遠くなく、互いの町を肉眼で確認できるほど。途中の森を貫く野道を抜ければ、あとは草原が広がるばかりののどかな道のりだ。

　その平和で穏やかな道に、居たたまれないほど気まずい沈黙が広がっていた。

「……」

　ジェイドはアシュリーと並んで歩きながら、無言の時間に胃を痛める。

　イレイザから頼まれた買い出しはそれほどの量ではなかったが、一応荷車を一台借りてきていた。ジェイドはそれを押して歩きながら、隣のアシュリーをちらりと見やる。無言だが、はっきりとした拒絶の空気が漂っている。

　どうやら完全にジェイドのことを敵とみなしているようだ。理由は〝非の打ち所がなくて逆に胡う散さん臭くさいから〟……らしい。とりつく島もない。

　どうしたもんか……と思っているうちにルルコアの町中に入っていた。町中ではさらにアシュリーの視線がジェイドに突き刺さる事となる。なぜなら……

「ねえ」

「な、なんだ？」

「さっきから周りの人からの視線が痛いんだけど」

「ああ、えっと……、悪い」

　ジェイドが謝ってもどうしようもないことなのだが、他に言いようもなく、ジェイドは謝るしかなかった。

　田舎のフィールアと違って、多くの人と情報が集まるルルコアでは、当然《白銀の剣》のリーダーの顔を知っている者も多い。

　そのせいで、先ほどから町の人々の隠しきれない好奇の視線が、ジェイドとその隣を歩くアシュリーに向けられていたのだった。

「……イケメンで、ムキムキで、冒険者として成功してて、金持ちで、働き者で、有名人、ねえ……」

「……」

（……呪じゆ詛そを構成する単語がひとつ増えている……）

　何も言えず、ジェイドは黙ることしかできなかった。針のむしろのようだ。

「あっ、あの」

　そのとき、ジェイドに三人の少女が駆け寄ってきた。

「《白銀の剣》のジェイド・スクレイドさんですよね!?」

　まだ若い町娘だった。冒険者ではなさそうだが、ジェイドのことを知っているようだ。

「ああ、そうだけど」

　ジェイドが答えると少女たちはたちまちきゃあっと黄色い声をあげた。

「やっぱりやっぱり、ほら、言ったでしょ？」

「本物、新聞でみるよりずっとかっこいい……」

「あ、あの、いつも活躍見ています！　がんばってくださいね」

　興奮した様子で少女たちがまくし立てて、一人一人ジェイドと握手を交わすと、キャーキャー言いながら道の向こうに消えていった。

　元気のいい少女たちに手を振って見送ったあと、はっと気づくと遠巻きに眺めていたアシュリーから、ぷすぷすと禍まが々まがしい殺気が立ち上っていた。

「……イケメンで、ムキムキで、冒険者として成功してて、金持ちで、働き者で、有名人で、女の子にモテモテ、ねえ……」

「……………………」

　どうしろというのだ。

　理不尽な状況にジェイドは内心頭を抱えた。

（まさかアリナさんの弟が強めの姉ちゃんっ子だったとは……いやここまで来るとシスコンか……？）

　たらたらと冷や汗を流しながら、とりあえずジェイドはイレイザに言われたものを買い込んでいく。

　だがアシュリーの気持ちもわからなくはない。〝大好きな姉が久しぶりに帰ってきたと思ったら、ポッと出のよくわからん男を連れていた〟──そう考えると確かにそれは、殺意の一つも湧くかもしれない。

（仕方ない……ここは戦略的撤退を……）

　のっけから嫌われている以上、下手に仲良くしようとするのは悪手だろう。

（……それにしても、さっきアリナさんは俺に何を頼もうとしていたんだろう）

　ふと、先ほどのことを思い出してジェイドは首をかしげた。彼女が残業以外でジェイドを頼る事なんて、滅多にないことである。非常に気になる。が、弟ガードが強固すぎて、フィールアに滞在している間はアリナに近寄れそうもないのだった。
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「ジェイドたちもルルコアに来ていたのですね！」

　ルルコアからの帰り道、ジェイドは途中で偶然会ったルルリとロウに合流し、四人でフィールアに帰っていた。

　正直助かったと言ってもいいかもしれない。帰り道もアシュリーと二人きりだったら禿はげ上あがりそうだ。

「……にしても、リーダー、」

　何かと鋭いロウが、やや触れにくそうにしながらちらりとジェイドを見た。

「ルルコアで何かあったのか？　今日だけでずいぶんやつれてね──」

「え？　気のせいだろ」

　食い気味にジェイドが否定すると、ロウの表情は「あ、これは何かあったな」と察したように引きつった。そっぽをむくアシュリーとジェイドの目をみて、うかつに踏み込めない話題だとも分かったのか、

「な……ならいいんだけどよ」

　あっさりと引き下がった。

「ルルコアで買い出しなのです？」

　男たちの〝高度な心理戦〟などみじんも気づいていない様子のルルリが、荷車に乗った大量の食材を見て首をかしげた。

「ああ、イレイザさんに頼まれてな」

　すでにルルコアを離れ、フィールア近くの森にさしかかっていた。空はわずかに赤く染まり始めている。

「──俺、ちょっと寄り道。先帰ってて」

　ふいにアシュリーが立ち止まり、そんなことを言い出した。

「寄り道、なのです……？」

　よれるところなどどこにもない一本道だ。目を瞬まばたくルルリに、アシュリーが道脇の植物を指さした。

「休暇中の課題の薬草採取をいくつか。すぐに終わるやつ」

「ああ、そういうことでしたか」

「大丈夫か？　すぐ暗くなりそうだけど」

「平気。ここらへん庭みたいなもんだし」

　言うなりアシュリーは勝手知ったる様子で道脇に生えている植物を調べ始めた。

「暗くならないうちに帰れよ」

　アシュリーが軽く応えるのを見て、ジェイドたちはフィールアに向かうのだった。
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　──そこは薄暗い部屋の中だった。

　部屋の中には大きな背もたれのある椅子と、それに深く座る初老の男の姿があった。

　部屋は照明がなく、テーブルに置かれたランプの魔法灯だけがわずかな光源だ。その光に照らされたのは、薄く笑う男の顔だった。

「──ほう、見つけた」

　椅子に座る初老の男──【剣聖】はふうと息を吐いた。

「賢魔書サージ・リベル……こんなところに隠していたか。ずいぶん探したぞ。【大賢者】め」

　さてどうしようか。

　小さくつぶやき、長く息を吐き、トン、トン、と肘掛けを指で叩たたきながら、【剣聖】はじっと考えた。

　賢魔書サージ・リベル。失踪した【大賢者】の忘れ形見。

　いや、失踪したというのは表向きの言い方だ。正しくは──すでに【剣聖】によって息の根をとめられた【大賢者】、と言ったほうがより正確だろう。

　そう、確かに殺したはずだ。だが【剣聖】はどうにも消化不良だった。【大賢者】があまりにもあっさりと殺されたからだ。四代目【大賢者】はもう少し骨のある奴やつだと思っていたのだが。

「……」

　不安要素があるならば、わずかでも排除する──それが【剣聖】の戦い方だった。排除すべき不安要素の一つが、四代目【大賢者】の受け継いだ賢魔書サージ・リベルだ。あれは必ず破壊しておくべきものである。

　賢者と魔導書は一心同体。賢者を殺したくば魔導書も殺せ、とはよく言ったものだ。どちらかが残っているのはよろしくない。事実、今の今まで賢魔書サージ・リベルの在あり処かを【剣聖】に感知されないように、【大賢者】は策を弄していた。

　死してなお、奴やつは何かを企たくらんでいる。

（使い捨ての兵隊をやってもいいが……）

【剣聖】の計画は順調に進んでいる。焦あせることなどない。しかし【大賢者】に余計な茶々を入れられるのは計画にない。潰しておくべきだ。この手で、確実に。

「……」

【剣聖】は頰ほお杖づえをついた顔に、薄い笑みを張り付かせた。

　あの【大賢者】のこと、自分の死後も、【剣聖】が賢魔書サージ・リベルを探し出し、破壊しに来るであろうことはお見通しのはずだ。必ず何か対策を立てている。

　となると、頭の悪いただの兵隊では十分とは言えないだろう。

「どれ、たまには私が行こうかね」

　そう言って、【剣聖】はゆっくりと立ち上がった。
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　アシュリーは道から少し外れた森の中にいた。

　手にいくつか持っていたのは、白い花。葬送花と呼ばれるものだ。大学から出された課題のための薬草を採取しているうちに、ふと視界に入ってとったものだった。

　花はな弁びらが四つしかない珍しい花で、死者を運ぶ花、死者に命を与える花などと言われている。死者に手向ける有名な花の一つである。

「葬送花……」

　この葬送花を見る度に、アシュリーの胸には苦々しい思いが広がり、忘れようのない記憶が脳裏を巡る。

　アリナを深く傷つけてしまった時の後悔を──

『姉ちゃん、元気でないの……？』

　シュラウドが死んだあの日から、幼いアリナはずいぶんと塞ぎ込んでいた。だが無理もないだろう。誰よりシュラウドと仲良くしていたのだから。

　当時のアシュリーは子供ながらに彼女の悲しみは理解できたが、元気だった姉が生気をなくしている様子は見ていられなかった。なんとかして彼女を元気づけたくて、アシュリーはいろいろな本を読んだ。外で遊ばず本ばかり読んでいたアシュリーは同年代の子供たちから馬鹿にされがちだったが、今こそ、知識の出番なのだと思ったのだ。

　そしてアシュリーはついに葬送花にたどりついた。死者に命を与える花──つまり、死者蘇そ生せいを可能とするのだと、アシュリーは勝手に解釈した。

『姉ちゃん、葬送花って知ってる？』

『……葬送花？』

『死んだ人が、よみがえる花なんだ！』

『……！』

　アリナが息を吞のんだのがわかった。

『ほんとに……!?』

『ああ！　図鑑で見たよ』

　アリナの瞳にみるみる光が宿っていくのが見えた。それは仮初めの希望で燃え上がった、一時的な輝きにすぎないということに、子供のアシュリーは気づかなかった。

　アリナはすっかり元気を取り戻し、アシュリーは姉を救ってあげた気持ちになって満足だった。だがその日、アリナは夜になっても帰ってこなかった。

　町中大騒ぎになって、冒険者や男たちが総出でアリナを捜した。やがてアリナがシュラウドの墓石の前で眠っているのを見つけたのだ。

　その手には、たくさんの葬送花が握られていた。

『でも、これで、よみがえるって……』

　大人たちから怒られたアリナは、青ざめた顔でそう言った。そんな奇跡は起きないと母に諭されて、再び辛つらい現実を突きつけられて、アリナは一晩中泣いた。きっと地獄の底から救い出されたと思ったら、再び地の底に叩たたきつけられた……そんな思いだっただろう。それならば、下手に希望などくれるなと、思ったことだろう。

　死者に命を与える──それは死者をよみがえらせるということではなく、輪りん廻ね転生を言っているものだった。葬送花を死者に手向けるのは、新しい命としてまた戻ってきますようにという、そういう願いによるものだった。

　図鑑の字じ面づらだけを勝手に都合のいいように解釈し、中ちゆう途と半はん端ぱな慰めで、中ちゆう途と半はん端ぱな知識で、救いたかったアリナを逆に深く傷つけた。傷口に塩を塗り込むような残酷なことをしてしまった。そればかりか、アシュリーを信じて行動した彼女を、危険な目に遭わせてしまった。

　アシュリーはあの日の後悔を一度たりとも忘れたことがない。

　だから、正しい知識を持とうと思った。誰よりも賢くなるのだ。もう大切な家族を泣かせないために──

「……」

　は、とアシュリーは我に返った。葬送花を手にしたまま思考の海に沈んで突っ立っていた。空を見上げれば朱色に変わりかけていて、夕暮れが迫っているのを知る。

「やべっ」

　葬送花はそっと森の大地に返し、慌てて大学から出された課題の薬草採取にとりかかった。とはいえ採集難易度の高い薬草ではなく、どこにでも生えているような簡単なものだ。ささっと終わらせて、フィールアに戻ろうと足を向けた──その時だった。

　がさ、と雑草を踏む音がして、何の気なしにアシュリーが振り向くと、いつの間にかそこに一人の男が立っていた。

「!?」

　ぎょっとした。足音以外に何の気配も音もなく、まるで幽霊のようにそこにいたからだ。

「なに……こいつ……？」

　そしてすぐに、その男がまともな人間じゃないことにアシュリーは気づいた。瞳は虚うつろで焦点が定まらず、口を半開きにしながら不気味にふらふらと揺れているのだ。

　正気ではない。だが、男はおもむろに右手を突き出すと、その手のひらに何か青い光を生み出した。

　光ではない。火だ。

（魔法──!?）

　そう思った瞬間、男は手のひらの青い炎を、アシュリーに向かって容赦なく解き放っていた。

「わあああ!?」

　転がるようにしてアシュリーはそれを避けた。じゅ、と後ろで妙な音がする。ふりむけば、あの青い炎が着弾したと思われる木の幹に、綺き麗れいな風穴が空いていた。

「……は？」

　これが魔法？

　火の魔法なのに、木の幹を穿うがった穴は、まるで鋭利な刃でくりぬかれたようだった。溶かしたとか、焼いたとかではない。飲み込んだといった方が正しいかもしれない。

「なんだよ……なんだよこいつ!?」

　やばいのは一瞬で理解した。アシュリーは慌てて男から逃げ出し、大きく距離をとった。男は緩慢な動作でゆらゆら揺れているだけで、アシュリーを追い詰めようとはしてこなかった。

　その様子を確認し、アシュリーは腰に下げた魔導書を取り出して開いた。

「書よ応えよ！」

　大学生とはいえ、アシュリーは腐っても魔導書を持つ賢者である。どっどっどっと暴れる心臓を無理矢理落ち着かせながら、力ある文字を詠唱しようとして──

「……っ」

　あまりにも未知の力を前に、何の魔法を放っていいのか、わからなかった。

　そもそもこの気持ち悪い男の扱う青い炎は、魔法じゃない。まだ一年生とはいえ、上級教育機関に通う大学生だ、それだけはすぐにわかった。

　魔法には法則がある。その法則をまるっきり無視して威力を発揮するものを、魔法とは言わない。

　火なら燃える、溶かす、水なら冷やす、流す……そういう法則が魔法には存在している。どんなに高威力の魔法を放とうと、火球を放って敵が凍ることはない、という当たり前の法則だ。

　しかしあの青い炎は、火でありながら、対象を燃やすわけでも溶かすわけでもなかった。消したのだ。法則を無視するあの青い炎がただの魔法であるはずがなく、あれを操る男がまっとうな人間であるはずがなかった。

　スキル、あるいはそれ以外の何か。だが男が何かしらのスキルの詠唱を唱えた様子はない。

　一瞬で頭が真っ白になった。その顔のすぐ横を、ひゅんと青い炎が通り過ぎていく。

「……！！！」

　血の気が引いた。膝がかくかくと震えていた。

　死──唐突に訪れた死の可能性に、アシュリーは恐怖で凍り付いてしまった。まるでいきなり知らない世界に放り込まれたような気持ちだ。一般人の、しかもただの大学生でしかない自分に到底太刀打ちできる相手ではなかった。

　誰かに助けを。だが、誰に？

　真っ先に思い浮かんだのは四つ葉亭の常連である冒険者たちだった。だが、アシュリーはすぐにその選択肢を否定する。

　いつも一仕事終えてウチで酒を飲みながら、仲間と楽しそうに騒ぐ彼らの顔を想像した。

　フィールアの冒険者には、無理だ。超シグ域ルススキル持ちですらまともにいない。血も涙もない言い方をしてしまえば、彼らの冒険者としての実力は並以下で、助けを求めれば、仲間思いの彼らは来てしまう。そして、この気持ち悪いヤツの炎になすすべもなく、端から消し尽くされる──

「……くそっ」

　見たくもない光景を想像してしまい、アシュリーは頭をふった。

　生まれつき人より賢く出来ているらしい脳みそが、ふと冷静になってこんなことを考え出した。

　自分が死んだら、それを知った母と姉はどう思うだろうか。

　考えるまでもない。アリナは特に、すでに一度大事な人を失っている。嘆き、悲しむだろう。アリナのあの塞ぎようを、アシュリーは見てしまっている。

「死ねるかよッ！」

　吐き捨てると、恐怖ですくんでいた足に力が戻った。

「書よ応えよ！　警報を放て！」

　ピィ──……ンと、甲高く細い音が、書を中心に森の中に広がった。たちまちばさばさと鳥が飛び立ち、野生の小動物たちが慌ただしく逃げ出していく。

　賢者は魔導書に記載された〝力ある文字〟を詠唱することで力を発揮する。アシュリーの持つ魔導書には治癒魔法から攻撃魔法まで一通りが書かれているが、どれも護身用程度だ。今の音も、有事の際に悲鳴を出せなくなったときの防犯笛。本来けたたましく鳴り響くそれを、高く細く変えて放ったものだ。

《白銀の剣》リーダー、ジェイド・スクレイドの顔が浮かんだ。胡う散さん臭くさマッチョ野郎。胸くそ悪いけど、いまフィールアにいるなかで一番強いのはあの男だ。噂うわさではあの男は優れた五感を持っている。一部では獣並みなどともささやかれるほどに。

　できればフィールアの冒険者たちに気づかれず、あの男だけを呼び出したい。

　アシュリーには何が最善か、わかっているからだ。今このときの〝最善〟は、勇猛果敢に敵に立ち向かい、この気持ち悪い敵を倒すことでも、胡う散さん臭くさマッチョ野郎に意地を張って、助けを求める相手を間違えることでもない。

　生きて帰ることだ。格好悪いが、どんな手を使ってでも。

（気づけ……！）

　が、現実は非情だった。

　アシュリーが救助要請の音を発したとき、すでに男が、アシュリーの目の前に迫っていたのだ。

「……！」

　心臓が跳ね上がり、息を飲んだ。本当に幽霊のように突然動く。正気とは思えない顔が視界いっぱいに広がる。その手には、あの青い炎。

（死ぬ──）

　アシュリーは思わず逃げることもできず、目を閉じた。

（ごめん……！）

　死の直前、咄とつ嗟さに思ったのは謝罪だった。アリナに、イレイザに、また悲しい思いをさせるのだから──

「──……？」

　しかし、いつまで経たってもその瞬間は訪れなかった。

　おそるおそる目を開けたアシュリーの視界に入ってきたものは、誰かの大きな背中。

「無事か、アシュリー!?」

《白銀の剣》のリーダー、ジェイド・スクレイドだった。
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　どさり、とアシュリーが腰を抜かして尻をついた。だが、ひとまずアシュリーに大きな怪け我がはなさそうだ。

　それを確認し、ジェイドはほっと息をついた。

　ジェイドは夕刻が迫っていたこともあって、森で別れたアシュリーを心配していた。まさかこんな危ない目に遭っているとは少しも予想していなかったが、結果的には荷物をフィールアに置いてすぐ戻ってきたのは正解だった。

　単にアシュリーを迎えに来ただけで戦闘になるとも思っておらず、大盾も軽鎧ライトアーマーもない。護身用に携帯していた長剣が一振りのみだ。

　剣を構え正体不明の男を警戒しながら、ジェイドはすばやく状況を確認した。すでに超シグ域ルススキル〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉を発動し、高められた五感が繊細な情報をジェイドに伝えてくる。

　敵は一人。若い男だが、武器や防具を身につけていない。瞳は焦点が定まらずにあらぬ方向を向いて、半開きにした口からはよだれが垂れている。不気味にふらふらと揺れる様は明らかに正常な人間のそれではない。正気を失っているか、操られている……？

　なにより、先ほどこいつがアシュリーに放った青い炎。ジェイドはその技に、見覚えがあった。

「ロウ！　あの青い炎、もしかして……」

　ジェイドとともに駆けつけたロウが、ジェイドの斜め後ろに位置取り、警戒を緩めずに頷うなずいた。

「ああ。禁術の……蒼炎フラマだ」

　禁術。それは闇ギルドのみが保有する、門外不出の危険な魔法技術である。

　禁術の威力は通常の魔法を軽く凌りよう駕がする。スキルを持たない魔導士たちが編み出した、スキルへの対抗手段だ。

「禁術持ち……ってことは、こいつら、元闇ギルドの〝掟おきて破り〟……！」

　ロウの声にも緊張が見え隠れする。

　禁術を持つからこそ、闇ギルドは一定の存在価値を得ている。故に禁術の知識や技術の一切は闇ギルドを抜ける際に記憶消去によって消さなければならない。その掟おきてを破り、禁術を持ったまま闇ギルドを去った者を〝掟おきて破り〟と呼び、粛清対象にしてきた。

　あるとき、そんな掟おきて破りが、一度に数十人以上も出る騒ぎが起きた。ロウはそんな彼らの粛清を任せられているが、今回の掟おきて破りは単純な事件ではない。

　数十人の掟おきて破りの背後には、どうやら〝あの方〟の存在があったらしいということだ。

　これまで、魔神復活の騒ぎの裏にはいつもその呼び名がある、〝あの方〟という存在。〝あの方〟の正体も力も一切不明だが、そのやり口は狡こう猾かつで残酷だ。死んでしまった愛いとしい娘を蘇よみがえらせたい、最強のスキル使いを殺して魔導士の名声を取り戻したい──そういった強い願いや欲望に付けいり、自分のいいように操って、魔神復活に利用してきた。

「いや、あいつは単なる掟おきて破りじゃねえ。〝あの方〟の手先と考えた方が正しそうだな」

「でも、なんでアシュリーを……」

　禁術にも闇ギルドにも、まして〝あの方〟にも関係していないただの大学生だ。もしあの正気を失った男が〝あの方〟の操作を受けているのなら、なぜアシュリーを狙ったのか見当もつかない。

「！　リーダー！」

　ロウが声をあげた。男がこれまでと違った動作をとったからだ。

　見えないボールを持つかのように両手を胸の前で構え、青い炎を生み出した。それはみるみる膨れ上がっていき、巨大なシャボン玉のように男の眼前に浮遊した。

「……っ噓うそだろ!?　なんだ、あの量は……!?」

　驚きよう愕がくの声をあげたのはロウだ。

「蒼炎フラマの魔力の消費は半はん端ぱじゃねえんだ。魔神核でも飲まない限り、通常の人間にあんな規模の火を生み出すなんて不可能だぞ！」

　は、とジェイドは目を見張った。

「まさか、ガルドのときみたいに魔神核を……」

「いや……！　あの様子じゃおそらく、むりやり脳のリミッターを取っ払ったって方が近い」

「そういうことか……！」

　ロウの言葉に、ジェイドはようやく納得した。

　人間は常に、筋力が最大出力されないよう、脳にリミッターがかけられている。最大出力に体が耐えきれず、筋肉や骨を損傷してしまうからだ。

　魔力にも同じことが言える。そのリミッターを無理矢理排除することができれば、通常ではあり得ないような量の魔力が放出でき、必然的に魔法の威力も上がるだろう。

　だが、リミッターを無視して潜在している力を最大限引き出せば、必ず身体からだのどこかに支障を来す。筋力の最大出力による損傷が筋肉や骨ならば、魔力の最大出力による損傷は──

　掟おきて破りたちの正気を失った様子をちらりと見て、ジェイドは顔をしかめた。

「……えぐいことしやがんな、〝あの方〟は」

　ぼそりとロウがつぶやいた。あの正気を失った男と顔見知りではなさそうだが、一時はロウも男も、同じ闇ギルドの一人であったことは確かなのだ。

「！　くるぞ！」

　男が両手をこちらに向かって突き出した。瞬間、生成した青い炎が炸さく裂れつし、ごう！　とすさまじい音をたてて青い濁流がジェイドたちに襲いかかる。

「な……んだよそれ！　反則だろ！」

　アシュリーが声をあげる。反則というのはたしかにその通りで、範囲が広く回避の難しい一撃だ。触れた物を瞬時に消し飛ばすあの青い炎を、受けるしかないだろう。

「アシュリー、俺の後ろから離れるなよ！」

「マジ、あれ受ける気……!?　一瞬で木とか消し飛ばすんだぞ！　盾もねえのに、あんなのくらったら」

「大丈夫だ。ロウ！　いくぞ」

「ああ」

　ロウはすでにその手に蒼炎フラマを出していた。青い炎の揺らめきに、ロウが力を込める。

「スキル発動〈永増の愚者シグルス・アシヌ〉！」

　対象の〝現象〟を無尽蔵に増幅させるロウのスキル。物や生物には無効だが、魔法との相性は抜群だ。たちまち強力な禁術である蒼炎フラマが増幅し、渦をまき、とぐろをまく竜のように高く高く燃え上がった。

「スキル発動、〈終焉の血塗者シグルス・ブラツド〉！」

　それを確認し、ジェイドは超シグ域ルススキルを発動させた。スキルを含む全ての攻撃を強制的に己に集中させる技だ。狙い通り、膨れ上がったロウの蒼炎フラマが、突き出したジェイドの手のひらに集まっていく。極度に膨れ上がった蒼炎フラマは強引に一点に集められ、圧縮され、やがて白い炎へと姿を変えて、大きな盾となった。

「複合スキル──〈白アル炎ブム〉！」

　白く輝く大盾を構え、ジェイドが詠唱を終えると同時。濁流のように襲いかかる青い炎とジェイドの白盾がぶつかった。
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「あ、あの炎を受けてる……!?　噓うそだろ」

　アシュリーは今が己の命運を左右する最大の山場であることも忘れ、敵の強力な攻撃を前に一歩も引かないジェイドの背中に、目を見開いていた。

　気持ち悪い敵から放たれた、頭の悪い魔力のごり押し攻撃。

　膨大な量となって押し寄せる青い炎の波は、しかしジェイドの不可思議な白い盾によって切り裂かれ、その後ろに立つアシュリーたちを傷つけることは一切なかったのである。

　青い炎もさることながら、ジェイドの操る白い盾も、アシュリーには見たことのないスキルだった。だが、魔法の法則を無視したあのおそろしい青い炎よりも、威力は格段に上であることは確かだ。

（なに、この、戦い……）

　敵の攻撃が未知数かと思えば、味方の攻撃はそれをさらに凌りよう駕がする未知のもの。アシュリーは一人蚊か帳やの外で、何が起きているかも理解させてもらえない。

　冒険者の戦いなんて、もっと、単純なものだと思っていた。

（白銀、こんなのと戦ってんの……）

　ジェイドの鍛えられた体をアシュリーは思い出した。着瘦せして見えるが、ジェイドは分厚い体をしていた。あれが見せかけの筋肉などではないことは一目瞭然だった。こんな敵と戦っていれば、あんな攻撃の盾となっていれば、そりゃあ鍛えられもするだろう。

　やがて青い波が小さくなっていった。勢いを失った魔法はみるみるしぼんでいき、ついに敵の攻撃が途絶える。

　視界が晴れ、その光景を見てアシュリーは息を飲んだ。先ほどまでここは緑の生い茂る森だったはずだ。しかしジェイドを基点とする両脇は、青い炎に焼き尽くされて消し炭になっている。

「……っ」

　ぞっとした。くらえば骨も残らなかったにちがいない。

「ロウ！」

　ジェイドの鋭い声に、はっとアシュリーは現実に引き戻された。勝手知ったるように、ロウが軽やかに前へと飛び出す。

　先ほどまでジェイドの盾となっていた白い炎が、ふわりと形を変えた。ロウがその白アル炎ブムに手を伸ばせば、炎は白い揺らめく双剣へと姿を変えて、ロウの両手に収まっている。

　す、とロウが敵にむかって音もなく躍り出る。

　これまた一介の魔導士の動きとは到底思えないものだ。いや、普段から敵と剣を交える役割にある前衛役トツプアタツカーですら、ロウと同じ動きをするには相当な鍛錬が必要だろう。速く、洗練され、無駄のない動きであっという間に敵の懐ふところに潜り込んだ。

　敵の男は焦点の定まらない目をしながら、今まさに己の首をかっきろうとしている男が目前に迫っているとも知らずに、ぴくりとも動かない。

　その彼の首筋めがけて、ロウが白い双剣をふるう──

「！」

　は、と何かに気づいたように、ロウはその手を止めた。寸前で止められた白い刃は男の皮膚を傷つけず、そのままするりと消えていく。

　攻撃の姿勢を解き、ロウは男の前に立ち尽くした。

「ロウ、どうした？」

「……いや」

　ジェイドの問いかけに、ロウは不快そうに眉根を寄せて短くそれだけ言った。ロウが視線を落とすと同時。ぐしゃり、と糸の切れた操り人形のように、男はくずおれた。それ以来、ぴくりとも動く気配がない。

「なんだ……？」

「さすがに、魔力の使いすぎだ。限界だったんだろうな」

　ロウが力尽きた男の脈をはかる。「かろうじて息はあるな」ぽつりとそう言って、ロウはジェイドを振り向いた。

「こいつは俺がどうにかしとくよ。リーダーはアシュリーをフィールアまで送っといて。ルルリが待機してる」

「……ああ、わかった。アシュリー行こう」

「……」

　ジェイドが神妙な顔で頷うなずき、ロウを置いて歩き出した。
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（かろうじて息〝は〟ある──か）

　ロウの言葉を反はん芻すうしながら、アシュリーもジェイドの後ろをついていく。

　息はある。だが、あれほどまで精神をやられてしまった人間が、そっくり元通りになるかというと──

「アシュリー、どこか怪け我がはないか？」

　ふとジェイドに問いかけられ、アシュリーは顔を上げた。

「ん。別に。小さいのは自分で治した」

　アシュリーの魔導書には簡単な治癒魔法と攻撃魔法が一通り記載されている。いずれもダンジョンの階層ボスには通じないような弱いものばかりで、せいぜい護身用くらいのものだ。

　自分は一般人なのだから、それでいいと思っていた。けど、アシュリーは今、無力な自分に悔しさを感じていた。

　ジェイドが来なければ死ぬしかなかった。それが、悔しいのだ。

「まだ大学生なのに、冒険者でもびびりそうなあんな敵を前に冷静だった。おかげで間に合ったよ。ありがとうアシュリー」

「……ありがとうは普通こっちのセリフなんだけど」

「いや、ありがとうだよ。アシュリーに何かあればアリナさんは絶対悲しむから、間に合って本当によかった」

「……」

　まさに同じ事を思っていた。やっぱりコイツ気に食わねー。そう思いながら、自分よりも明らかに実力と経験を兼ね備えているジェイドに、醜い嫉妬心を抱いたのも事実だ。

「……アシュリー、今起きたことは誰にも──」

「ああ、言わないよ」

　軽く肩をすくめながらアシュリーは言った。

「明らかにやばそうだったし、そもそも《白銀の剣》が連れ立ってこんな田舎にピンポイントで来るのもおかしいし。フィールアのみんなはのんきだから純粋に喜んでるけどさ、何か起きてんでしょ。でも俺には無関係だし、あんなやべーのに深入りしたくないし」

「……」

　ジェイドは目を丸めてしばらくアシュリーの顔を凝視していた。

「……なに」

「いや、割り切り方がすごいというか。アリナさんと同じこと言ってるなって……」

「う、うるせー！」

　わずかに顔を赤らめてアシュリーはそっぽを向くのだった。
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「さて、どうしたもんかね」

　掟おきて破りとともにその場に残ったロウは、ジェイドとアシュリーの姿が見えなくなったのを確認し、軽くため息をついた。

　無力化した以上、粛清するのは簡単だが、問題はこの掟おきて破りが〝あの方〟に通じているということだ。この男が持っている情報を引き出す必要はあるだろう──こんな正気をなくした状態でさえなければ。

　ほとほと困り果て、ロウはふと森のなかに声をかけた。

「おーいじーさん。いるんだろ」

　瞬間、ふわりと人の気配がする。ロウが声をかけた方角とは真逆、背後だ。

「人をいつでも呼び出せる便利人間扱いするでない」

　不服そうに顔をしかめて姿を現したのは、背の低い一人の老人だった。どこにでも居そうな老人の顔をして、しかしその全身からは静かな威圧感が放たれている。

　数々の禁術を抱える闇ギルドのギルドマスター、ゼファである。

「でも、だいたい便利に呼び出せてるじゃん。暇かよ」

「黙れやかましいガキめ」

「老人のプライドめんどくさ」

「……。これまで全く尻尾を摑つかめなかった掟おきて破り共の気配が、急に現れたから追っていただけ。行ってみれば近くにお前がいたんで放っておいたわい。一般人を襲い始めたときは肝を冷やしたが……」

「放ほっとかないでほしかったんですけどー」

「しかしあの黒髪の小こわ童つぱ、なかなか見所がある。敵かなわぬ相手とみてすぐ助けを呼ぶ判断は、なかなかできない芸当じゃ」

　一転して上機嫌にカッカッカとひとしきり笑い、ゼファの目は倒れた掟おきて破りに向いた。

「さて、こいつのことじゃが……」

「息はある。でも、正気じゃない」

「そのようじゃの」

　ゼファは掟おきて破りの前にしゃがみ込み、彼の顔をじっと見つめた。

「ここまで心を壊された人間を元通りにするのは、今ある禁術を駆使しても無理だろう」

　ゼファの口から出た淡々とした判断は、やはりロウの予想通りだった。

　そっとゼファは彼の開きっぱなしの瞼まぶたに手をやり、閉ざした。そうしてやれば、彼はまだまともな人の顔に戻ったのだ。

「まるで捨て駒。いや、これを差し向けた〝あの方〟とかいうのは、こやつのことを心の底から、ただの使い捨ての兵器としか、思ってないのじゃろうな……」

　ぽつんとつぶやいたゼファの言葉は、どこか寂しそうでもあった。かつては同じギルドの仲間だった者を、絶対の掟おきてのもとに粛清してきた闇ギルドマスターは、これまで幾度となく非情な判断を下してきただろう。血も涙もないと言われるゼファが今どんな顔をしているのか、ロウからは見えない。

「いまここで葬ほうむってやるのが、せめてもの慰めじゃ」

「……りょーかい」

　ロウは手に蒼炎フラマを灯ともし、スキルで増幅させるや、掟おきて破りに解き放った。膨らんだ青い炎は一瞬で男を丸まる吞のみし、後には何も残らない。

「〝掟おきて破り〟となる者たちは、結局心が弱かった。〝あの方〟とかいうのに、どんな甘言を言われたか知らぬが、誘惑に負け、いいように利用され、破滅した。自じ業ごう自じ得とく。じゃが」

　立ち上がったゼファは、もう何も残っていない焼け焦げた大地を見つめて、静かに言った。

「──わしは許さぬぞ。〝あの方〟とやらを」

　それは、ゼファとは長い付き合いであるロウですら、はじめて聞いた、静かな怒りをたたえた声だった。
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　夜、アシュリーはベッドの中に入りながら、寝付けずにいた。

　昔から、アシュリーは勘が鋭い方だった。

　大人たちの隠し事や子供への言い訳なんてすぐにわかったし、わかったうえでアシュリーは何も追及しなかった。噓うそも方便という感覚を心得ていたからだ。

　だから、アシュリーはなんとなく分かっていた──シュラウドがただの弱小冒険者などではないことを。

　だけど、彼は〝そういうこと〟にしているらしいし、周りも気づいている様子がないし、シュラウドの正体を突き止めたいわけでもなかったから、アシュリーはただ黙っていた。

　シュラウドがいい奴やつなのは確かだし、彼がアシュリーやアリナをただの子供だと下に見ることもなかった。誰より対等に一個人として接してくれていたと思う。だからアシュリーはシュラウドに好意的だった。

　ふと目を閉じれば、脳裏によみがえるのは、懐なつかしい彼の記憶だ。

『なあアシュリーよぉ』

　小さい頃、アシュリーはよく道ばたのベンチに座って本を読んでいた。酒場をやっている家は冒険者たちが集まり始めるとうるさくて集中できないからだ。その日もアシュリーがお馴な染じみのベンチで本を読んでいると、隣に仕事終わりのシュラウドが座ってきた。

『お前はさ、賢いよな』

　突然彼はそんなことを言った。大人がよく子供に使う、見え透いたおだてではなかった。

『なんだよ急に』

『これ、やるよ』

　ぽんとシュラウドが放ってよこしたのは、一冊の古びた本だった。

『持っといてくれ。おめーならいずれその使い道がわかる』

『はあ？』

『頼りにしてんぜ、アシュリー』

　終始意味のわからないことだけ言って、シュラウドは去って行った。

　そしてその翌日、シュラウドはパーティーとともにダンジョンに行き──一週間後、彼の死がフィールアに伝えられたのだ。

「……」

　やはり寝れない。アシュリーは起き上がり、部屋の本棚から一冊の本を取り出した。

　ボロボロの古い魔導書──あの日、シュラウドから渡されたものだった。椅子に座って机上の小さな明かりを灯ともし、魔導書を開く。古く変色したページには、びっしりと、見たこともない言語で何かが書かれていた。

　アシュリーが大学まで行って賢学を履修したのは、将来のため資格取得のためと言い訳を並べているが、一番は、このシュラウドから預かった魔導書の解読をするためだった。

　魔導書はたいてい賢者によって作られるが、中でも一部の古い魔導書は、意図的に特殊な言語が使われている。特に危険な術の記載だったり、秘密にしておきたい内容を記す際に用いられるものだ。

　特殊な言語は制作者たる賢者が作りだしたオリジナル言語であり、制作者から解読のヒントを得ない限り、他者による解読は不可能と言われている。魔導書は、解読できない限りその効果を発揮することはない。

　そもそもオリジナル言語を扱える賢者というのは本当に数えるほどの、稀まれなる才を持つ者だけだ。

　シュラウドから渡されたこの魔導書は、おそらく制作者によるオリジナル言語。あのシュラウドが制作者──だとはどうにも考えにくいが、万が一シュラウドが制作者であるならば、これはもう一生誰にも解読できない、ただの紙くずである。アシュリーの努力もきっと徒労に終わるに違いない。それくらいはわかっていた。

（……でも、紙くずなら、なんで俺に渡した……？）

　その答えを知りたくて、アシュリーは大学に行った。

　魔導書の代表格ともいえる四リ聖ブ書リも、代々【大賢者】だけが受け継いでいる特殊な言語で編へん纂さんされていると言うし、つまり今目の前にあるこの魔導書は、四リ聖ブ書リクラスに貴重な魔導書だということだ。

　そんなものをなぜシュラウドが持っていたのか、正直言って想像もしたくない。明らかに厄介な事情が裏に潜んでいる。まだ大学生だというのに巻き込まれて社会的に終わるのも、心臓が止まるのもどっちも御免である。

　ただ、一つだけ、アシュリーには確信があった。

　シュラウドがアシュリーにこの魔導書を渡したあの日、確かに彼は、これから己が死ぬことを知っていたのだ。

　去って行く彼の背中に悲壮な決意もなにもなかったが、アシュリーはそう思っていた。何なら、アシュリーがシュラウドを単なる冒険者ではないと思っていたことすら、見抜いていただろう。そうでなければあのタイミングで魔導書をアシュリーに預けるはずがない。

　だから魔導書を解読すれば、あの不思議な冒険者の何かがわかると、アシュリーは思っていた。だが、一向に解読できる気配がない。

〝おめーならいずれその使い道がわかる〟

　そう言われたのは、アシュリーならいつか魔導書を解読できる──そういう意味だと思っていた。だが、もしかしたら違うのかもしれない。

「……」

　ぱたん、と魔導書を閉じて小脇に抱え、アシュリーは部屋を出た。
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　アシュリーが向かった先は、昔宿屋を兼ねていたときに客室として使っていた一室。今はジェイドが寝泊まりしている部屋だ。

　すっかり誰もが寝静まった深夜だが、構わずアシュリーは扉を叩たたいた。思った通り部屋のなかですぐに人の動く気配がして、扉が開かれる。現れたのは、寝間着ではなく軽装をしたジェイドだ。

「やっぱ起きてた」

「よ……よくわかったな」

　ジェイドがやや面食らったように目を瞬まばたく。

「あの森の中で襲ってきたやばそーな奴やつが、また俺を襲ってこないように一応警戒してたんでしょ」

　アシュリーがそう言うと、ジェイドは降参したように頭をかいた。

「全くその通りだ……お見通しだったか」

「まあね」

「それで、何かあったのか？」

「これ」

　アシュリーはシュラウドから預かっていた古い魔導書をジェイドに突き出した。

「これは……魔導書……？」

「やるよ」

「えっ？」

　困惑するジェイドに、アシュリーは無言で魔導書を突きつけ続ける。

　シュラウドは言った。〝この使い道がわかる〟と。読めるようになるとも、使えるようになるとも言わなかった。

　もしかしたら、預かっていてほしかったのかもしれない。本当に必要とする人が現れるまで。勘の鋭いアシュリーなら、正しく渡してくれることを信じて。

　アシュリーとジェイドの間に、しばし無言の時が流れた。アシュリーがじっと彼の瞳を見つめると、ジェイドは察したように、目を鋭くさせた。

「……この魔導書、何かあるのか」

「シュラウドが死ぬ前に、俺に預けたやつなんだ」

　は、とジェイドが目を見張った。

「シュラウドが……!?」

「俺は、あのおっさん、ただの弱い冒険者なんかじゃなかったと思ってる。きっと自分が死ぬことも予想してた。みすみす無駄死にするほど、バカじゃないよ」

「……」

「昼間のやべー奴やつも、たぶん俺を狙ったんじゃなくて、この本を狙ったんじゃないかな。それ以外に、やばそうな事案に俺が巻き込まれる理由が思い当たらない」

「……そうか」

「白銀って、シュラウドのこと、調べにきたんでしょ」

　ずばり斬り込むと、ジェイドがわずかに硬直した。微かすかな動揺が伝わってきて、アシュリーはふんと鼻をならす。ジェイドたちより早めにきた魔導士や回復役ヒーラーが、シュラウドの情報を少しでも集めようとしているのは知っていた。

「隠さなくていーよ。シュラウドは、絶対ただの冒険者じゃねーって思ってたし。この魔導書、俺には全然読み解けなくて、持ってても無駄っぽいし」

　ジェイドは沈黙したまま、魔導書に視線を落としていた。しばしの間の後、ジェイドが真剣な表情でアシュリーに問う。

「いいのか。アシュリーにとっても、シュラウドは特別な存在だったんだろ」

「……ねーちゃんほどじゃないけど、まあ確かに、あの人のことは好きだったよ」

　ジェイドは、きっと、アシュリーがこの魔導書を手放すことがどれほどの決意によるものか分かっている。そういう目をしていた。その力強い視線から、アシュリーは思わず逃げた。

「でも、俺は……昔のシュラウドより、今のねーちゃんと母さんの方が大事なんだ」

　ぼそりとアシュリーは言った。

「ねーちゃんも帰ってきてから柄にもなく考え込んでるし。ねーちゃんがあんな顔するの、シュラウドが絡からんだ時だけなんだよ」

「……」

「シュラウドが何者だったのかとかさ、裏で何が起きてるのかとかさ、気になるけど、昼間の森の中で思い知ったよ。俺が関わっていいほどぬるい話じゃない。力もなにもねぇ俺なんか、一瞬で殺されて、それで、ねーちゃんや母さんを悲しませるだけなんだ。俺は関われない。だから、これはあんたに渡す」

　アシュリーは意を決して、ジェイドの目を真っ向から見据えた。歯を食いしばり、ずっと胸に秘めていた誰にも言わなかった本音をぶちまける。

「けど、俺は……っ、いつか誰より正しい知識を身につける」

　ぎゅっと唇を嚙かんで、拳を握りしめた。

　シュラウドを亡なくしたばかりの幼い姉を、中ちゆう途と半はん端ぱな知識と解釈で傷つけた。救いたかったのに、救えなかった。あの悔しさを忘れたことなんて一度もない。

　俺は、賢くなんてない。ただの馬鹿だ。

「誰より賢くなって、それで、もう二度と、ねーちゃんも母さんも傷つけない。それが俺のやり方だ……っ」

　ああだせえ。声震えてやんの。

　心の中のひねくれた自分が己を嗤わらった。

　でも心からの声だった。悔しいんだ。結局何者にもなれていない自分が、どうしようもなく弱くて、滑稽で、悔しかった。白銀のように強いわけでも、誰かの役に立てるほどの知識者でもない。危機に陥ると助けを求めることしかできない、ただの大学生。

　守ってもらう側である自分が、誰かを救おうなどと、笑い話もいいとこだ。

「ああ」

　だが、ジェイドは、アシュリーの啖たん呵かを、笑ったりしなかった。

「お前ならできるよ、アシュリー」

　そう言ったジェイドがなぜかシュラウドと重なった。

「！」

　は、とアシュリーは息を飲んだ。

　ああ、やっぱり。ジェイドとシュラウドはどこか似ている。

　だからむかつくんだ。姉ちゃんの心を、さらっていくから。
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　夜、皆が自室に戻っても、アリナは一人四つ葉亭の一階に残りぼうっと考え事をしていた。

「あらアリナちゃん。まだ起きてたの？」

　ふと声がしたかと思うと、寝間着姿の母が立っていた。

「ん、別に、もうそろそろ寝ようかなって思ってた」

「あらあら、じゃあちょっと待ってね」

　そう言ってイレイザはいそいそとキッチンに入っていったかと思うと、鍋やら食材やらを取り出して、料理を始めた。

「ほら、あったかいの、食べなさい」

　母が作ってくれたのは、アリナが小さい頃からよく作ってくれた野菜スープだった。部屋の灯あかりに照らされたスープは黄金色につやつやかがやいている。食卓に当然のようにあったし、シュラウドともよく一緒に飲んでいたものだ。

「……ありがと」

　別におなかがすいていたわけではないのだが、出されたスープをアリナはゆっくり口に運ぶ。出だ汁しがよくでてとろっとしたスープが、アリナの体を内側からほっと温めていった。

　二口、三口と無言のまま飲んでいたら、ふいに、つっと何かが頰を伝った。

　涙だった。

「？　あ、あれ？」

　涙は止まらなかった。鼻の奥がツンとして、何かが堤防からあふれたように、静かな涙が流れてくる。いい歳としして泣いている姿を母に見られたくなくて、アリナは声を押し殺した。

　けど、母には無駄だったみたいだ。

「なーんかあったんでしょ」

　厨ちゆう房ぼうで片付けをしながら、母が優しい声でそう言った。

「べ、別に……」

「突然帰ってくるんだもの。それくらいわかるわよ、アリナちゃんのお母さんだからね」

「……」

　母はキッチンから出てこようとしなかった。下手に慰めようともしない。でもそれがかえって嬉うれしかった。アリナはイレイザの優しさに甘えて、しばらくすんすんと泣いていた。

「……ねえ母さん、シュラウドは……死んだんだよね」

　震える声でアリナは聞いた。

「そうね」

「死んだ人は……生き返らないん、だよね」

「そうよ」

　なんでこんな、子供でもわかるような当然のことを、母に聞いているのかわからなかった。もしかしたら否定してほしかったのかもしれない。お菓子をねだって駄々をこねる子供のように、事実がねじ曲がるのを期待していたのかもしれない。

「そうだよね……」

「……」

　しばしの沈黙の後、イレイザが、静かに口を開いた。

「あのときね……シュラウドさんが、死んでしまったとき。アリナちゃんが悲しそうに、苦しそうにしてるのを、母さん、見ていることしかできなかった。すごい悔しかったな……。どんなに願っても、アリナちゃんやアシュリーが、これから受ける苦しみを、母さんが変わってあげることはできないんだって思い知らされたもの」

「……」

「ちっちゃい頃からずーっと言ってた、冒険者になるって夢も諦めて、受付嬢になったアリナちゃんの選択を、母さんは間違ってるなんて思わないわ。でも、アリナちゃんの、なにか諦めてしまったような目を見る度、本当に受付嬢にしてしまってよかったのかなってずっと思ってた」

「……そっ、か……」

　スープを飲む手をとめて、アリナはぽそりとつぶやいた。

　知らずのうちに母にたくさんの心配をかけていたみたいだ。冒険者なんて荒唐無稽な夢を捨て、現実的な職業である受付嬢となり、お給料をもらい、仕事をして、それで、いつの間にか一人前になったつもりでいた。

　けど、母から見たら、いつだってアリナはまだまだ心配ばかりの子供なのだ。

「けどね」

　ふいに声を明るくし、イレイザがふりむいて、にこりと笑った。

「ジェイドさんたちと話すアリナちゃんを見たら、もう心配いらないみたい。だってジェイドさんたちと喋しやべってるときのアリナちゃんの顔が、とっても楽しそうだったもの」

「え？」

「アリナちゃんが受付嬢をはじめてからね、あんな風に、安心して誰かとおしゃべりしてるところを、母さん、見たことなかったのよ……だから、ジェイドさんたちが、アリナちゃんと出会ってくれてよかった」

「……」

「辛つらくなったらいつでも帰っておいで」

　母は優しく微ほほ笑えんで言った。

「頑張ったね、アリナ」

　ぎゅ、とアリナは唇を嚙かんだ。

　──ああ、そうだ。

　アリナは思い出した。今、アリナには守りたいものがある。過去に縛られて、悩んでいるうちに、取りこぼしてしまいたくないものがある。今までだってずっと、そのために戦ってきたのだ。

　シュラウドの死と向き合おう。今、アリナが守りたいと思う人たちのために戦うんだ。

「……っ」

　アリナは腕で涙を拭いて、立ち上がった。

「ありがとう、母さん」

　にこりと笑って、アリナは自室に戻っていった。
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「死ぬ直前、シュラウドがアシュリーに預けた魔導書……」

　翌朝、ジェイドは昨晩アシュリーから渡された古めかしい魔導書を、アリナとナーシャ、ロウ、ルルリに見せていた。皆が集まっているのは、ジェイドが一時借りている四つ葉亭の個室だ。

「フェイクが言ってた、〝シュラウドの本〟ってこれのことか……？」

　ロウの言葉にジェイドは頷うなずいた。

「おそらくそうだ。──何かわかるか？　ナーシャ」

「いや……」

　物に触れられないナーシャはじっと魔導書を見つめ、難しい顔をして腕を組んだ。

「大きな力は感じるが、情報が暗号のように置き換えられていて、全く内容が読み込めない……古典的だがおそろしく高度なセキュリティシステムだ」

「オリジナル言語で書かれた魔導書は、それを作った制作者たる賢者にしか解読できないと言われているのです」

　ルルリは眉間にしわを寄せて魔導書のページを繰っている。

「もしこれを書いたのが四代目【大賢者】のシュラウドさんならば、この魔導書はもう機能しないただの本……なのです」

「もしそうなら、フェイクはなぜこれを探せだなんて──」

「ね、ねえ、あのさ……」

　ふと口をはさんだのは、それまでずっと黙っていたアリナだった。

　ジェイドは、昨晩弟のアシュリーから聞いたことを全て、隠さず話していた。シュラウドとのやりとりや、シュラウドが死を予見していたことを。アリナはそれをただ黙って聞き、動揺する様子もなかった。ジェイドはそのことに少し驚いていたのだ。ここ最近シュラウドのことで考え込んでいるアリナに、このことを言っていいものか、ずいぶん悩んだのだから。

「私、行きたいところがある」

　きっぱりとアリナは言った。

「Ｃ級ダンジョン、ファルマの館……シュラウドが階層ボスに殺されたダンジョン」

　は、と皆が息を飲むのがわかった。

「アリナさん、あそこは一番最初に私とロウで調べたのですが、特に何も見つけられなかったのです……地下階層に通じるトラップももう作動していなかったのです」

「わかってる。でも、どうしても一回自分の目で見ておきたくて」

「……大丈夫なのか、アリナさん？」

「大丈夫」

　力強く、アリナは頷うなずいた。その瞳にはここ最近めっきり見えなくなっていた強い輝きが戻っている。

「私は──あのダンジョンで何が起きたのか、シュラウドが本当に死んだかどうかを、ちゃんと確かめたい」

「……シュラウドが本当に死んだかどうかって……どういうことだ？」

　眉をひそめるジェイドに、アリナは今度こそ、きっぱりと言った。

「リーティアンで、シュラウドに会ったの」

「な……!?」

　アリナの告白に、部屋の中は一瞬驚きよう愕がくに包まれた。

「シュラウドに、会った……!?」

「似てる人だって言い聞かせたけど、やっぱりあれは、シュラウドだった……！　どうしても確かめたいから、だから、その……」

　もごもごと口ごもらせていたアリナだったが、やがて意を決したようにこう言った。

「……一緒に行ってほしい」

　ジェイドたちは思わず目を見合わせた。アリナがそんなことを言ってくるのは、たぶん、初めてだ。いつもは逆で、彼女の力に頼るしかないジェイドたちが、協力を要請してばかりだった。

　だから、一緒に行ってほしいなどと言われて、答えなど一つに決まっている。

「ああ。行こう、アリナさん」

　ジェイドの返事にルルリやロウも頷うなずいて応える。アリナは少し嬉うれしそうに小さく笑うと、リーティアンでの出来事をジェイドたちに話し始めた。
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　Ｃ級ダンジョン、ファルマの館。フィールアから離れた森の中腹に建っている。

　もうずいぶん昔に踏破されたダンジョンだ。シュラウドが死んだあのときも、ファルマの館は踏破済みとされていた。しかしシュラウドは存在の気づかれていなかった地下階層に落ちてしまい、そこを根城としていた階層ボスに殺されたのである。地下階層の攻略はすぐさまギルドに要請され、間もなく腕っ節の強い冒険者がボスを討伐し完全攻略が果たされた。

　フィールアの冒険者たちは、シュラウドが死ぬ前はたびたびファルマの館に足を運んでいた。Ｃ級ダンジョンで難易度は低いが、広いダンジョンだったので遺レリ物ツクの回収などが見込めたからだ。

　しかし、あの事件が起きてから、皆はファルマの館に行かなくなった。今では寄りつく人はほとんどいない。使われなくなった転移装置クリスタル・ゲートが蔦つたに飲み込まれ、まだ陽の高い昼間だというのに、どこか暗くうら寂れた空気をつくっていた。

　中に入ってすぐは、吹き抜けのエントランスになっていた。壁にとりつけられた大きな窓からは昼間の陽光が差し込み、薄暗い館内を照らしている。空中に漂う埃ほこりがキラキラと反射し、古びた匂いが鼻をつく。

　ぼろぼろの絨じゆう毯たんが敷かれた中央奥には大きな階段が壁に向かって延びていて、踊り場で左右二つに分かれ、二階に続いていた。

「……〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉は神域デイアスキルじゃない……か」

　地下階層に続くトラップを探すべく、ジェイドはエントランスの中を注意深く探索していた。踏破済みのダンジョンだが、軽鎧ライトアーマーに大盾と剣を装備し、万一の準備はしている。ルルリやロウも同様だった。

「神域デイアスキルより高度なスキル情報は、ボクの中にもない。〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉、というスキルも聞いたことがないな」

「でも実際に発動して、リーティアンを襲ったあの白い魔神を倒せたのよ」

　答えたアリナは、処刑人の外がい套とうを着ていた。これまた何か起きた時のための、彼女なりの戦闘装備である。

「……ああ、あの一撃は、なんだかスキルというより、太陽みたいだったな」

　ナーシャがリーティアンでの戦いを思い出したのか、ほうっと息を吐いて言った。

「ライラも同じようなことを言っていた」

「太陽……か。神デイアは太陽を模していたし、アリナさんの大鎚ウオーハンマーが黄金に光るのも、何か関係があるのか……？」

　一通りエントランスの探索を終えたが、特にトラップが発動することもなく、怪しい気配のする箇所もなかった。ナーシャの目でも見てもらっているが、エントランスには地下階層に続く道はなさそうだ。

「……やっぱり何もない、か……」

「一階から順に潰していこう」落胆するアリナに、ジェイドは力強く声をかけた。「諦めるのは、全部探し終えてからだ」

　アリナが頷き、歩き出そうとしたそのとき──ふいに、男性の声が響いた。

「地下階層か。なに、そこまで行く必要はない」

「！」

　ぎょっとして、思わず足を止める。静かなエントランスに突如聞こえた声の方をみやると、一人の男が奥の階段から降りてくるところだった。

　初老の男だ。

　背が高く、背筋がのびて、初老というわりに体つきはしっかりしている。穏やかな翡ひ翠すい色の目に長い白髪を持ち、静かな威風を持つたたずまい。

　彼の顔を見て、ジェイドは一瞬、己の目を疑った。

「け……【剣聖】……!?」

　ヘルカシア大陸の王とも言える四聖の内が一人、四代目【剣聖】だった。

　二百年前、大陸に最初に降り立った冒険者の血を脈々と受け継ぎ、この大陸の歴史を見つめ続ける者、四聖。冒険者の祖であり、大陸を開拓し人間の生活基盤を築いた血族だ。当然、このようなダンジョンに居ていい存在ではない。

「なぜあなたがこのような場所に……!?」

　踏破済みのダンジョンとはいえ、護衛の一人もつけず、防具も武器も持たず、大陸の要人というにはあまりに無防備に【剣聖】はそこにいた。

「ふむ。なぜ、か。なんと言ったらいいものか」

【剣聖】は顎に指をあて、少し考えるそぶりを見せたあと、何かひらめいたように人差し指を立てた。

　そして、信じがたいことを言い放つ。




「私が〝あの方〟と呼ばれている者の正体だ、と言えばわかりやすいかな」




　水を打ったような静寂が、一時エントランスを支配した。

「……待ってください……何を……言ってるんです……」

　ようやく絞り出したジェイドの声はかすれていた。

〝あの方〟。疑う余地もないほどに、この大陸へ悪意を抱いている存在だ。そのやり方は非道極まりなく、他者の心のすきに付けいり、その身が破滅するまで利用し尽くして捨てる。存在は表に出ず、いつも誰かを隠かくれ蓑みのにして暗躍し、魔神を復活させてきた。

　目的は定さだかではないが、この大陸を滅ぼしかねない存在であることは確かだった。

「信じられないか。ならばこうすればよいかな」

　ぱちん、と【剣聖】が指を鳴らした。瞬間、彼の隣に青い炎が一つ生み出された。その炎から、男が一人、現れる。

　目はうつろで焦点が定まらず、半開きにした口からよだれを垂らし、まるで生きた屍しかばねのようにぼうっと立っている。とても正気とは思えない風貌の男だ。

【剣聖】はその男を一いち瞥べつし、あろうことかこんな命令を下した。

「君、ちょっと死んでくれるかな」

　止める間もなかった。男は命じられるがまま、片手に禁術の蒼炎フラマを生み出すと、それを己の体にむかって放ったのだ。

「──！」

　心臓部に風穴を空けた男が、ぐしゃりと倒れ、動かなくなる。ジェイドとロウは、同時に言葉を失った。アリナも驚きよう愕がくに目を見開いている。

「な……何が……どうなってるの……!?」

「……あれは……〝あの方〟の扇動で闇ギルドを抜けた、掟おきて破りの一人だ」

　戦せん慄りつするアリナに答えたのはロウだ。

「〝あの方〟が操っているはずなんだ。心をぶっ壊して、強力な兵器としてな。だから、合図とともにここに現れて、【剣聖】の命令に従ったってことは……！」

「だいたい正解だ。ただ、一つ違うな」

【剣聖】はいっそ不自然なほどに穏やかな口調で、しかしその口元には酷薄な笑みを張り付けて、言った。

「私が壊したのではない。勝手に壊れたのだ。軟弱な、愚物共がな」

「……！」

　背筋が凍り付くほどの悪意が、【剣聖】の言葉の裏に見え隠れした。全てを見下し、嘲り、同じ人とも思っていない、惨忍な気配がひやりと足元からにじり寄る。

「こんなところに……何をしに来た……！」

　ジェイドは食いしばった歯の隙間から、低い声をひねり出した。

「魔神はもう全て倒したぞ。お前に出来ることはなにもない！」

「魔神か。まああれは、あれでいい。今日は君たちに用があって来たのだ。正確には、その魔導書をいただきにね」

　すっと細められた【剣聖】の視線は、ジェイドの腰ベルトに下がる魔導書に向いた。

「……いいのかよ、自分が〝あの方〟だなんて俺たちにバラして」

　ふいにロウが声を張り上げた。

「これまで魔神の封印を解いてきた危険な奴やつだと知られれば、たとえ四聖の一人だったとしてもタダじゃ済まないぜ」

　ロウの言葉に、しかし【剣聖】は顔色一つ変えず、小さく頷うなずいて見せた。

「全くその通りだ。世間が君らの主張を信じればの話だが」

「……！」

「一定の地位にあるとはいえ、君たちは所詮ギルドの精鋭にすぎない冒険者だ。この大陸の絶対的〝王〟である私に対する告発を、誰が信じるというのかね？」

「……ハッ、全部わかってのご登場ってわけかよ……！」

「魔神の解放も、私が直接手を下したわけではないのでね。証拠もない。いくらでも言い逃れできる。どちらの方が分が悪いか、これでわかっただろう」

「……っ」

　告発など無駄だ、とジェイドは悟った。そもそも大衆は、自らに直接危機が及ばない話には興味がない。魔神の存在や危険性が周知されているわけでもないこの状況で騒ぎ立てたところで、こちらが奇異な目で見られるだけだろう。

「──さあ、何をぼうっと突っ立っている。構えよ、若輩共よ」

　どこまでも温厚に、柔和に、しかしその瞳にはぞっとするほどの冷たい殺意を宿して、【剣聖】が嗤わらう。

「私が相手をしてやろう」
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「……っ、スキル発動〈鉄壁の守護者シグルス・ウオール〉！」

　あまりの急展開に飲み込まれて、ジェイドは一瞬出だしが遅れた。その声を皮切りに、ロウやルルリも戦闘態勢に入る。

　だが、〝あの方〟を相手に超シグ域ルススキルで足りるのか、ジェイドには自信がなかった。魔神や魔神核に対する知識を持っていて、その正体は底知れない。なにより、今目の前で対たい峙じしていると、彼の威圧感をびりびりと感じてしまうからだ。

「ロウ！」

　ちらりと不安を感じたとき、ジェイドはすぐ行動に移っていた。ロウを見ると、どうやらジェイドと同じ考えだったようだ。その手に蒼炎フラマを生み出し、すでに増殖を始めている。

「複合スキル発動！　〈白アル炎ブム〉！」

　膨れ上がった蒼炎フラマがジェイドのもとに集まり、凝縮され、白い炎へと姿を変える。

「ふむ。禁術との組み合わせ。面白いが、お遊びだな」

　作り出した白アル炎ブムは、蒼炎フラマを凌りよう駕がする威力を誇る。それをするりとロウがかすめとり、両の手の中で双剣に変えた。

　瞬またたく間まに【剣聖】に肉薄すると、彼の喉元めがけ一対の短剣で左右から斬りつけた。常人には視認すら難しい、ロウの暗殺剣だ。

　が、【剣聖】はその一撃を難なく見切るや、両の素手で受けとめて見せる。

「素手っ──!?」

　驚きよう愕がくするロウの腹に、【剣聖】の蹴りがたたき込まれた。ベキ、と何かが折れる嫌な音が響いて、ロウは軽々と遠くの壁まで吹き飛んで、叩たたきつけられた。

「うぐっ……」

　もうもうと立ち上る埃ほこりの向こうで、ロウが苦く悶もんに顔をゆがめながらうずくまっていた。

「ロウ！」

「ス……スキル発動〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉！」

　すかさずルルリの回復がロウに飛ぶ。通常の白魔法による回復を使わないところを見るに、ロウは重傷だ。

（〈白アル炎ブム〉を素手で防いだだと……!?）

　ルルリのスキルによる回復なら、ロウはもう大丈夫だ。それを確認しつつも、ジェイドは動揺を隠せないでいた。

「やれやれ。私は遊戯をしに来たんじゃないんだがね。まあ、もう少し相手をしてやろう」

　おもむろに【剣聖】は片手を開き、虚こ空くうに突き出した。それだけで、エントランスの空気が変わった。張り詰め、凍り付くような殺気が、【剣聖】から放たれた。

「！」

　ジェイドは思考するよりも早く、はじかれたように叫んでいた。

「スキル発動！　〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉！」

　瞬間、キン──と静かな音がエントランスを貫いた。神の印を持つ盾が輝き、仲間たちの体に吸い込まれていく。と同時に、すさまじい激痛が全身を駆け抜けた。

「がっは……！」

　耐性もないのに神域デイアスキルを使った反動。重度のスキル疲労がもたらす痛みに身をよじり、視界が明滅した。あまりにリスクが大きいがゆえ、最後にとっておく切り札だ。だが、今ここで使わなければダメだと、本能が告げていた。

「ほう。そんな身で神域デイアスキルを使えるか」

【剣聖】が珍しいものでも見たかのように、目を丸くした。

「たいしたものだ。ならば、こちらも全力で応えてやらねばなるまい……唱え。〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉」

　白い光が空を割き、一振りの剣が水平に倒れて虚こ空くうに浮かび上がる。刀身も柄つかも純白で染まった、長い白剣だった。それを摑つかむや、【剣聖】は白剣をふりかぶった。

　もちろん、誰も剣の間合いに立っていない。何を斬るつもりかも、わからない構えだ。だが──

「!!」

　ぞくりと、ジェイドの背筋に強い悪お寒かんが駆け抜けた。

　それは全く根拠のない悪お寒かんだ。

　今、皆には一定時間強力な守護を与える〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉を張っている。ジェイドが持ちうる最大級の防御。滅多なことがない限り、たいていの攻撃を防げるはずだ。

　だが、ジェイドはその嫌な予感を拭いきれなかった。いや、それはもはや野生の嗅覚が告げる恐怖だった。その剣の切っ先がぴくりと動いた瞬間、生まれ持った鋭い第六感が、けたたましく警鐘をならした。

　──守り切れない。

　ジェイドは咄とつ嗟さに、【剣聖】に背をむけ、アリナをかばうように覆おおい被かぶさった。

　ほぼ同時、【剣聖】が白剣を一振りする。

　ひゅっと軽い音が、エントランスに広がった。

「……え？」

　気づいたとき、かくん、とジェイドは膝をついていた。

「かはっ!?」

　一拍遅れて、大量の血がのどからせり上がってきた。背中が燃え上がるように熱く、激痛が走る。

　いつの間にか背を、大きく切り裂かれていたのだ。

「な……なに、を……!?」

　これは単なる裂傷ではない。みるみる全身から力が抜けていってジェイドはついに倒れ伏した。しびれもなにもないのに、体が言うことを聞かないのだ。

「切り裂いた対象にあらゆる〝停止〟を与える神剣の味はいかがかな」

「停、止っ……!?」

「肉体を斬れば体は動かず、発動中のスキルを斬ればスキルの効果は止まる。私が知る神域デイアスキルの中でもかなり地味なやつだがね。シンプルだが、それ故にお手軽で強力だ。君みたいなど根性で窮地を乗り切るしぶとい相手には、強制的に行動不能にする技が一番効くだろう」

　視界の端で、ルルリやロウが、次々と倒れ伏していく。そこにはみるみる血だまりが広がっていき、二人は意識までも手放しているようだった。

「ルルリ……っ、ロウ……！」

「ふむ。戦闘開始から壊滅まで三十秒。一撃も耐えられぬとはなんとまあ──」

「そ、んな、ばかな……」

　ありえない。ジェイドは愕がく然ぜんとし、思考が真っ白になった。皆を〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉が守っていたはずだ。なのに、なぜ、【剣聖】の攻撃をみすみす受けている。

「〝そんなばかな〟？　いや、当然の結果だ。まがい物のスキルと私の術を同列で扱おうという考えがそもそも間違っている。だがまあ、いい判断ではあったな。あれがなければ全員即死しているところだ」

「……！」

　説明を聞いても、ジェイドは未いまだに理解ができない。【剣聖】が一歩も動かずにジェイドたちを無力化した理由が。

「ま、首の皮一枚つながったところで、寿命が三十秒延びるだけだが」

【剣聖】がゆっくりとこちらに歩み寄り、倒れたジェイドの額にピタリとその剣先を突きつけた。

「死ね」

「──スキル発動！」

　そのとき、アリナの声が鋭く響いた。は、と【剣聖】が顔を上げる。

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　振り上げたアリナの大鎚ウオーハンマーが、的確に【剣聖】めがけて叩たたき込こまれた。ずどん、と重い音がして、しかしアリナの攻撃は空振りに終わり、何もない床を砕いただけだった。

　何でもない顔をして【剣聖】が階段の踊り場に立っている。

「なるほど。咄とつ嗟さに盾役タンクにかばわれ負傷を免まぬがれたか。さすがに衝撃波だけでその大鎚ウオーハンマーを相手にするのは無理そうだな」

　衝撃波だと。

　ジェイドが愕がく然ぜんとした。たった一撃でこちらを切り伏せたのは、単なる衝撃波。

　ジェイドは目の前の事実を、認めることができなかった。

　ただの一撃で、なすすべもなく、壊滅させられた。神域デイアスキルまで、子供だましと言わんばかりに軽く貫通された。

　噓うそだろ──

「ハァァァ……ッ」

　アリナが地を蹴り上げ、ひとっとびに階段を飛び越して、【剣聖】に肉薄した。

「遅いな」

　しかし、ほんの瞬またたきのうちに決着がついていた。ずん、と重い音がする。アリナの大鎚ウオーハンマーによる殴おう打だの音ではない。大鎚ウオーハンマーは一歩届かず、代わりに【剣聖】の蹴りがアリナの腹にめり込み、吹き飛ばされ、後方の壁に叩たたきつけられた音だった。

「アリナさんッ!!」

　ジェイドの叫びにアリナが答えることはなかった。アリナは意識を手放し、そのままくたりと倒れ込んだのだ。

「……ッ……！！！」

　壊滅。いや、これは、完膚なきまでの敗北だった。

（な……なんだ……この強さは……!?）

　これまで相対してきた魔神なんかとは比べようもない。

　魔神とも絶望的な力の差はあった。だが己の力に自信を持ち、与えられた命令を実行するためだけに動いていた魔神には、まだつけいる隙があった。

　この【剣聖】にはそれがない。

　あまりに圧倒的すぎる。まともに戦うことすら、ジェイドたちには許されなかったのだ。
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「ジェ、ジェイド……アリナ……！」

　たった一撃で倒れ伏したジェイドたちを見て、ナーシャは愕がく然ぜんとした。

　いや、ナーシャは、最初からこうなることがわかっていた。

　ちらりと【剣聖】に視線をやる。だが、あまりの恐怖に、一秒ともたず目をそらしてしまった。

　彼の中には、得体の知れない情報量が、渦巻いていた。

　ナーシャは肉体を捨てて思念体となった、ただの情報の集合体だ。それ故ナーシャは普通の人間がもつ五感がなく、代わりに情報によってこの世界を感知している。

　たとえば人を認識するときは、髪の長さ、目の色、年齢、服装、身長、体重、筋肉量、表情、持っているスキル──そういった情報を元に対象者の外見や感情を割り出し、〝その人〟であると認識する。

　ナーシャには情報が見えている。その目に、【剣聖】は異様に映った。

　人一人が抱えるにはあり得ないほどの情報量が集合しているのだ。あまりの情報量に、うかつに探ればこちらの頭がやられかねないほど。膨大すぎる情報量は、重なってどす黒く見えた。

　ナーシャはその現象を知っている。多くの情報を集積するがゆえ、密集して黒となる──魔神核と同じだった。

　だが、【剣聖】が持つ情報量は魔神核の比ではない。人の一生、いや百年、二百年を生きたとしても、これほどの情報量にはならないだろう。普通の人間の脳では処理しきれないはずだ。

【剣聖】は人間じゃない。だから、人の範はん疇ちゆうを超えないジェイドたちでは、歯が立たない。

「……っ」

　ぶるぶると足が震えた。何も出来ず、ナーシャは恐怖に凍り付いて、立ち尽くすことしかできなかった。
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「ふむ。弱いな」

　倒れ伏したジェイドたちを一いち瞥べつして、【剣聖】はにべもなくそう言った。

「その程度か、処刑人も、白銀も。正直もう少し骨のある奴やつらだと思っていたのだが」

　嘲笑すらすることなく、わずかな期待外れの落胆を滲にじませながら、【剣聖】はため息をつく。

「……っ」

　ジェイドはほぞをかんだ。悔しいが【剣聖】の言葉は本当だった。己と【剣聖】とは途方もないほどの実力差が開いていることが、嫌でも思い知らされた。

「まあいい。私は私の成すべき事をさせてもらうよ」

　がっと【剣聖】の足が乱雑にジェイドの体を転がした。切り刻まれた背中に激痛が走り、ジェイドの視界が一瞬白む。気づいたとき、何かがジェイドの脇に転がり落ちていた。

　それは一冊の古ぼけた魔導書──アシュリーから託されたものだった。

「ああ、あったあった」

【剣聖】はその本を拾い上げると、立ち上がれないジェイドにわざと聞こえるように、まるで絶望を愉たのしもうとしているかのように、こう言った。

「これを燃やしに来たんだった」

「……！」

　瞬間。アシュリーの顔がジェイドの脳裏にひらめいた。

　その魔導書は、シュラウドからアシュリーへ、アシュリーからジェイドへ、それぞれが信ずるとした者に、託されてきたものだった。

　その魔導書が、何の効果を発揮するものなのかわからない。だが、少なくともアシュリーは、その魔導書がシュラウドに関する何らかの謎を解くであろうと考えていた。ひいては、シュラウドのことで悩み続ける、大事な姉の心を救うだろうと。

　アシュリーがどんな思いでその本を手放したか、ジェイドには分かる。

　どれほど悔しかったろう。

　己の力で守ると決めた者を、己の非力が故に、誰かに託さなければならないことは。

　けどアシュリーはそれをやってのけた。自分が弱いと認める勇気がアシュリーにはあったのだ。そして彼は、ジェイドを信じて託してくれた。アリナのことを。シュラウドの謎を。この魔導書を。

　だから、魔導書は、簡単に渡すわけにはいかないのだ。

「ま、て……！」

　ジェイドは歯をむき出し、【剣聖】を睨ねめ上げた。だが【剣聖】は、敗北者であるジェイドの決死の言葉など耳にも届いていないようだ。ちらりと軽蔑の入り混じる視線をよこすだけだ。

「これがこの時代の〝最強〟かね。全く、聞いてあきれる──」

　はあ、と【剣聖】がため息をついた、そのときだった。

「──書よ応えよ」

　ぽつりと誰かの声が響いた。

「母なる癒やしを解き放て！」

　瞬間、薄弱な癒やしの魔法光が、広いエントランスをふわりと包み込んだ。ジェイドの体からわずかな痛みを取り除いたが、依然として体は動かない。魔法の癒やしで、スキルの──ましてや神域デイアスキルの効果を解除することは不可能だからだ。

　だが、ジェイドにはそのささやかな癒やしの光が、起死回生の一手に見えた。ジェイドたちの行動不能を解くことはできずとも、アリナの傷を回復し、意識を戻すくらいはできただろう。【剣聖】の油断か、アリナはまだ〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の一撃をくらっていない。

「ほう？」

【剣聖】が興味深そうに目を瞬まばたき、ジェイドはふと一人増えている人影に気づいた。もちろん今の癒やしを発動させたのは、行動不能になっていたルルリではないはずだ。目をやって、ジェイドはしばし絶句する。

「ア……アシュリー……!?」

　黒い短髪に、海を思わせる深い藍色の目。手に魔導書を持った少年が、いつの間にかそこにいた。
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　柔らかなそよ風が吹いてアリナが意識を取り戻したとき、信じられない人が目の前に立っていた。

　弟のアシュリーだ。

「アシュリー!?」

　アリナは受けていた傷が回復した事にも気づかず、【剣聖】を前にした窮地も一瞬ふっとんで、慌ててアシュリーにかけよった。

「こ……こんなとこでなにしてんのよ！」

『残念だけど、アシュリーじゃないよ』

　アリナに詰め寄られたアシュリーは、しかし彼と同じ声で首をふった。どこからどう見てもアシュリーなのに、アシュリーではない。その矛盾にアリナはすぐ、とある存在に気がついた。

「まさか……フェイク……？」

　こくりと、アシュリー──いや、フェイクが頷うなずいた。

『〝シュラウドの本〟……いや、あの魔導書を取り戻したい』

　フェイクはこの窮地においても冷静だった。その目は本物のアシュリーよりもずっと大人びていて、よく見るとたしかにアシュリーではないことがわかる。フェイクの視線は強い敵意とともに、【剣聖】に向いていた。

『あの書は初代【大賢者】より、歴代の【大賢者】が脈々と受け継いできた魔導書、〝賢魔書サージ・リベル〟──神域デイアスキルが記載されている』

「……神域デイアスキル……？」

『書が手に入れば、あとは俺がなんとかする』

「なんとかって……」

　それでアリナは、ようやく今なお窮地に変わりないことを思い出した。【剣聖】に目を向けると、彼は探るように注意深くフェイクを観察している。

　ジェイドの〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉どころか、アリナの〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉すらも通じない。神域デイアスキルをものともしない【剣聖】に、どう対抗するというのか。

「ふむ。キミもこの魔導書が狙いか。私も万能神ではないのでね。ましてや今の私の体は〝出張用〟の分身だ。本体の十分の一の力も発揮できないのだが、キミがどういう存在なのか、説明してくれるとありがたい」

「ぶ……分身……!?」

　ぞわりと鳥肌が立った。あれほどの圧倒的な力を見せておきながら、本来の力を発揮していないなんて。

『こっちの手の内明かすわけないじゃん』

　しかし、フェイクはアシュリーらしい生意気な口調で、淡々と斬って捨てた。真っ向から【剣聖】を睨にらみ据え、彼の威圧に一歩も引くことがない。

「ふむ。それもそうだ。なら、ひとつ遊びといこう」

『遊び？』

「キミたちは弱すぎる。まるで相手にならないので、真正面から戦う価値もない。そんなのに時間を割いてやれるほど私は暇ではない。そこまで丁寧に言わないとわからないかね」

　やれやれと肩をすくめ、【剣聖】は先を続けた。

「この【剣聖】の分身を倒し、この魔導書を取り返してみたまえ。できなかった場合、近くの田舎町を一つ、潰すことにする」

「……！」

　は、とアリナは息を吞のんだ。

　このダンジョンから最も近い田舎町。考えるまでもない。フィールアだ。

「……何が遊びよ……っ」

　激しい怒りが、焦燥感が、アリナの胸にせり上がってきた。

　脳裏には、何も知らずに家で過ごす母の、弟の、冒険者たちの顔が浮かんだ。決して高望みしたりせず、毎日を慎つつましくも仲間と楽しく過ごす彼らの平和を、侵す権利など誰にもない。

　なぜ、何の関係もないフィールアの人たちを巻き込むのだ。

「今ここでぶっ飛ばしてやる！」

　アリナは手に大鎚ウオーハンマーを出現させた。地を蹴りあげ、【剣聖】に迫る。確実に大鎚ウオーハンマーの間合いに敵をとらえ、渾こん身しんの力で振り抜いた。──が、その打撃はむなしく宙を切るだけだ。

「遅くてあくびが出る。こちらは歩いているだけなのだが」

「……っ」

　うかつに近づいたらまた先ほどのようにカウンターで重い一撃を食らい、戦闘不能にされる。その可能性に今更気づいて、アリナは慌てて距離をとった。その致命的な隙を突かれなかったのは、単なる偶然で、【剣聖】の気まぐれにすぎなかった。

「──足りんな」

　ふいにぼそりと、【剣聖】が低くつぶやく。

「足りないな。全く、足りない。それが全力か？　期待外れもいいところだ」

「……」

「──ああ、そうだ、こう言えば、少しはマシになるのかな」

　ぶつぶつつぶやいていた【剣聖】は、ふいにアリナに目を向けた。そしてにまりと、口角を吊つり上あげる。

　おぞましいほどに悪意に満ちた、酷薄な笑み。底の見えないほどの闇を見せる暗い瞳。それらをアリナに向けて、【剣聖】は告げた。

「シュラウドは、私が殺した」
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　アリナの頭の中が、真っ白になった。

「は……？」

　思考が停止した後は、ただ反射的に口が動くだけだった。

「なに……言ってんの……？」

「もう何年前になるかな。ちょうどこのダンジョンでね。まさかあやつがそこらの魔物に殺されたと、本気で信じているのかね。おめでたいやつだ。いや、いっそ幸せ者か？　憎むべき相手が、今までいなかったのだから」

「な……なん……」

「あやつめ、この私を相手に生意気にもあがきよった。実力は天地ほども差があるというに。あんな世捨て人でも、死にたくないと思うものなのだなぁ？」

「……！」

　──あーあーわかったわかったぱーてぃーにするぱーちーにする。

　ふと、シュラウドの面倒臭そうな顔が、アリナの脳裏でよみがえった。

「そういえば、大事な約束があるから死ねないとかなんとか、青臭いことを言っていたな。まあ、そんな御託は、心臓もろとも踏み潰してやったが」

　──俺は弱いが、約束は守る男だからな。

　シュラウドと交わした指切りを思い出した。

「もちろん私が殺したという証拠は消した。奴やつの死体もそこそこ魔物に喰くわせて、それらしくしておいたよ。死体は見たかな？　なかなかだっただろう」

　──……シュラウドは……もう帰ってこない……。

　シュラウドの仲間たちの、憔しよう悴すいした顔を思い出した。幼いアリナに、頑かたくなにシュラウドの死体を見せようとしなかったことも。

「弱者というのは本当に哀れだ。強者を前に、生を許される権利すらない──」

「ああああああああッッ！！！！！」

　気づいたとき、アリナは怒りに目を見開き、顔面を真っ白にして咆ほう哮こうし、【剣聖】に襲いかかっていた。

　力任せに、激しい憤ふん怒ぬのままに、大鎚ウオーハンマーを振り回す。だが当然めちゃくちゃに振り回されるだけの攻撃は、【剣聖】にかすりもしなかった。

　ただ空を切る大鎚ウオーハンマーの旋風が、アリナの激情を表すかのようにエントランスに吹き荒れるだけだった。

「当たらんなぁ届かんなぁ！　その程度のちっぽけな怒りでは！」

【剣聖】が笑った。ガッとアリナの腕が強引に摑つかまれる。

「軽い。弱い！」

　ずぐん、と【剣聖】の拳がアリナのみぞおちに叩たたき込こまれる。

「がふっ……！」

「足りんのだよ。絶望が。憎ぞう悪おが。恨みが。憤ふん怒ぬが！」

　蹴り飛ばされ、アリナは階段を転げ落ち、ゴミのように転がった。だがすぐさま消えた大鎚ウオーハンマーを生み出して、ただ怒りのままに、シュラウドを殺した敵に殴りかかる。痛みなど感じなかった。

「その程度で何が最強か、小娘が!!」

　今度は大鎚ウオーハンマーを振りかぶることすら許されなかった。階段の半ばにして、一息に間合いを詰めた【剣聖】が眼前に躍り出る。

「弱者は這はいつくばっておけ」

　ぱっと鮮血が飛ぶ。

　いつの間にか【剣聖】の声はアリナの背後から聞こえた。すでに彼の剣はふりぬかれ、アリナの脇腹には冷たい感覚。

　それはみるみる熱くなり、血をこぼした。しまった、と思ったときにはもう、がくりとアリナは膝をついていた。〝停止〟を与える神域デイアスキルが、急速に全身の力を奪っていき、行動不能に変えていく。

　大鎚ウオーハンマーが消え、どしゃ、とアリナは地面に倒れ伏した。

「〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉。なるほど、すばらしいスキルだ。宝の持ち腐れだが」

『──書よ応えよ！　荒れる雷よ、奔はしれ！』

　そのとき、フェイクの詠唱がエントランスに響いた。バチバチッと紫電が爆はぜ、それは瞬またたく間まに【剣聖】に襲いかかる。──が、雷の攻撃が確かに【剣聖】を捉え通り過ぎた後も、【剣聖】は眉一つ動かさず、その場に立ち尽くしていた。

「……なんだその子供だましは」

　なんのダメージも受けていない。そもそもアシュリーの魔導書には、護身用程度の回復や攻撃魔法しか記載されていないのだ。

【剣聖】の目が、すっと冷たく細められた。あまりに弱い、あまりに存在価値のない力の介入に、興が冷めた──そう言わんばかり、蔑んだ目がフェイクに向いたとき、フェイクはもう、膝をついていた。

　いつの間にかフェイクを通り過ぎていた【剣聖】の手には、刃から血を滴したたらせる〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の剣。そしてフェイクの腹は、深々と切り裂かれていた。

「……っ！」

　フェイクは為なす術すべもなく、血をぶちまけながらどさりと倒れ伏す。

「……さて、もう立つものがいないが。遊びは私の勝ちということでいいかね？」

　応える声はない。彼の目は倒れているジェイドたちに向いた。

「ではあの景気の悪そうな田舎町の前に、ここの弱っている虫けらから、殺していこうかね。放っておいても死にそうだが」

「……っ」

　どきんとアリナの心臓が跳ねた。

　だが、もう立ち上がる権利さえアリナには残っていない。

　倒れた視界のなかで、【剣聖】の足がジェイドたちに向かって行く。

「ス……スキル発動……！」

　アリナは懸命に口を動かした。だが応じる光はない。〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の一撃により、アリナはスキルを行使する力すら停止させられていた。

「──スキル、はつ、どう……！」

　頭に浮かんだのは、〝今〟、守るべき人たちだった。

　これまで一緒に戦ってきたジェイド、ルルリ、ロウ。フィールアにいるみんな、家族──

　バカだ。シュラウドの死を愚弄された怒りで、残っていたわずかな可能性さえ踏み潰した。

　──辛つらくなったら、いつでも帰っておいで。

　母の優しい言葉が何度も脳裏によみがえる。ここで自分が死んだら、その全てをなくしてしまう。なくしたくない。失いたくない。もう二度と、大切な何かを、なくしたくない。なのに──

「──スキル、はつ、どう……ッ！」

　視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。アリナの目からぼろぼろと涙がこぼれ落ちた。

　泣いてる場合じゃないのに。泣いてたって状況は変わらないのに。

「嘆かわしいな。弱い上に立ち上がる胆力すらないとは」

　軽蔑するような目をちらりとアリナに向けて、ジェイドの前に【剣聖】が立った。〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の剣が彼の首筋に狙いを定める。

　勝てない──

　アリナの心を圧倒的な絶望が支配した。
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　ジェイドは突きつけられた現実に、唇を嚙かむことしかできなかった。

　勝てない。いや、【剣聖】と同じ土俵に上がり、戦うことすら許されない。それだけは明白だった。アシュリーから託された魔導書も奪われ、今、アリナの故郷も、彼女が守りたかったものも、いともたやすく踏みにじられようとしている。

（くそ……くそ……ッ！）

【剣聖】の矛先が自分に向こうとしていた。迫り来る死の恐怖は感じなかった。盾役タンクとなったその日から、戦いのなかで自分が死ぬことは覚悟していたからだ。命と引き換えに仲間が助かるならどうってことはないと、常に思っている。

　だから、恐怖の代わりに心を埋めるのは、焼き尽くさんばかりの悔しさだった。

　自分が死ぬということは、アリナが悲しむということだ。自分の死は許容できても、彼女を悲しませることだけは絶対に許容できなかった。

　動かせない視界の端で【剣聖】の靴がゆっくりとこちらに歩み寄るのが見える。チラチラと光を反射し輝くのは、〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の切っ先だ。それはまっすぐにジェイドの首筋へと狙いを定め、固定された。

　死ぬわけにはいかない。だが、死を回避する手立てがない。

（何か……何かないのか……ッ）

　指をくわえてみすみす殺されるのを待つしかないのか。焦あせりと、悔しさと、無能な自分への怒りで、ジェイドの思考は乱れていた。

「……ジェイド……」

　そのとき、ふとか細い声が聞こえた。まるで誰かに助けを求めるような、すがるような儚はかない声だった。生まれつき並より優れた五感を持つジェイドだからこそ聞き取れた、そんな小さな声。その声の主の方へ──アリナの方へと目を向けた瞬間、ジェイドはそれまでの思考や感情が吹き飛んだ。

　アリナが泣いていた。ジェイドと同じだ。目の前の現実に負け、悔しくて、腹立たしくて、でもどうすることもできない、無力感に苛さいなまれた表情──

　アリナのその悲しそうな顔を見た瞬間、ぷつんとジェイドの頭の中は真っ白になった。

「……！」

　ガッ、とわずかな衝撃。

　気づいたとき、ジェイドの右手が〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の刀身を鷲わし摑づかみにしていた。

「ほう……？」

　ジェイドの首を貫かんとしていた剣は、その寸前で止められた。【剣聖】が力を込めても、それ以上押すことも引くこともできなかった。

　神域デイアスキルによる〝停止〟の効果でジェイドの体は動かないはずだ。それを無視して右手を動かしたジェイドに、【剣聖】がわずかに目を見張る。

「……させ、ねえ……！」

　何が起きているのかジェイド自身もわかっていなかった。だが右腕だけは自由を取り戻していたのだ。ジェイドはその手に全ての力を込めた。

「アリナさんだけは、悲しませねえ……！」

「私の神域デイアスキルを破った……？　いや、なるほど、相そう殺さいか」

　剣の刀身を生身の手で摑つかんだというのに、ジェイドの手から一切の血が流れていない。代わりにその手は眩まばゆいばかりの白い光で包まれていた。

「〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉の光。無意識下で神域デイアスキルを発動させたというのか。全体ではなく一点に集中させることで効果を高め、私の〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉を相そう殺さいした……いや、御託はいいな。凡人の体で二度も神域デイアスキルを発動させたことが、まず驚きだ。いやはやなんという男だ」

　興味深い実験動物でも観察するかのように、【剣聖】が笑う。

「だが自由を取り戻したのは腕だけか。それで何が出来る？」

【剣聖】の嘲笑に呼応したかのように、ジェイドの右手に収束した〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉の光が徐々に弱まっていく。

「……っ、スキル、発動……！　〈巨デ神イのア〉──」

　再び〈巨デイ神ア・のウオ盾ール〉を発動させようとしたジェイドの詠唱は最後まで続かなかった。【剣聖】の容赦ない蹴りがジェイドの顔にぶち込まれたからだ。

「あがッ……」

「だから、その程度の抵抗で、何が出来ると、聞いているのだ」

　ぶしゅっと嫌な音をたてて、〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の剣を握るジェイドの手から、血が噴き出した。白い光は消きえ失うせ、わずかな希望だった右腕から力が抜ける。

「無意味なことはやめておけ。ただでさえこの時代の凡人に、神域デイアスキルの発動は負荷がかかりすぎる。三度目は脳みそでも破裂するのではないか？」

「……っ」

「さて、面白いものを見せてもらったが、私も忙しい身でね。分身の操作にばかりかまっていられないのだよ」

「やめろ……ッ！」

「さっさと君らを片付けて、田舎町を一掃して、そろそろお暇いとまさせてもらおうか」

「やめろッ!!」

「弱者の君にそれを言う資格はないよ」

「やめ──」




『待て』




　ジェイドの怒声は、ふいに発せられた静かな声に遮られた。
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「……なに？」

　それまで優位を崩さなかった【剣聖】の顔に、初めてわずかな困惑が見えた。振り向いた【剣聖】が見たもの──それは、立ち上がったフェイクだったのだ。

「私の剣を受けながら、なぜ動ける？」

『さあね』

　アシュリーの口調でぶっきらぼうに言うと、フェイクは、一冊の本を取り出した。

　古めかしい魔導書だ。それは【剣聖】がジェイドから奪ったはずの賢魔書サージ・リベルだった。

「……！」

　わずかに、【剣聖】の目が見開かれた。

　フェイクは肩をすくめて見せる。

『さっき、盗とらせてもらったよ。脇が甘いんじゃないの、【剣聖】サン。この姿なら油断して近づいてくれるとは思ったけどさ』

「……」

【剣聖】はジェイドに振り下ろそうとしていた剣をおろし、静かにフェイクと対たい峙じした。その涼しげな表情は、魔導書を奪われた程度、なんとも思っていないようだ。

「賢魔書サージ・リベルを得たところで何が出来る？」

『彼らをお前なんかに殺させねぇ』

　一方的に言い放つと、フェイクは一息の間を置いて、ぽつりと口を開く。

『──アシュリーにも、君たちにも、感謝してもしきれねぇ。ありがとう。あの日から、ここまで、この書をつないでくれて』

　フェイクの手の中の賢魔書サージ・リベルが、ぽう、と光を宿した。

　編へん纂さん者たる歴代の【大賢者】しか扱えないはずの賢魔書サージ・リベルに、力が宿ったのだ。

「!?」

【剣聖】が警戒するように飛とび退のいた。フェイクは構わず、静かに口を開く。

『書よ応えよ──我は書の主なり』

　瞬間。賢魔書サージ・リベルが開いた。旋風が巻き起こり、ばらばらばら！　とページが躍る。その光景に、【剣聖】が動揺の声をあげた。

「なぜお前に賢魔書サージ・リベルが反応する!?」

『──書に命ず、記された文字を解き放て』

　ぴたり、と賢魔書サージ・リベルがあるページを開いて止まった。音もなく浮き上がり、フェイクの手を離れた瞬間。カッと白い文字が空中に解き放たれた。見たこともない文字がらせん状に回り、広がり、エントランスいっぱいに展開する。




『文字で編まれた魂よ、今こそ真なる形を成せ──シュラウド・ラウグーン！』




　白い文字たちが、一斉にフェイクへと飛びかかった。それは白く輝く文字のリングとなり、フェイクの足元から上へ、上へとぐるぐる回りながら上がっていく。文字のリングが通り過ぎた体には、異変が起きた。

　スキルによってアシュリーの姿を模していた体が、次々と書き換わっていくのだ。最初に見えたのは足。どこにでも売ってそうな安い防具と剣。ひょろりとした瘦せ型の体。無ぶ精しよう髭ひげの生えた顔。

「……う……うそだ……」

　アリナが思わずかすれた声を漏らしていた。

　やがて白い文字のリングがフェイクの体を一巡し、後には全く違う姿の男が立っていた。

[image: ]

　こんな窮地に現れるヒーローとしては、あまりにそぐわない背格好の男だ。どこにでも売ってそうな装備にひょろひょろの体つきをした、どこにでもいそうな冒険者。面倒くさそうなしかめ面つら。二、三日は手入れを怠っていたであろう、だらしのない無ぶ精しよう髭ひげ。覇気というものは一切なく、【剣聖】と対たい峙じするにはなんとも頼りない姿だ。

　だが、アリナは彼を知っていた。幼い頃の、アリナの全てだった。心の底から頼り、憧れ、信じていた男だ。

　懐なつかしい、シュラウドがそこに立っていた。

「てめぇの思い通りに行くなんて思うなよ。【剣聖】」
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「はは、ははは！　まさか、こんなことがあろうか！」

【剣聖】の笑い声がエントランスに響き渡った。

「シュラウド・ラウグーン……いや、【大賢者】よ！　まさかこんなところで再び会おうとは。これは一杯食わされたぞ」

「書よ応えよ。癒やしの風よ吹け！」

　ふわり、と優しいそよ風がエントランスを吹き抜けた。たちまちアリナの体に力が戻った。脇腹の傷は塞がり、傷痕はすっかりきれいになっている。

「ふむ。私の神域デイアスキルによる〝停止〟をも解く……その力、間違いなく賢魔書サージ・リベルだ」

「シュラウド、なのか……!?　どういうことだ!?」

　ジェイドが身を起こしながら、困惑の表情を浮かべている。アリナも一体目の前で何が起きているのか、まるで理解が追いつかなかった。

　シュラウドは死んだはずだ。死んだ人は生き返らないはずだ。なのになぜ、幼い頃の記憶と同じ格好のまま、彼がそこに立っているのだ。

「説明は後だ。まずはこのめんどくせぇおっさんの分身をどうにかするぞ」

「ほう。一度私に殺された身で、どうにかできるとでも」

「当然よ。本体が相手ならいざ知らず、分身程度にこの俺が負けるはずがねえ」

　く、と【剣聖】は短く笑った。

「確かに、お前を殺した時は本体であったな。ならば見せてもらおうか」

【剣聖】が〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉を構えた。負けじとシュラウドも、賢魔書サージ・リベルを前に突き出す。

「書よ応えよ。古いにしえに眠る賢き者、継承されし破壊の大鎌を解き放て──〈巨神の滅鎌デイア・フアルクス〉！」

　詠唱を終えた瞬間、白い光となった賢魔書サージ・リベルが、たちまちその姿を変えた。

　刃に解読不能な白い文字が刻まれた、巨大な大鎌だ。肉薄した【剣聖】が剣を振り上げ、ざん！　と白い光が交錯した。

「……ほう」

　どさ、と音をたてて倒れ伏したのは【剣聖】のほうだった。いや、転がったと言った方が正しいか。その身は上下でまっ二つにされ、〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉の剣が刀身の途中ですぱりと刈り取られていたのだ。

　驚く【剣聖】に鎌をかついだシュラウドが吐き捨てる。

「分身が扱う神域デイアスキルなんてまがい物よ。てめぇ、ジェイドのことなんも笑えねぇからな」

「分身などいくらでもつくれる」

　言うなり、二つに裂かれた【剣聖】は砕け、跡形もなく消滅した。だがそのときにはもう、同時に生成された新たな【剣聖】が、背後からシュラウドに襲いかかっていた。何事もなく〈巨デイ神ア・のグラ斬デイ剣ウス〉も再生され、その一撃がシュラウドに迫る。しかしシュラウドは、迎撃の構えをとろうとしない。

「シュラウド！　後ろだ！」

　咄とつ嗟さにジェイドが声を上げた。だがシュラウドは振り向こうとも、その場からピクリと動こうともしなかった。

　代わりにぼそりとこう言った。

「〝真しんに破壊をもたらすもの〟がなんなのか、その身でよく味わうんだな」

「……？」

「なあ……！　安全地帯でこそこそ分身操っている、本物さんよォ！」

　は、と【剣聖】が剣を止めて空を仰いだ。その視線の先──そこにはすでに、アリナが高く舞い上がっていたのだ。

「スキル発動──」

　放たれたのは金色の光。アリナの手に温かな光が集中する。それは太陽と見まごうばかりの輝きを放ち、金の大鎚ウオーハンマーを形作ってアリナの手元に納まった。

「──〈全てを討ち滅ぼす者デイア〉」

　瞬間、目もくらむほどの光が、広いエントランスを包み込んだ。







　無音の世界だった。

　極限まで集中力を高めたかのように、アリナの五感は冴さえ渡わたっていた。アリナはいま、この空間で起きるあらゆる事象を把握していた。

　まるで一時その場の神となり、全てを支配したかのように。

　アリナが振り下ろした大鎚ウオーハンマーの一撃を、【剣聖】が咄とつ嗟さに剣で受ける。だが、その剣はアリナの打撃の前に折れる──そう望めば、その通りになった。

【剣聖】の目がわずかに見開かれた。剣をたたき折り、ぶち込まれた大鎚ウオーハンマーの一撃は、【剣聖】の体を粉々に破壊する。

　くるりとアリナは振り向いた。背後に、新たに生成された【剣聖】が肉薄していたからだ。

　返す大鎚ウオーハンマーで、アリナが狙ったのは左腕。と思った瞬間には、もう大鎚ウオーハンマーは狙い通りに振り抜かれ、【剣聖】の腕をとばしている。さらにもう一撃。これが決定打だ。なぜならこの一撃で、【剣聖】は分身を作れなくなる。アリナがそう望むから。

「……！」

　大鎚ウオーハンマーが【剣聖】の脳天に叩たたき込こまれ、【剣聖】は地へと落ちる。トドメをささんと、アリナは大鎚ウオーハンマーを振り上げた。

「これで……！」

　ほう、【剣聖】がつぶやいた。アリナと、己を破壊する大鎚ウオーハンマーを見上げ、薄く笑った。

「──面白いじゃないか」

「終わりだァァァァァアアアア──────ッッッ!!!!」

　燦さん然ぜんと輝く大鎚ウオーハンマーを【剣聖】の土手っ腹へ叩たたきつけた瞬間、【剣聖】の体中に黄金の稲妻が走り抜ける。その光は【剣聖】の体を粉々に打ち砕いた。

　目的は果たした──そう思った瞬間。ぷつんと集中が解けて、音が戻り、アリナの支配は消失した。
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　薄暗い部屋の中、バチィ！　とすさまじい衝撃音が部屋に響き渡った。

　分身を操作していた〝本物〟の【剣聖】の右腕に、肩まで黄金の稲妻が走り抜けたのだ。かと思うと肩から先がはじけ飛んだ。

「……！　ほう……」

　右腕を失った体を見て、【剣聖】はわずかに目を見張った。分身と接続していた腕だ。分身を破壊した際の大鎚ウオーハンマーの威力が、その接続を通じて本体側にまで影響したというところか。

「……全てを討ち滅ぼす者デイア。なるほど。これはこれは……」

【剣聖】はお気に入りの椅子から立ち上がり、わずかに口角を吊つり上あげた。

「しかし、軽いな。まだ」

　次の瞬間には、消し飛んだ右腕が何事もなかったように戻っていた。右腕一つ、吹き飛ばした程度。その程度の力で何を打ち砕けようか。痛くもかゆくもない。

「まあ、面白いじゃないか。今回は、私の負けということにしてやろう」

【大賢者】の復活により、計画はわずかに狂った。が、それすら愉たのしむかのように、【剣聖】は小さく笑い、薄暗い部屋から出て行ったのだった。
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「アリナさん！」

　呼びかけられて、は、とアリナが我に返ると、無音の世界は終わっていた。

　ジェイドが心配そうにアリナの顔をのぞき込んでいる。

「アリナさん、平気か？」

「……うん。大丈夫。ていうか、無我夢中でなにがなんだか……」

　今のはなんだったのか、深く考えるよりもまず、アリナは周囲を見回した。ルルリやロウもジェイドと同様、大きな怪け我がは治癒されているようだった。

「みんな無事だ。シュラウドの治癒が効いてる」

「……シュラウド……」

　ほっと息をついた後、アリナの視線はおのずと、ばつが悪そうに立っているシュラウドに向く。

「……ほんとに……シュラウド……なの？」

　姿形は疑いの余地もなく、シュラウドその人だった。フェイクがスキルを使って外見だけを似せているという可能性も、これまでの言動からは考えにくい。つまり、目の前の人はどう考えても、アリナの知るシュラウドなのだ。

「俺がシュラウド以外のなにかに見えるか？　リーティアン以来だな、アリナ」

「う、うそだ！　なんで、なんで……なんで!?」

　シュラウドは気まずそうにアリナから目をそらした。

「シュラウドは死んだのに！」

「死んだ。確かにな。今お前の目の前にいる男が完璧な人間かっていうと違うんだ」

「ッ、この……！」

　思わずアリナはシュラウドに詰め寄って、拳を振り上げた。だがその震える手は、シュラウドのみぞおちをえぐる前に力を失って、ぽすんと、その胸に当てることしかできなかった。

「説明、してよ……っ」

　唇を嚙かんだ。声が震えた。嬉うれしいのか、怒りたいのか、感情がぐちゃぐちゃになって自分でもどうしたらいいかわからない。そんなアリナの頭に、シュラウドの優しい手がぽんと乗った。

「お前には、ずいぶん悲しい思いさせちまった……悪かったな」

「っ」

　一度は止まった涙が、また止とめどなくあふれてきた。シュラウドに抱きついて、人目もはばからず、アリナは子供のように声を出して泣きじゃくった。

　嬉うれしかった。たとえどんな形であれ、彼にもう一度会えたことは。
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「……一体何が起きたんだ？」

　目を泣きはらしたアリナが落ち着くのを待って、ジェイドはシュラウドに尋ねた。

「完璧な人間じゃないって、どういうことだ」

「まあまあ説明はちゃんとするよ」

　言うなりシュラウドはエントランスに胡座あぐらをかいた。

「俺は確かに四代目【大賢者】。そして、シュラウドだ」

「……」

「知っての通り、俺は【大賢者】の顔を捨てフィールアに来たが、あの日、それが【剣聖】にばれた。おそらくダンジョン内で殺されるであろうことはわかってたんだ。……だが、俺はみすみす死ぬわけにいかなかったんでね。苦肉の策で、ダンジョンに入る前に自分の魂と肉体の情報を賢魔書サージ・リベルに書き込んだ。それをアシュリーに渡したんだ。【剣聖】に襲われて死に、俺の魂と肉体は活動を永久に停止した……情報だけを賢魔書サージ・リベルに残してな」

「そんなことが可能なのか……!?」

　驚きよう愕がくするジェイドに、ルルリが応えた。

「魔導書の基本はあらゆる情報の文字化と保存なのです。理論上は可能なのです……前例はないのですが」

「成功したのは賢魔書サージ・リベルだったからだ。これには歴代の【大賢者】たちの膨大な力が宿ってる」

「……」

「さすがに、人一人の魂と肉体を再構築するには、十数年っていう時間がかかったけど──だが、成功はした。俺はしばらく情報だけの中ちゆう途と半はん端ぱな状態で、〈巨デイ神ア・のイミ賢タテ眼イオ〉で姿をコピって借宿の肉体を使いながら、ここまできた」

「……そうなると、人間を一人、つくったということか……？」

　ジェイドにはとても信じがたい話だった。それではまるで、神のようだ。

「……ちがう。俺は死んだ」

　シュラウドはしかし、ジェイドの疑問を否定する。

「今の俺は賢魔書サージ・リベルに記載された情報の具現化。人の形をした本ってところか？　歳としもとらねえし、腹もすかねえし睡眠もいらない。それを人とはいわねえだろ──そこのお嬢ちゃんみたいに」

　シュラウドの視線はしっかりとナーシャに向いていた。は、とナーシャは驚いたように顔を上げる。

「ボクが見えるのか……!?」

　ナーシャの姿は、ナーシャの意図によって見せる相手を選ぶことができる。ナーシャの驚きようからするに、シュラウドには見えないはずなのだろう。

「見えるというより、情報としてわかる。この感覚、お嬢ちゃんならわかるだろ」

「……あ、ああ」

「まあ、俺には肉体の情報がある分、俺の方が人間に近いか。物には触れるし、周囲の人間からも問題なく認知される。体も透けねえしな」

「まあ、そうだけど……」

「いやーしかし」

　ぽんと膝を打って、ふいにシュラウドは声を明るくした。

「久しく見ねぇうちに、美人になったなぁ。アリナはよ」

「[image: な゛]っ」

　不意打ちだったのか、アリナはカエルの潰れたような声を出して、カァァッと耳まで赤くなった。まるで、恋する乙女のそれである。

「そ、そういうのいいから！」

　慌ててそっぽをむいて顔を隠しながら、アリナはじとりとシュラウドを睨にらみ付つけた。

「ていうか、フェイクがシュラウドだったってんなら、なんで処刑人なんかに成り代わろうとしたのよ!?　意味がわからないんですけど！」

「……」

　ふと、シュラウドは沈黙した。短い間のあと、シュラウドは小さくため息をつく。

「……アリナによ、戦ってほしくなかったんだ、俺ぁよ」

「……はあ？」

「それはアリナが小せぇ頃からずっと思ってた。冒険者を夢見てただけの普通の女の子がよう、戦場に引っ張り出されて戦わされるって想像したら、どうしても、そんな運命は回避してやりたくてさ……受付嬢をすすめたんだ、が──」

　言いながら、シュラウドは忌いまわしい記憶を思い出したといわんばかり、さあっと顔面を真っ青にさせて、両腕を抱きガチガチと歯を鳴らした。

「受付嬢は受付嬢で、地獄だったわ……！　休暇前の残業、まじで死ぬより辛つらかった。思い出すだけで鳥肌が立つ」

「シュラウドが処刑人の真ま似ねなんかして余計なことするからでしょ!?」

「いやまそーなんだけどよう」

　一通りごにょごにょ言ったシュラウドは、おもむろに立ち上がり、アリナの頭をぽんとなでた。

「ま、そーだな。俺の余計なお節介だった。俺が思ってる以上に、アリナはずっと強かったんだな」

「……っ」

　再びアリナの顔が真っ赤になり、アリナはもう言葉も出なくなって、うつむいてしまった。シュラウドはアリナの気持ちに気づく様子もなく、がははと笑う。

「じゃ、帰り道気をつけろよ。治癒はしてあるが、きちんと診てもらえ」

「ちょ、ちょっと、どこか行くの？」

　アリナが慌てて立ち上がる。

「【剣聖】が俺を狙っている。さすがに賢魔書サージ・リベルを持った俺を安易に襲撃するこたぁねえだろうが、それでも危険なんだ。お前らとはいれないよ」

「……」

「それにこの顔でフィールアにはさすがに帰れねえからな。化けて出たのかって討伐されちまう。【大賢者】に戻るつもりもねえし」

「……でも」

「事実、俺は死んだ。それでいい」

　アリナは押し黙り、わずかに視線を落とした。その様子を見てジェイドは沈痛な思いがする。アリナとしては、ずっと死んだと思っていたシュラウドに再び会えて、心の底から嬉うれしかっただろう。これまで起きたことや、これからのことを、思う存分話したいはずだ。

　だが、数秒の沈黙のあとにアリナが顔をあげたとき、アリナはいつも通りのむすっと顔で、腕を組んだ。

「そういうことなら仕方ないわね。今度は死なないでよね。もうあんな思いするの、まっぴらごめんなんだから」

「悪かったって……」

「い、いいのかアリナさん？」

　ジェイドは思わず口を挟んでいた。

「シュラウドが目の前にいるんだぞ……!?」

「いいの」そう言ったアリナがどこか清々しい顔をしていた。「それにもう長期休暇も終わるし、仕事始まったら忙しくてシュラウドと話してる暇なんてないのよ。〝ジェイド〟になって残業手伝ってくれるってんなら、歓迎だけど？」

「さ、さァーて俺はそろそろ行こうかな」

　アリナの視線から逃れるように、冷や汗をたらたら流したシュラウドが視線を泳がせる。

「……待ってくれシュラウド、一ついいか？」

　一つどころじゃなく聞きたいことは山ほどあるが、ジェイドは最後に声をかけた。

「どうして【剣聖】は【大賢者】を殺す必要があるんだ？　【剣聖】は何を企たくらんでいる」

「……」

　ぴたり、とシュラウドは足を止めた。わずかにこちらを振り向いた顔は、どこか険しい。

「四聖のなかでも【大賢者】だけいろいろフクザツなんだよ。いや、フクザツなのは【剣聖】も一緒か。まあ、その話はいつかしよう。どうせまた会うだろうし、お前らもいずれどこかで知る」

「どこかって……」

「──お前ら、【剣聖】に手も足も出なかったろ」

　シュラウドの一言に、はっとジェイドは口をつぐんだ。ジェイドだけではない、アリナやルルリ、ロウも、苦々しげに顔をしかめている。

「……ああ。悔しいが、今回ばかりは本当に終わりだと思った」

　正直な感想をジェイドは口にした。言い終わった後は唇を引き結び、知らずのうちに視線は落ち、両手を強く握りしめていた。守るべきものがある状態で、これほどまでの敗北を、無力感を味わったことはなかったのだ。それほどまでに、【剣聖】の力は圧倒的だった。

「それでいいさ、あんなバケモンみたいな奴やつには、正直誰も勝てねえよ」

「！」

　だが、あっさりとシュラウドがそんなことを言ってのけるので、ジェイドは驚いて目を見張った。顔を上げると、頼りない外見の冒険者にはそぐわない、強い瞳がジェイドを突き刺した。

「だが、勝たなきゃいけねぇ。今回は危うくフィールアが焼け野原になるところだったが、もし、【剣聖】を止める奴やつが誰も居なくなった場合、焼け野原になるのはフィールアどころじゃ済まねえんだ」

　シュラウドはそう言うと不快そうに眉根をよせて、ジェイドたちから視線をそらし、低い声でつぶやいた。

「【剣聖】は、この大陸そのものを破壊するつもりだからよ」

「！」

　末恐ろしい【剣聖】の目的に、ジェイドたちは凍り付いた。大陸を破壊するなんてそんな馬鹿な、と笑い飛ばしたいところだが、しかし【剣聖】の力はあまりに底知れない。

「……ジェイド。残りの四聖の、【聖母】と【守護者】を頼れ」

「え？」

「お前らは十分強いよ。これ以上の力を望むなら、もうそれしかねえ。もちろんあいつらは【剣聖】の正体なんて知っちゃいねえから、そこはうまくやるんだな」

「四聖を……？」

「ま、そういうわけだ」

　言うだけ言って、話は終わりとばかり、シュラウドはさっさとファルマの館から出て行こうとする。ふと、ジェイドはアリナに目を向けた。すっぱりと割り切っている様子だったが、やはりアリナは、去ろうとするシュラウドの背中を、名残惜しそうにじっと眺めていた。

「アリナさん」

「……なによ」

「ちょっとくらい話してきてもいいんじゃないか？」

　は、とアリナは体を強こわばらせた。

「べ、別に……これが今生の別れじゃないし」

「こういうのは、後回しにしないほうがいい」

　素直じゃないアリナの背中を、ジェイドはぐいっと強引に押し出した。今生の別れではない──が、【剣聖】がシュラウドを狙っていることは事実だ。アリナにこんなことを言いたくはないが、彼はいつ死んだっておかしくない状況であることに変わりない。

「話してこいよ。今までのことも、好きなだけ」

「……わかった」

　やや不満げな気配をにじませつつも、アリナは慌ててシュラウドの背中を追いかけていった。
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「シュラウド！」

　ファルマの館を出ようとしていたシュラウドにアリナが声をかけると、彼は何の驚きも反応もなく、何でもないように軽く振り向いた。

「おお、どうしたアリナ」

「……。ほんとに、良くも悪くもシュラウドね……」

　十数年ぶりの再会を果たしたばかりとは思えない、まるで数ヶ月ぶりに会った親戚かなにかのような反応だ。はあっと思わず強めのため息をついて、アリナは顔をしかめた。

「〝おおどうしたアリナ〟じゃないわよっ。【剣聖】に狙われたかなんだか知らないけど、ぽっくり死んで、あんだけいろんな人を悲しませておいて、しれっと復活して、しれっと消えようとして……！　ほんと、無責任なんだから……っ」

　言っている途中で声が震えた。いけない、また泣いてしまう。アリナが顔面に力を込めて必死に涙をこらえていると、ぽつり、とシュラウドが言った。

「……ああ、悪ぃな」

「……」

　シュラウドを責めたって仕方のないことだ。むしろ生き返るはずのない彼が、どんな形であれ蘇よみがえった喜びを伝えるべきなのに、うまく言葉が出てこない。そうしているうちに、シュラウドの目は、遠巻きにこちらを見守るジェイドに向いていた。

「あのタフな盾役タンク、ジェイドっつったか」

「？　そうだけど」

「……もしや恋コ人レふごぉっ」

　シュラウドが大真面目な顔をして小指を突き立てた瞬間、出現させたアリナの大鎚ウオーハンマーがシュラウドのこめかみを殴り飛ばしていた。ずざざざっと地をすべり、遠くの方でぴくぴくしているシュラウドに、アリナは青筋を立てて声を震わせる。

「違うっつってんでしょどいつもこいつもどいつもこいつも……っ！」

「い、いや、なかなか男を見る目があるじゃねえかって思ってな……」

「あいつはただの変態クソストーカー野郎なの！　それ以上でもそれ以下でもなし！」

「そ、そうかいそうかい」

　よろよろと立ち上がったシュラウドは、眉を吊つり上あげるアリナをふいにじっと見下ろした。その優しい瞳は、小さい頃に見たときと変わっていなかった。

「な、なによ」

「戦いっぷりはリーティアンの時にも見させてもらったよ。アリナは俺が思ってた以上にずっと強かったな」

「……」

　アリナを戦わせたくなかった。シュラウドはそう言っていた。確かにシュラウドは、まだ生きていたあの頃からずっと、アリナが冒険者になることには反対していた。まるでアリナが、将来神域デイアスキルを手に入れ、それ故に多くの戦いに巻き込まれることになる未来を、知っていたかのように。

「……。シュラウドが死んでから、いろいろ、あったんだよ」

　いろいろ。話したいことはたくさんあったはずなのに、そんな言葉しか出てこなかった。ジェイドたちとの戦いの記憶や、彼らと乗り越えてきたものは、一言ではとても語り尽くせなかった。

　しかし何な故ぜだろう、小さい頃はあれほど願った〝シュラウドの蘇そ生せい〟が、今こうして叶かなったというのに、激しい感情に飲まれることなく、客観的にその事実を受け入れている自分がいた。復活して早々、どこかへ消えゆこうとする彼に対しても、寂しさのようなものは感じない。

　きっと昔の自分だったら、泣き叫んで止めていただろう。強引にでも一緒にいようとしただろう。ジェイドたちに会う前の自分だったら。

「……」

　ちらりとアリナは後ろで待つジェイドたちに目を向けた。彼らは楽しげに三人で話し込んでいて、アリナにシュラウドと二人で話す時間を作ってくれていた。そんな気遣いが、心地よかった。

　ああそのせいか、とアリナは納得した。アリナの居場所は、あそこにあるのだ。居場所があるから、シュラウドがいなくても全然、平気なのだ。

「ああ。わかってるさ」

　そんなアリナの変化を全て見透かしているかのように、シュラウドは小さく頷うなずいた。

「……。約束、覚えてる？」

「覚えてるぜ」

　シュラウドが死んでしまう前。アリナは実家の四つ葉亭でシュラウドと指切りをして、いつかシュラウドとパーティーを組む、という約束を交わしていた。

「まだ叶かなってないからね。今回のは、パーティーを組んだうちに入らないから！」

　何しろアリナは、今回何もできていない。シュラウドに助けられ、シュラウドにお膳立てされて、ようやく【剣聖】の分身に一撃を叩たたき込こんだだけだ。パーティーを組んで一緒に戦った、などという状況とはかけ離れている。

「わかってるさ」

「……わかってるなら、いいけど」

　むす、とアリナが唇を突き出すと、シュラウドはにやりと笑った。

「まあまた会おう。俺は、約束は守る男だからな」

　そう言ってシュラウドは軽く手をあげると、今度こそファルマの館を出て行ったのだった。
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「もう、みんなボロボロでびっくりしたんだからね！」

　長期休暇の最後の夜、アリナたちは四つ葉亭に集まり、母イレイザの作った夕ご飯を皆で囲んでいた。

　ファルマの館を出た時には陽は傾き始めていて、四つ葉亭に帰ると、母が明日には帰ってしまう娘のためにいそいそと夕飯をつくって待っていたのだ。そんなところへそろってボロボロな姿で帰ってきたアリナたちを見て、イレイザは薬屋まですっとんでいき、もう店じまいしていた店主をたたき起こしたのである。

「まさか帰りに乗った馬車が暴走してひっくり返るなんて。みんな無事でよかったわ～。……にしても馬車まで使うなんてどこまで行ってたの？　母さん、てっきりルルコアで遊んでるものとばっかり」

「あーいやえっとそれは」

　さすがののんきな母相手でも、苦しい言い訳だったか。アリナが口ごもっていると、思わぬところから助け船が飛んできた。

「隣の村のベベルでしょ。あそこ、近道しようと思うと荒れた道通らないといけねーし、馬車がよく転んでる」

　アシュリーだ。

「あーあーそうそう」

「あらまあ、それは大変だったわね」

　アシュリーにこっそり親指を立てると、アシュリーはどこか不服そうに鼻をならしてそっぽを向いた。相変わらず素直じゃない弟だ。

　だが、シュラウドから預かっていた賢魔書サージ・リベルをジェイドに渡していたり、今回の言い訳に協力してくれたりしたところを見るに、彼はなにかを、察しているのかもしれない。
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　夕ご飯を食べ終えたアリナは、ちょうど片付けの手伝いを終わらせたジェイドを見つけた。

　というより、この時を待っていたのだ。アリナはきょろきょろと周囲を見回して、厨ちゆう房ぼうに誰もいないのを確認すると、こそこそと声をかけた。

「……ねえジェイド。ちょっと一緒に来てほしいところがあるんだけど」

「ん？　ああ。どこに──」

「バカっ声が大きい！」

　ジェイドが声を小さくしないので、アリナは慌ててジェイドの口を塞いだ。再び最大級の警戒心で周囲に人気がないことを確認する。

「母さんにバレたらまためんどくさいんだから！　いいからこっちっ」

　アリナはジェイドの腕を引っ張って、四つ葉亭の外に出た。

[image: ]
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「こんな夜よ更ふけに外うろついていいのか……？」

　アリナに連れられるまま、ジェイドはフィールアの町外れまで来ていた。もうどこの家の明かりも消えていて、当然のように街灯も少なく辺りは真っ暗だ。

　一応魔法灯を入れた瓶をランタン代わりに持っているがそれでも心こころ許もとない。

「すぐ終わるから」

　それだけ言ってアリナは黙々と歩を進めた。そんな彼女の華きや奢しやな背中を、ジェイドは複雑な気持ちで眺める。

　正直言って、ジェイドは今、傷心中だった。

（だってあんな顔真っ赤にするアリナさんを見せられたら……っ！　うぐっ）

　思い出しただけで胸の中がズキズキ痛む。シュラウドと話しているアリナの顔は、まさに恋する乙女のそれだったのだ。あんな顔を見て、平常心でいろというのが無理である。

　だが、仕方がないことだった。アリナの小さい頃からの付き合いであるシュラウドが相手なのだ。逆立ちしたって勝ち目がないのは十分わかっていた。

（わかっちゃいるけど……つれぇなぁぁぁ～～）

　しくしく内心涙していると、ふいに誰かとすれちがった。

「ねーちゃんじゃん。どっか行くの？」

　ドキィ！　とアリナとジェイドの肩が跳ね上がった。ランタンの光を向けると、現れたのはアシュリーである。アシュリーは相変わらず淡泊な表情で姉とジェイドとを一回ずつ見やって、その視線にわずかな敵意を宿らせた。

「ふーん。二人でどっか行くの」

　ずごごご……と禍まが々まがしい殺意めいたものがアシュリーの背後から立ち上っている。しまった、油断していた。ジェイドは冷や汗をたらたら流して口を開閉させる。アシュリーは姉に近づこうとするジェイドを敵視しており、アリナと二人でどこか行こうなど、到底許してもらえる様子ではないのだ。弟の目があるうちはアリナと二人きりにならないよう気をつけていたが、傷心のあまり周囲の警戒を怠っていた。

「えーっとあーいやこれは」

　口ごもるジェイドに、しかしアシュリーから予想外の言葉がかけられた。

「……いってらっしゃい。あと言い訳下手すぎ。なに馬車が転んだって。普通ウマが暴れない限り転ばないでしょ」

「はあ!?　いいでしょ別に！　超たまたま転んだの！」

「へーへー」

　きょとんとジェイドは目を瞬まばたいた。いってらっしゃい。つまりアリナと二人での外出を許可された。昨日まではアリナに近づこうものなら般はん若にやのような形相になっていたのに。

「い……いいのか？」

　思わずジェイドは口に出していた。問われたアシュリーはしばらくむすっとそっぽを向いていたが、やおらジェイドを睨にらむと、人差し指を突きつけた。

「み、認めたわけじゃねーからな！　調子のんじゃねーぞこの胡う散さん臭くさマッチョ野郎！」

　一方的に吐き捨てて、アシュリーは遠くへ駆けていってしまった。

　突然の弟の暴言にアリナは最初ぽかんとしていたが、〝胡う散さん臭くさマッチョ野郎〟が誰を指しているのかわかったらしく、隣のジェイドに目を向けた。

「アシュリーと喧けん嘩かでもしたの？」

「あ、あーまあチョット……」

「まああいつ素直じゃないからね」

　肩をすくめて、アリナは再び歩き出した。やがてその足は、町外れにたたずむ共同墓地に辿たどり着つく。

　アリナは連なる墓石の一つの前に立つと、持っていた白い花を供えてしゃがみ込んだ。

「これって……」

　墓石にはシュラウド・ラウグーンの名が刻まれていた。

「見ての通り、シュラウドの墓。墓参り、行こうと思ってて行けなかったし」

「俺でいいのか？　シュラウドじゃなくて？」

「シュラウドの墓参りになんでシュラウドと行くのよ」

「まあそうなんだけど」

「……ジェイドがよかったの」

　そっぽを向いたアリナがぽつりと小さな声で言った。

「え？」

「べ、別にいいでしょ誰と行ったって！　それに、これはけじめなのっ。形はどうあれシュラウドは生きてたし、墓参りなんてこれが最後」

　吐き捨てると、アリナは立ち上がった。

　いくぶんかスッキリした顔をしている。シュラウドが生き返ったから……ではないだろう。きっと彼女なりに、悲しみの象徴だった〝シュラウド〟との向き合い方に、答えを一つ出したのだ。

「そうか。そうだな、けじめはだいじだな」

「……バカにしてるでしょ」

「俺はいつだって大真面目だぞ」

　ジェイドは笑って、墓の前にしゃがみ、シュラウドの墓に黙禱を捧げた。隣を見上げると、アリナがむすっと唇を突き出している。いつも通りの不機嫌顔だ。でも、思い詰めている彼女より、不機嫌に眉をひそめているほうが、ずっとアリナらしくてジェイドは好きだった。

「ふん、今日は早く寝るわよ。明日からまた仕事なんだから！　……残業つきの」

「ああ！　手伝うよ、残業」

　そうして立ち上がったアリナとジェイドは、四つ葉亭に帰って行くのだった。





終













あとがき






　皆様、あけましておめでとうございます。時が経たつのは早いですね。香こう坂さかマトです。

　さて、今回はアリナさんが故郷に帰省するお話。アリナさんの弟も登場し、さらにはこれまでチラチラ名前が出ていた〝彼〟もついに……という話ですが、さすがにネタバレすぎるのでやめておきましょうね。あとがきから読むタイプのあなた、ぜひ本編でお楽しみください。




　アリナさんと同じく、実は作者たる私にも、一つ年下の弟がいます。

　学生時代、野球少年であった弟はいわゆる〝リア充〟でした。弟に恋した女子が、姉である私に彼の連絡先を聞いてくる……なーんて少女漫画みたいなことまで起きたほど。まあ、姉の私が言うのもなんですが、弟はいい奴やつです。友達は多く、器用で、空気が読めて、運動神経も良く、勉強もそこそこできて、将来のことまできちんと考えておりました。

　……問題は、そんなリア充な弟と全く違い……まっすぐラノベオタク街道を突き進んでいた姉こと私の方ッッッ!!

　当時は今ほどラノベが一般的ではなかった時代。というか私の家族がそもそもラノベに理解がない。私は必然的に隠れてラノベを読み、隠れて妄想を書き散らしておりました……。

　弟がリア充な分、ラノベ姉は肩身が狭い！　奇異な目で見られ、比べられる日々！

　あ……あああああああああああ！！！！！

　……思い出しただけで吐血しそうです。あとがきで書くには少々刺激が強すぎました……。

　しかし、しかしですよ。そんな泥沼のような学生時代を送った私ですが、当時散々馬鹿にされ、理解されず、自分でも恥ずかしいことと思っていた〝妄想を書き散らす〟というスキルで……なんと、立派にお金を稼げるようになったのです。もちろんそれには私一人の力では到底無理で、多くの方のご尽力と、読者の皆様の存在あってこそなのですが。

　しかし、そうです。〝妄想を書き散らすスキル〟──一体どこに、恥ずかしいことがありましょうか？

　リア充でも、リア充じゃなくても、周囲に理解されなくても、胸を張っていいのです。六巻を書きながら、ふとそんなことを思ったのでした。




　さてさて、本巻でも担当編集の吉よし岡おか様、山やま口ぐち様には大変お世話になりました。そして毎巻スーパーウルトラ可か愛わいいイラストと、素敵な新キャラデザインを作ってくださるがおう先生、六巻を刊行・宣伝してくださった編集部の皆様、なにより、ギルます六巻を気長に待ってくださり、今こうして手に取ってくださったあなたに！　心から感謝いたします。

　それでは、また次巻でお会いしましょう！
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